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績 事 稜 建 築 闘 集

各方面の支持と悲カとを以て小皐校・中等皐校

専門及大撃に至るまでの皐校建築に閲する資料

を 40 鈴枝に亙 って蒐 め得 1: 。

本書は 之等の皐校の卒面聞に加ふるに外観及

主要各部の寓異 ・立面悶 ・断面間 ・工事梗概更

らに鍛筋 j見凝土遺並に木造のノト皐校標準矩計闘

IJ、皐校の使 用家具及、運動設備の規格回 を纏め て

編纂し 1: ものである 。

今や一般敬育思想の普及と嘗局の教育方針の

徹底とに依って皐校建築は畳に 於ても質に於て

も優に建築界の重要なる一分科となりつ〉める

この時に嘗り本書の刊行は大いに意義あるもの

とイ言十 。

敢へて敬育家 ・建築家 ・建築業者並に建築科

皐生の諸氏へ『害時するところな〈絶好参考資料

として本書を薦 む。

内 容 次 頁

参 照
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住宅研究に閥し座談合 lこ協曾員の随意参加を希望の件

本協曾住宅委員舎に於て委員長武田博士の下に左記の通り座

談舎の形式で住宅に付いて研究致して居りますので協曾員各

位の随意御参加を歓迎いたしますから奮って御出席の上遁切

なる御研究談を御洩し下さるこごを希望いたします

月 日 毎 月 ( 本年度は 1. 2.  8 .  12 月を除¥)  

第一水曜日( 但ν 5 月 は9 日)

時 間 午後正六時開曾

曾 場 建 築 倶 楽 部

研 究 科 目 及 各 月 謙 定 表

3 月 防 盗 7 月 防 熱( 冷房) …… 簡易なるもの

4 月 防 鼠 9 月 防 虫

5 月 防 j累 防 腐 10月 防 寒

6 月 防 臭 防 音 11月 防 火

昭 和 9 年 5 月

日 本 建 築 協 曾
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1  . 外 甑

闘

闘

2 ・ 1 階 卒 面 園

Y 2  津 田 氏 邸 ( 須磨) 阪 計 工 皐 樽 士 武 間 五 一 民



3 ・ 外 観

4 ・ 2 階 卒 面 圃

j畢 田 氏 邸 t 須燐)

瓦 淡プ リユ一利型経掛

壁 淡 ク ローム

門 主主及塀 は 黒 瓦 疏 み

3  Ｎ ｶ ｾ＠



5 ・ 倉 庫 鍬 筋 コ '/ 9 リート 症 で

11¥11完ま な く天窓よ :) 採 光

6 ・ 子 供 室 7 ・ 居間及食堂の一部

Y 4  i畢 田 氏 邸 ( 須磨)



8 ・ 客 室 弓 ン マ

9  . 居 間 8 帖

10 . 居 間 の 一 部

j墨 田 氏 邸 ( 銅牌)
叡 計 工 事 博 士 武 田 五 一 氏 5

Y  



1  . 外 観

rl 一一

V 6  田 中 氏 邸 ( 京都) 骸骨f エｾ Ｎ 樽土 蔵 事 宇 厚 ニ 民



4 ・ 2 階 平 面 圃

「一一 言

一 一ーー ーー 一 一 一 ー ー ー 一 一 _ 1 . ( ，17

田 中 氏 邸 ( 京都) 7  v  



5 ・ 休 憩 室

6 ・ 玄 関

7 ・ 階 段

V 8  田 中 氏 邸 〈京都)



8 . 関 室

9 ・ 藤 接 室

10 ・ 夫 人 室

田 中 氏 邸 ( 京都)

g v  



11 ・ 客 室

12 ・ 主 人 室

13 ・ 主人室の次間

V. I O 田 中 氏 邸 ( 京都)



片

ハ

s面

14.  . 所 詳 細 国

15  . 蔓 所 平 面 図

ld .0 l' 聖

。

田 中 氏 邸 ( 京都)

合 唱

」 - Zー」n 維

16 ・ 蓋 所

殴 計 工 祭 博 士 藤 井 厚 ニ 氏
II V  



1 ・ 外 観

2 ・ 1 階 卒 菌 園

J (  

/  

• 

主

理子ウE j s TD '  

ぐぎ
害事F

阪市申線巾子聞と上甲子閣と の110で小高 い元堤防 敷 の丘 を主主鍛地と して 紋

滴 る 老 松のI問l'こ四閣 の眺望をほ じい ま与 に取 ζ んで其位置を占 め精 子 式

生活を主とした モダン味豊か に取入れよと云ふ趣旨 の もと に iJ 1:$1ミ上った

邸 宅 、 下 方 の低い所が道路で前方は門主堺である 。

ロ

ロ口口

口

亡二二二コ

Eヨ

。o。尼{

'  
萱75 平面白

v  12 吉 本 氏 邸 〔阪神上甲子園〉
般 僻 施 工 大 手 本 組 住 宅 都

勺' レソ予



3 ・ ガ レ ー ヂ と 屋 上 庭 園

表 門 のナ ダラカ な ス ロー 7'

を上り つ めた玄関 績の ガレ

ーヂ と殿 上 庭 闘 廻 りの展 望

--ーーーーーーー一一ー ーーーーーーーーーーーーーーーーー

• • 

日〔尚子白 ω

吉 本 氏 邸 f庇紳上甲子凶)

4  '  階上及屋上庭園卒面圃

。

13 v  



5 ・ 1 階 居 間

居間 の一隅 と居間を

遺 して 日本Il日を 望 む

v  14・ 吉 本 氏 邸 ( 阪神上印子園)

6 ・ 階上寝室の一隅



8  . 客 室

1 階 洋館 内 に取 こ ま

れた筒 索な 日本fltl

吉 本 民 廊 ( 阪神上甲子関)

7 ・ 審 務

l 階 東南 に 面 せ

る書1普の一 隅

般 肘 施 工 大事本組住宅都
15 v  



1 ・ 外 顧

2 ・ 1 階 平 面 圃

"・，
' J " ，-， _  

. 、， 一 ・

-.  .  .  __ 

- 一- "'，. .-、0' ' ' ' 0， ." .九.、ら

'  
. 一喝 一、.

v  16 
河 田 博 士 邸 ( 仮和・上之芝)

東側IJ のI E門 の 内! 日付‘ らiF.

面 玄 関 ポ ーチ 廻 り を 望ーん

だ ス パ エツ シ ユ 怨 味 を 幕

翻 と して 向 後 した丘f ，宅

日

文

鮫 計 施 工 大 手 本 組 住 宅 部



恥

.  ，.... .;:;. 

令、

3 ・ 蘭 面

邸 内 の裏 庭 は普ながら

の池 と自然英主 L の老

松 がきな が ら建物を 抱

込んだかの様な風情 と

なっ て居 るがま主 に酋 l南

部の 一段下っ た平良ーか

ら建 物 の食 堂、居間廻

りを 展望した もの

4 ・ 階 上 卒 面 圃

河 田 博 士 廊 f阪和・上之芝) 阪 計 施 工 大 株 組 住 宅 部 17 v  



3 ・ 2 階 平 面 圃

11 • 

v  18 松 尾 民 邸 (京都〉

2 .  1 階 卒 面 圃

ブ 弓 ン に 就 い て

敷地が 三方| 鋒地 に附 ま れ 西

南 の方向 にのみ開 け、 しか

もと1 . 1'こ1m1:正 JII の美 しい IYE

を有する 事 を 考慮 せ な け れ

ばな らなかった

飯 野 施 工 竹 中 エー務Z庖



4 ・ 居 間 客 間

5 ・ ホールより 階段

6 ・日産 接 室

6{g接室壁面I に洋館 と

取ｾ物 、 置物 に 平日洋 い

づれをも叡1:1:・u与る

地袋床、机IJ の類を設

け、カn1立川 の眺望に

到する連窓の鴛 に集

の予寄付を 失 はぬ様壁

面 の布 貼 は溢 味勝 の

鷲茶色を選んである

松 尾 氏 邸 ( 京都) ｾ 計施土竹中務務底 i 9 v  



通

8  

1 ・1 隊 平 面 困

2 ・2 階 平 面 図

v  2 0  中 山 民 邸 ( 阪念・芦屋) 限量f 村 野 藤 吾 氏



』

ー

3 ・ 外 観 の 一 部

4 ・ 向 上

5 ・ 外 顧 の 一 部

中 山 氏 邸 ( 阪急: ・芦屋) 。

外 壁は特製凹凸モザイツクタイノι を

使用 し、平 滑 にし てIfl. 翻 に流れ易き

モザイクタイノL に*IJJ とと軟調を力日へ

庇下端等の リy イド俸の調和 にっと

めてゐる。

不規則なp ) i : t也と こ} 力)! の 高低の j号外 "1"

而上最も苦心の駄がうかピは れ道 路

kilri L て 庇 闘 をあしら ひ腐 を腹 して

建物そ の ま与の外壁乞 見せて樹木と

共 に道 路 を美 化 したる防は場所柄 と

して特筆すべき であ る、但 しその 目

的が種々の駄 に於 て 設 計 者 の窓 志 に

徹底出来なかった ことは残念で ある

21 v  



6 ・ 南 侭IJ 外 翻 の 一 部

v  22  中 山 氏 邸 f 阪急・芦屋)

7 ・ 表 門

8 ・ 玄 関 人 口

床は 獅逸ｾト ラパ ーチ ｹ 、 壁は伊

太利 ｊ 宝トラパ ーチ ｹ 、 天井ｾ y イ

ド仕上、 扉 の合 物はホ F イ ト プ ロ

y 犬



9 ・ 中 庭 :パ ル コ ニ ー

10 ・ 2 階 ギ ヤ レ リ ー

中 山 氏 邸 ( 阪急・芦屋) 23 v  



11.  7 ンテ イルーム大康問を見る

12 ・ 外観の一書官・居間より 11後間テレースを見る

y  2 4  中 山 氏 邸 ( 阪念・芦屋)



笠及床は特殊担イノL 貼

14 ・ 大 康 問

床 は寄 木E占. 壁 は 令部 チ ークペュ ャ、

ギヤレリ一手切廻はサーカシア ンウ

オ ー ル ナ ッ ト7! z. . グレ ー メ ー プノレペ =

ヤを使川 し、天井はプテスタ ー下 地

に銀 tri モミ紙川、 壁面の: 1nい訪j子を

天井と ?fl 純な Jm明2器具の色調とによ

って紙安ャ気持 を求 め てゐ る。

中 山 氏 邸 ( 脹念・芦屋)
2 5  v  



v  2 6  中 山 氏 邸 ( 阪念・芦屋)

15 ・ ア ン テ イル ー ム

径 の テツコー とロイ ロF イ ル の 色 調

によっ て 暖ν- 調 和 を 求 め て ゐ る 。

16 ・ 玄 関 康 問

玄 関 士入ってl i 'fj 石ス クリ ー y のレ ー

スを ずか し て見える長で ある Ｍ ｾ は

サーカシ ア ンウールナット 、Yくヲt- I土

リソイドペンキ 仕 上 で 、!主ノ'J m燈 は

日本ntJ 内廊 下 に鍛mさし て日本nn と

の1夜合の不 自 然 にう討 する 緩 和 に っ と

めてゐる。



17 ・ 7 ンテイルーム フアイ ヤープレース

飾tt は ホ V イ ト プ ロ y ズに魚 を彫刻 し、腹

廻 は ロ イロ タ イノL に令目 地

中 山 氏 邸 ( 阪急: ・芦屋)

18  . 藤 接 間 入 口 屍

グ レーメー ＷＮＯ ｾ の ハ ギ合 せ

l、模様は 桐 の;ffd伝

19 .  2 階フアイヤー

プレース 前 飾

ホ ワ イ ト ア' ロ Y XノJ

総 ｉ ｖ ｌ に ｾ ￣Ｚゐしら」、

般 計 村 野 藤 吾 氏
2 7  v  
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1  . 全 景

2 ・ 1 階 平 面 圃

、
， 

⑪ 

v  2 8  
E 氏 邸 ( 肢紳・香極圏〕

骨 f品 す' " 巴

飯 野 橋 本 軍E 一 氏

施 工 竹 中 工 務 底



3 ・ ポ ー チ

4 ・ 2 階 卒 薗 圏

ｾ＠

Y  氏 邸 ( 肢紳・香極圏)

- " → - - ... 一 一i

飢 地 手 曲目

家 具 内 外 木 材 工

接 飾 事 株 式 合 祉

2 9  ¥t 



5 ・ 1 階 ホ ー J!.

6 ・ 居 間

v  3 0  y  氏 邸 ( 阪紳・香極園〉



1 ・ 1 階 旗 後 室

B ・ 日 本 間 主 婦 室

Y  民 邸 ( 阪神・香極闘) 31 v  



外 観 東は京 僑川 に商し近 〈比 治山の棋が見える

2 .  1 隊 平 日 XEBS 

/  

、
、，、

/  

、

仁、ーーー ー一ー ーーーーー_1. . ノ. f

、 三事.， 崎

“ｾｾ＠

着k

;t. 

v  3 2  畏 毘 氏 邸 ( 康島市)

ｾ＠

ｾ＠

I't-

阪 齢 施 工 三 越 住 宅 建 築 齢



3 ・ 南 面 1じ は m 日; ; j 三五

援 は ク リ ー ム 色

木古1¥栗色 ......:y キ塗

4 .  2 階 平 面 園

長 尾 氏 廊 ( 蹟島市) 3 3  v  



5  . 客 室

6  腹接室 ( 1)

ほ#i t は銀 援申l(

ｾはチ ー クと

E型地の ペ= ヤ

v  3 4  長 島 氏 邸 ( 厳島市)



7 ・ ポールルーム オー ク寄木床 ワ ック ス仕上

8 ・ 藤 接 室 ( 2) 緩 雌 は ロイロ タ イノレ

Ｍ司司圃圃圃ｾ ｾ圃ｾ

長 尾 氏 邸 ( 蹟島市)
35 v  



v  3 6  

10  . 夫 人 室

地袋、地完まはi i D瓜

の た め の もの

長 尾 氏 邸 ( 鹿島市)

戸 一 一 一

9 ・ ラ ン マ

ラ Y -ot は武 田博

士 の考 案 に依 る

11 ・ 3霊 所

阪 訴 施 工 三 組 住 宅 建 築 部



「夏 の 家」懸 賞 設 計 岡 案 審 査 概 評

ＧＪｾて日本建築協合で懸 ＺｮＺｾ ｊ￟Ｎ小り阪利 ｉ 線路 ｉｔｩ 子

';，j 大林組住宅部付Pt? 地へ I")fl: 宅街完成記念と L て

ｾ｜つ ｉ 変の家」設計ｼ尚 ｬ 案 ｉｴ 3  )) 10 fJ "ノ 締 切 ま で

に ＸＱＡｩ ｊ 正Ｑｩ Ｎｾ， Ｑ 案 ＱＰ Ｗ j泊であった。

13 口午後 5 時から務登合を [4J いて 1; 記の 入 賞

3  ｾ選外住ｦＧ ｾ 4 オうの決定を み た。

入 泣 者

大 阪 市首ntl ; 耳Ul1 rl'1
1
1)" 4 l i  193若干地ノ 3

t持に綿悦 (1句に見て何れも尻町 nt.r. 力 作 品: 多く執

心 な努力の跡 が 認められて ゐ る ん ｉｾ 1"1 といっ て も

倫 快 なこ とである。

此締の競技| 尚l案としてに 1・t に一段ノノi佳境 を示し

格朱の 口2ドル小住宅 ノノ必潟 ともなる様な作品 が少

なか ら ず ｊｾ 受けられた。

入選に: a るまで順次 4 Ili l  1<: i ( ってま年交を量産 げて

入選と選外佳作の決定をみた が入選案に封す る弁

務究員 の 批評 ｲ ｬＧ 入 選案 ＱＺＺ 夏に位よ 〈共他 の 時 ｊｾｪ ｖ Ｍ，

入 選 「干長 J J¥il 武 刻J' ，住居 と しても決して無3 ; ' 1 ¥がない、無旅 な案だと 思

-J 、3

大阪市岡淀川 1::;1111町432rll 1=1矧市方

入 選 f 和j 三 戸 谷 和 久 : 特 に入選案 1ｾ 無論の ζ とＡ｀ 主主 同 案の一般的に付

兵IiTU¥!.f.lVl石 郡丞7)< ｾ ｉｦ 丙 霊 水利回町

竹雪H1:内

入 選 「湖」

選 外 佳 作 名

Ｑ Ｚｾ 地

大阪市住吉岡開港双ノ町7丁目 34

米

選 外 佳 作 f llPo J  清 水 者 ・ 之 助

兵庫県系尼ケ崎市/ 汁谷町3丁目 99

選 外 佳 作 赤 丸 ノj、 島
陽

大阪市西成 ｾ粉 泊中之町 Ｒ 丁 ａＴＶ

選タトi t:作 「松j 荒 川 利 一

京都市ｴｲＮ ｽ ［ｾ臨修撃 ＱＱＲ 中林町 Ｑ ＰＶ ノ Ｓ

選 外 f ｉ ｾ 作 「芳 」 皆 川 辰 雄

1:¥.日lU席森査員 l士下詑であった

藤 井 刀ニ 古 塚 正 治

古 宇rn 本 間 乙?誓

武問 五一 村 野 藤干子

松 本 儀八 ｾｬｬｬｽ＠ m一 郎

審 査 概 評

てI i :ii. った貼は

1. ドロ ーイ y グヵ: 町略で上手になったとと。

1. 瓜沼 しの具合と日照関係を大に考慮せられて

居るとと。

1. ｾｬｦｲ の殻備等に至 る ま で 詳細 ｬ な注意が 梯 れて

腐るとと。

1. 和洋折衷が無恕 がな く所 ｾＱＱ 板についた様に な

って来たとと 。

ト タト装 1<: 下見 張を 取入れた もの が割合に多かつ

たの にニ1-. 池の欺況から考へ られたものでもあ

らうか。

伶共通的 lて干す言らしい主主イサ ν、たおを翠 lデて見 る

と

1. 玄闘 H1入口の近〈に何I ffr を殻け る ζ とIt 感じ

の上からと、 7 ・ライペ ー シーの上から考慮の

食生地方: あらう。

1. Ｎ ｾ慎重主案中夏の 室長と云」、よりも あまりに夜 来の

間取のいき 方 にmはれ過ぎたものもあった の

今 lul の臆募同案 1: 穴に 107 iffi の多重宝にJえんだ の i は物 足 P ない感 じが した 。

に募集 規 定 がま ととに1 ' 1 sl '1' 1: に7Zんで府 1ご と と も 1 . 又の家と しては護所の位置は東開Ij に託〈 のが

其: f l 1¥1' 1i の一つであらう 。 賢 明 で あらう 。 等 々
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建 主F 27.92主F

プ ラ y =- y グ .R 向の家として 、温風換 以 を第一 に考l長 L 、

イ中び fit び した開放的な問泣にしま した。佐久

も出 来る だけ引誌に して 、 取 去れ ば ｽＡｾν 、部煩

も ｉ 時 〈民川 ｉｈ ｾ ｴｾ ま す

外 事Q ;(1仁ラlri の平日J ! l 住 宅 に 、 モダ ー y ! J ，l ，を多分に取入

れ ま し た

構 治 木泣1 ] ' 家建基礎 混iti 土布地形及玉石地形。 木

' 自治手日ノj 、屋 慮 根 黒 色 日 *J Ci ! 、一 部 鋼板葺と

す

クト 郊 仕 上 腰 モ 1" s ノι 塗

控米松板竪，ｊｾ目以上古， ｩ ｬ セメン トス ｆ ツコ塗

W . ポー チ 及 テ レ ス 床l土o-*2! 三石破

内 部 仕 上 床 和 室 金 敷 洋信米松板E民

v  3 8  

浴室使E f r タイル敷

堅 手目安砂壁洋ｾ漆喰 主主

ノミ弁和需生存線天井洋気テックス張71<1' 1，"' y キ

訟

海遊に建つ「夏の家J Ｉ｜ｾＧ ｬ ｻ 設 計首選ｼ ぷ ｼ 裟 入 選 以 武J 4 l : 宗



.J;. iIi 

- = 治 市 昔 号 - 喝 事 実 晶. . . . . . .  ｲ ｺ 官官官ーｾマーも同ＭＭ Ｔ ｒ 俳 句、

左 側 聞

i量 跨

玉二度1

ill s:告

首ミヲ与宝

。肩車室 。

八 : '16

/ 勺

海溢に建つ「夏ω家J I臣賞設計首i盟国案 人 選

右伺4面

ヰ奇 也

担品 正t gJ 主治ー

，. 

l '  

，: 

.t ， 

a  

.・
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東白固

北 雪固
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海地に建つ i Xiーの家」懸賞試日 j-n" )J] 1副主

一一一一

にノ/

機 式 日本経味を力s I)jと した作風住宅

t九位 木泣耐震構造 、 制築地 形 、 土曜ｾリ泌

凝ゴュ打、 土 誕 ボ ール ト 締、 布l小縦長主

外 部餓鋼張 、 セメン ト ｦ 私服凡 掛 り入品 ｾ ｘ ｩ

i 7¥; Ul し仕 l 、 ポ ーチ ム び テ レース， J. 小

仁1. ，イノt . ｾｊ え

内部洋手 Ｚ 、 盤 、 Ｉ､ｾ テッ ク ス 張 、 ぺ ｹ 午 Ｑ 在

ＱＱＱ 木 仕舞Ｚ 、 利引 ｦｾｾｴ ， Ｚｪ Ｎ 紘 ｒｊｉ ・

)"1"娘 二1-- 周一立の l 、桟 lし:抗、勾両日 4 寸勾 門t

ｲ ＨｪＭｾ 長 旅 アグ キ色 、 版 ＱＧ Ｑ 色 担イノ ι Ｑｉｩ 、 浴 ｪｾ ，［総

製 2 人材¥l.!i¥目指へk :)l: iJ: 打 l ノリ l'

{叱j珂 ノ〈正 式汲] 以i児)j) j

人 選 三戸谷 -+11  久ポ
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敷地坪数 110坪 ( 11 1: 日x ＱＰ Ｑｬｾ Ｉ＠

E主 主F 29 坪 52

建 築 費 400コ 開

製 式 日 本茶ｾＱｊ， Ｑ に洋風を加ＡｊＮｉと し たるも の

特 徴 哀の家と して泌風、日 照 にili き をおき 、賠 Il fJ ＨＺ ｉｴＨｩｬｴｬｾｬ 散を 入 れて〉を Ｇ Ｑ Ｑ 心

として開放的なプラ ンとして設計しました。居間を涼 し 〈する ために西側

にアル コープ、民 Il U、支 閥、女 中 京 の 窓 は Ili J : t まとし庇出を多くし て日射 をi!ill

り午後{ 時以後の西日は日桜ひ 、樹木にi ! i l l る尚南側及西 側lの援 を一 部二重

明構造として F 部に換気主主を設け 、床下小鼠哀とも連絡せしめ 、 内部会L流

を丸〈 し ｾｌｩｴの ー ＱＮＱＷ を ｉ ｬｽ ｪ げり ｯ f，'.Jii'i'IltJの北nlil の床下換気干しょ p 武庫川流 域

よ り の 北 ｉＵ｣ ｉ を ｝ 戻入る 、見 ｉ ｊ に府 ｉｬ ｜ｊ と ｾ ｪ 肢と の 抗のダクトを通じて直接外部と

小 巌 裂 と を 挫 絡せ しむ。冬期 に It 各守政以孔を mず海水浴より帰りて 、7.)( 浴

の :i:l 予Kる様ヲ1: 戸 と浴場内 をn'fi くして 、 シャワーを設 け直接 勝 手 "- 1より浴宗

へ 入る 様 に す

構 造 木 造Zp. *m日本 J L葺 、床高居 Il¥J 2 )ミ、住 敷、減! 毛は l 尺 1-. V 基礎 及腹魁/g

1tu:打 ち- - ｲｾｩｾ 南側西側純 二 重塗格治

外 部 日本式提墜塗滞クリ ー ム色 、腹自己板鋭、校 共 ナ グ リ 仕 上、 ク レオ Y ート 塗

下部 腰 組、波紋色漆喰塗- 1 ' . 11鍛 Zp.石Mi

ポ ーチ 、テ レー ス、餓 ZI' 石貼 付 、1黍旬停止lJ< ノぐーゴテ 丸 木造 、月 ーゴラは援

策 張又 は藤 誌 をからま す

内 部 壁 反 壁式、居 間蛍 カ y パス 狼 イ y キ塗、;j.1¥- 天 井格総丸太 、挫 敷部生存線天井

雑 木丸 木 又は竹 を用」、

門は逝 路 の 関 係 に よ りて、北側 の西 方 へ涯いても可な り

v  4 2  海溢に建つ「反の家」懸賞誌計賞選圃案

〆

/ '  

/てペエ

ミ¥グ」

官、r 、

西 両 個

入 選
宮 地 米 コ
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，戸 - ー よ司

￭ ｾ＠
A J グベミ

l: U  ｜ＮＭｲＭスｾ ＧＭ

ｾｲ＠

木詰E瓦 3守i平 家建

my下 30 坪

持 抗 、J山撚而よ P 軒 桁11中迄、 12 尺 5 寸。 厩 根 、

太平 瓦 ＱＱＺ 、 勾 円 ｾ Ｔ 寸 Ｕ 分 。 タト郊腰犯 、 米松 ｆ 見 板

援 卜 部 ラ ス張 、 モルタ ノι 塗 の 1--、 ｾ＠ y イド主主仕 トー

地形廻 土 ｾ ｆ 、 布品￭ｩｩＮ見 ｌｅｦ ニ ＱＭ Ｍ 打 、 見 え 捌 京 石入モ

ノ ｉＭ ｾｊｴＭ 重量 仕 上

納飢土ｾ 檎 防 腐 朔 ｪ 塗 Ｚ 、 下 ｴ ｦ 土 相手 材 桁 、 Ｊ絵 と す小

用組 、和 小慶 一部 敷 野 地 とし板i J R防腐材君主

内古刊行: r 、 府間小供 *- 空手依3良部は t . ' "i 材とし 、大

Il ，j_; t会壁紙 貼 、天 井 プ ラス F 一代 上、泊?;t の位置に

温 風孔 を設〈

主主所 床、一 部揚板 、下 は物 置

浴$ 1土戸外 ，-ζ 直 接 lH入 n を設 け、潟 水裕後タト古11

よ り 直接入 浴 す ると と を ね し むる 様 Ｗｉ ｸ Ｑ ｾｈ

4近所 は 大 正 便 所

ｩｊＡ［沼Ａ場鎌足 洗 場 、 総 榊 よ り Ｗ ｊ Ｈ Ｊｾ により 湯 を 浮 き

洗百世に用 」、

主主作材、 洋 間はラ ワ ン材 ステイ Y JflJ. 仕 上 、和吉良

は楠 又 は杉 を 使 用

v  44 海遣に建つ「夏の家J 懸賞設計首選闘案 作 if; 水 普 之 助 君
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.11. !l1l i毎首買に於け る生活に ID. 駄を置 くと同 時 に冬期のととも

考慮した

プラ y 令慢は之を活動と休息のご大部に 分ち前者 l主和 風を

加味せる洋風と し後者は純和風

又再 Ｔ 者 ー の床ｾを夏へて其の獅自主 ｴ を ｾ Ｑ る と共に〈床下換主 主

キI1 用) J i 叉相了I. の機能的な運転? と割和 a考へた

夏期の iili 瓜換 気 l士建設地方の主要なる風向者 を考慮す

験 地 100 米 外 ( 400平方米〉

m f ¥; 30 米 坪 ( 120卒方米〉

外 籾 和 風 を ぷ 翻 主せる洋風l l ;

成 根中央郊日本冗主主又はノι ーフイ y グニ尽sli の ( -

に鍔t絹 iI / ; 凝土打 ペ y キ塗

木古布見鋳 杭 祖母5は オイルステー Y fQi: 化粧母厩鼻テレス

政棚舎の 木 口は白ベ Y キ

阪 廻 表{l l lj ::E石積裏側混 i疑土 モル ( ; tJ l . 君主テレス玄関ポー

チ段石 は1i i L石貼

構造: J 1: . 他 基礎。周聞及一部は布』局地形中は主主摂束1i. 式

Ｈ 床下［扇風の た め〉木部。土 ｾｪ 合 、 柱 杉又は米 栂 腹

自主事材松 、j章作化粧材主として杉一部紛

民盤式 、主として漆喰主主

洋察、玄関セ ロテッ クスの狐利然 、小笠床壁廻努 I'I

砂壁其他漆喰便所湯殿鈴一部タ イル猿

和Ｊ盈ｾ 洋苦言玄関償問 、簡 易な る寄木張玄関使所

浴 律 令 (;t イノι 張

天 井 主と して和風 洋 ｾ玄関傍 ｬ 主 セロテックス の 類

尺 ｉＧｾ す べて米側に依る 、 ［ＨｲＺ来 Ｓ 尺の基準を ｬ 米 に 改

む
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同同 E 園田 s .J万

東 側 面 阻 s d 万

v  4.8 海溢に建つ r:夏の家」懸賞設計首選|割案

Ｚ 一 Ｎ Ｇ ｾ ｾ ， 

上1; 数 建 坪 26. ∞ 坪 2 階 71∞J <F

延 33. 00坪〈但し昼 2 帖大を約

l 坪とす〉

ｾ＠ 旨 ポーチ玄関土問を苧めて納L宗家を取っ

て見 た

それに よP ホールが建 物 の中央に取ら

れ廊下の必要 がなくなる。 昼函に豆町2

涼風〈東西南北〉を充分に iffi じ得る

如何様な家族の家にも過す る

外部仕様 基礎混線土打 1-.、土墓地l込ポール ト締

セメシ トモルタノι 仕トー

外壁大壁セメ y ト色モル !J J I- 仕 上、尾

根 、昭 和克、 4 寸勾 問 、化粧木1惚ペ γ

キ草Ｑｩ ｾ Ｍ ｆｩｦｦｩ 風 マド 及納涼箆 西 側窓 、丸

太絡子裏虫除命綱張 、府 類 銅 板 張

内部仕様納涼第 、 床 ｲ ｬｬ 木 ｆ イノレ 、 ｾ モリ ノイ ト

ペ y キ{ l : 1 、天井化粧染モリノ イト ペ

y キ仕トー

佳 作

ホール 、床 7 ローリ ング、壁 天井 モ リ

ノイト、 ペンキ{ 士 1-

小供室 、 床盤 、 ｾ 天 Ｓ 月二テッ ク ス ｅ 臣 、 居

間天 井化 粧縁テックス張 、浴 室、選 所

壁天井板 娘、 他は主主日本式

荒 川 利 一 君
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Wt :1也

生E 上1;

m物主要r;j

l∞.∞坪

27.80.対i

軒高 11. 7 尺 床 jtj 1. 8  )--!. 

居宗大づ|ーお 8.7 尺

設計嬰旨

別紙断面|品! の如〈テレス西 ILI 入 1.1 上 部 に ガ ア リ・( 内部よ

9 引; 室戸にて防J W'] 1:1  ｲｾ に な す〉を設け 、 別 に居議火 弁 に

排I t : ¥口を設け各作用により夜間] に於ける E京内混lJt の冷却

をは か る

構 主主

木 誕生平家建 基 礎 ‘ 混 凝土モルタJ I - 仕上 外 部、屋 根 ス レ ー

ト茸、 壁 也 白 色 セ メ y ト言盤 、 木 郊 オ イ ル ス テ ン主主仕 上

内 部

:寸宅 名 天 井 ｾ＠ 膝 腕4 共 の他

漆木喰化喜陸粧玄 関 漆 日食 板寿司目 タイ ｬｾ n占

悠接番嫌 同 卜 堕車11; !lR 同 嫁 巾 板E民網 戸 付

府知: 食堂 m号 日 食 同 上 向 上

主主一千百t

小 供 集 日本天 井 向 上

板 張

持止 主 主 同 上 砂 壁 盤

使 所 漆 日食漆 日食 ? l レ イ 貼 F イ ノι R占

! 陀衣￥: 同 J ::. 同 上

水' MりF 板 張

イ ル 貼 線 l二敷

浴 2長

モ ル 声 ノι

向 上

?  -1 JI-

向 上

ペ シキ 主主 A占

毛並 所I D! 鉛鍛鍬板

漆 喰

拭 板

ｆ イ ｬｾ

佳 作 持 川 民 雄 君
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審 査 漫 感

松 本 儀 八

今回If支 の 家 J の懸賞廠募集線政 107 初 中 か ら 入

選 、選 外 佳作 の決定 に烹るま での系絡は最初第 l

選で 66 Jffi 飾帯されて 41Jffi が残さる λ 事になり 、

ii1 2 選 で は 更 に 18 ｊｦｦｩ が残るととになり 、 費 ｾＳ 選

では途 Iく 11 ｊｦｦｩと なり 、 最後の ｾＢｓ Ｔ 選にはＱＦ，々 Ｗｊｦｦｩ

とな H 互に入選 3、選 外 依1'1' 4 と云・」、決定を見る

ととにな った諜で相官? 慎重 に審査されたのであっ

た。何れも良市目 な力作が多かったととは審 査 舎

で も 異 口 同 音に聞かされたとと であっ た。

特 に我 図 の 様な夏季をもっJfr では夏に 涼しい家

であらねばな らぬ事は設然であるが 、就 'T夏 に 泡

しい fR の家J と云」、 、家の設計案だ と云」、ので

プラ y もZ レペーシヨ ンも其鮎 に多 大 の 考 慮 をよ弗

はれて居る努力の跡が見へ たととは誠に愉快であ

った 。 そして「夏 の家」とは云ひ僚其他 の季節に

も通しい構へとなっ て居る ととは無論である 。次

に入選の各案に付て感 じた対を主主べてみよう。

入 選 案

「平日J 案 は大鐙に 於 てプラ〉 に無担II がなく 、風油

しも先づ申分ない、特 に ｾｬｦｲ と食堂廻りの｝夜放な

どは一入洗練せ られた感 じがす る。

エレペ ー シヨ ンも 頗る簡潔であ 1) f玄の家」と

しては絡好であるが 、8{J 1接依然性資などはあまり

に も形ばかりで、災用 の上 から多少考慮の官余地が

ありはずまいか 、然し金建: ! i j ! を小 め る 卜ーからして

己むを得ぬと云へば己む を符ないかとも恩はる込

「務」本e 此 案 も プ ラ シ に 於て さほど無線がな く食

5誌と家族$ の 2 笥 を 開 放 自.(r: とし て羽 風 に 力めた

と とと 、ラたれに各京共I l t iili しに 相官t の考慮を梯つ

7ニE!f は大にかつてやるべき所で あらう。其他' 千・の i

聞置のト ー にも無理ｾ［少し 、 、 エ レベ ー シ ヨ ｹ も温和

しいが笠 F 見 を立羽目 板政とした のは 建卜. った感

じがど うか と 恩 はる L の と、此粍J J t の 書記として 1:r

際方而から 板 Ili] の割 に盤 の数が少過ぎる様に も思

は れ た。 本案 は製 ｨ｜ｾ Ｑ 手法 の俊 秀な型 ｉｾ に於て は ー今

他 を抜いたE ! f が あっ た tl 土此 案 の強! l 1とであっ た。

「湖J プラゾに於て盈の ;，11麿 の食 堂 と 精 子 式グノ 居

! i i J とを連続開問的に使用せんとするE ! f ll f泰 J 案 の

行方と よ 〈似て居る所 がある 、 エレベ ー シヨ y は

前 Ｒｾ 駐に較 べ ていくらか ｗｾＡ 味をキ古びて居る 、 ｅ 庁

シヨ y に於ても民様とテレス廻 P のI反合其他 δ 筒

J!fi' に研究にf I 1 ( すべき lfr がある様に思」、た。

選タト佳 作

選外佳作首選の q 長には 7 ・ラ: / Ｑ ＧＮ こ而 ｉｾ い もの もあ

P、又 ヱレペ ーシヨ γ に会主のきいた ものもある が

概 して入選案の方が無1Ji(f で あると云」、 lfr から選外

とな っ た 殺で ある 。

海遣に建つ 「夏の家」設計

園案懸賞募集規定

1  阪 神沿 線 街 中子闘世tblt 住宅の海滋に建 つ夏向

の住宅設計l両l案

2 慮 募 殴 計 要 件

1. { ' 立也被巾子関海詰誌の平地 2. 敷 地 l∞ 坪

内外 3.  ill 坪 30 坪 以 内 4. 所 要 のffi 祭 政

及大さ傍 l土任 意 5. 締 結 木 造 建 た る と と 6  

様式和風をｾＡｾｾ飼とする洋風 ｩｬｬ 7. 建 築 費 4，0

001111以 内 たる とと

3. 臆募園面及書類

1. l ] i 而|口1 5つ分 之 1 2. ) ' [ 而湖 50分 之 I 3  

断国 li 司 主 要 部 部分 1i回以卜ー 4. 透 視 1; .，1 着色を

なすとと 5. 筒 Jil なる仕様詐又は 説 明守 4.

|品liui Ｑ 士 服附車 ｾ へ ， Ｑ￮ ｌｾ 卜 Ｎと す Ｕ Ｎ 各州市立止に守類

に 1: 暗銚を附し j)lj に府統主主に住所氏名 を記した

る紙片 を封筒に 入れ 添付 す るとと

6 賞

入 賞 3 名 命11 * 日1) 賞 各 100 白l宛

法 外 佳 作 若 千 名 鋼川1

7. 紡切期日 昭 和 9 年 3 月 10 日夜11'

8. 審査及嘗i霊登表

1. 審 査 の事/ i ;! Uは「建築と最t舎」に ムとを後表す

2  審至宝只の氏名 1-:: F の仰l し

お里子111:一見11 ｲｾ ｪ 字問 1主

E利 下 厚 ニ 古 級 i E 治

松 本 儀ヘ 南 信

武 rll 五 一

本 I::J 乙彦

村 野 藤子干

(.Ti・十壬1，' 1慎〉

3.  首 選 1;. ，1案 は 大 林 組 滋 rp子 閑 健 康 住 宅 地 へ 直

に 施工し昭和 9 年 6 月よ り8 月末迄 「夏 の家

」展覧舎の防JI !1J " .1一般 に 公 開 す

9. 審 査の事古来 に謝 して は 説明を求 め又 l士兵議を

申立つるととを符ず

ＱＰＮ 武胞に ＱＺＺｾ り多少の改迭をなすことあるもあＺ議

V;  ｾｬ 立を得 ず

はどうかと 思 ふ 。
:  11. 懸 募闘案 は之を泌附 せ ず

金値 ＲＹ 坪の家と し てホ ー ル麹 ｐ が 瑚 ｰｾ＾ 賢漂泊 ｩ

ぎ る様 な 感 じもした 、失 れ に 護 所 の 押 入の位 置 、

化 粧 集 廻 りの 取扱 に一考のf余地があり 、 エレペ ー

v  5 2  

12.  J f i 募圏実強選先

大阪市 北区中之ぬ 3 丁目 3

朝 日 ピノL 内 日本建築協J 合 宛
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本 稿 :ばよ 玄去- る Ｒ 月 ｬ凶 Ｖ 日 ａ往 ｬ主Ｚ築 倶 Ｙ祭終 ｦ苅郊 Ｑ官 ｬ に於 て Ｇｾ Ｚ ｾｩ 協令 Ｒ 月 ψ例 ｵ 令と して緋 Ｕ獄耳舎を閃 Ｔ催 ｩ催皇したる際の許諦母古演 百

版稿である Ｑ刊 Ｑｨ 】籾 ｐ ＵＮ忽 ｩｺｦ 五氏は刑司事干＿諜 ｉぷ忠 ｬ出 ｈｾ 身社にし て現 に 兵民庫 ｈ 懸孫芦ｈＮ肢令 ､ 、聖狩予聖祭語却来ヰ長を蝦動 ｉ めら れ Ｔ抗芥 Ｑ宇Ｚて有名なる

ピス 2従t了，九 本.

本協合が我閤の文化に 永年甚大なる貢献3を? せられ、主主 k 人類の幸稲 を増進せられ居るこ

とにつ きj架道の謝意を表するものであります。

今夕計ら す= も本協舎に於て皆様に御目にか〉ることを得て 、親しくか〉る問題につき御

相談 ，，'1上ぐる機合を得ま した ことは 、本t古J 舎と -W，'接なる1 #11;系を有する我等fT察官に取りて

緑 色光栄 と存十る次第であります。然 るに私は稜・早きであ りE つ米熟なるにも不拘、か〉る

問題につき御話をすることは先輩にも相演まぬ諜で且叉皆様の御参考 に もなり得ない こ と

〉思ひますが 、折角の ことであります の で御許しを願ひ ? こいと思ひます。

術 て我等の唯一の安息所? こる住宅 に封し、最も安全幸踊なら しなる? こめに 間家は建築法

令 を制定して. 共の建築につき取締を? なし且つ保設を刻lへて居ることは定に菩ぱしき こと

であります。而して其の要求して居ることも最も油切であって、我等の居住につき必要な

る術生 、堅苦ド又は美槻等に射して は殆んど閑然する 庭な 〈充分な る規則が設げられて居る

棋に思はれますが. 私等特察官の如〈日夜泥棒の需めに迫ひ廻されて居るが主fI 事者に取っ

ては 、現代の住宅建築が以上の主fI < 衛生 とか美槻と か云ふ方而 には充分意を用ひられて居

るも、外敵の侵入主 として主主! 械に釘する防備 とい ふこと につきでは比較的等閑に附せら れ

ては居りはせぬかとこの鳥ｾ遺憾に思ふ者であります。恨 令 ｩ 桁生的で美観を備へ Ｗ こＡや ￬ＭＺ な住

宅に一家の闇壊を ｬ 沫ひ居 るとしても 、 外Ａ被の 侵 入即ち 主主 Ｉ ｉ Ｎ ｬＧ ｾ の矯め に 一朝一夕 にして 是を 破

壊げら る〉こと はRfl k あり勝で 、*，'fに共の兇悪なるものにありでは最大の不幸をさえ招来

することがあります。

先年或 る親子三 人暮のサラ リーマン の家庭が盗賊に見舞は れて 、主 として妻君の 11M着 (

女物は最も鹿分に好都合 なるの王!日山に依る〉 のみを窃取せら れに事件が あ りました 、此の

大切な衣類を取られ? こ妻君は 明り暮れ共 れが早〈鷲見返越せられんことを示1[1にJ祈 り夫に鎚

りま したが . 遂に品物の護見せらる〉迄に妻君の衣類に1討する特別の執斎心は最愛の夫 と

の聞に感情の疎隔 を生ぜ しめて 、極端ではありますが途に子供を残して離縁の lトーむなきに

至つ 1: 事賞さえあります。 一度盗鰍の被害に !罷つにも のは共の大小 に不J旬、共通の不安 と

不愉快とを相蛍永〈味は きる〉も のであります。此 の意味に於ても折角 の安全Ut ' 脅かす盗

)l! xに射す る防禦設備は 、それが?ことひ自然の要求にもせ よ、 現在の世相 に鑑み て或 る程度

5 3  v  



迄は是 {t' 法 令のカ を以て要求し世 〈必要はなからうか 主思ふも のでありま す。特に現 今の

如 き借 家 lこ於て此の黙に欠如せ ること を痛感するも ので あ ります。

此の意味 に於て昔の家{ t ' 汚へ ます と、表戸 などは一校のj.rTI 丈な 戸 を以て扮ーへら れ、 それ

を一本のシ ンパ リ棒で全 < .j lj! しでも 突 いてもf ) lJ かな い機に 1-1'， 来てゐますが 、現今のも の に

なり ますとその戸 を二枚となし、 凶枚 となし . 硝子や鍛棒などを以て外観は如何に も立仮

に出来 て ゐ ますが 、)1.11( の佼入 には便利よ〈な って居 る諜でありま す。私 等の立 場か ら申し

ますと か 〉る個所は多少の美f閣は峨中1: に しても 、防J日とい ふ ことを重んじて頂 きにい k 思

ふ次第であります。

然ら ばMは如何 な る場所 より如何な る方法を以て侵入す るか とlドしますと . 近頃の 如〈

文化の急: 激 なる進展は明1:相を著しく複雑な らしめ . 従っ て共の犯 罪の手段叉は非設・直減 の

方 法も極 め て巧 ｴｪｾ と なり 、 犯 ｾｲ の 態傑は愈 ｫ 多 Ｑ Ｑ 成多 様とな り まして捜 奈は続 々 困 難と な る

一方であります 。然 し人 11r1が成る行動を起き うとす る時 には合て経 験 し1: と同一の経路を

反 覆しようとす る 傾向 の ある こと はｾ，はれない も の であ り ま すＮ即 ち意識的 にせよ無立 織

的にせよ繰返へきる 〉副作は自然 に共のMA:;< となり 得意となり或程度 に同定す るも ので あ

りますか ら、犯罪行震を政行する 前後に行ふ動作の上 に 現はれfこる この得意 なり 、習昨な

り又は其 の他 の特 色め るJI)¥況{ t ' I，回察 して之 を一つの概 念 として極め て見1: ものが犯罪 の 手

口 と申す ものであ ります、仰例jへlば工高 い鹿 に主磐葬ぢ王登安ら ねぱI収収る こと のl出1品13来Rぬ避宙釘針9 泥棒をを?専

「門う とするも の に曾つて屋根 子引i

になつ て居 ?仁こ りす るもので、全然製聞のない ものが普i引を窃取 す ると いふ様 なこと は ない

様なもので、 特 に職業的犯 人になりま す と一定の方向に向つてのみ進 む ものでありま して

或 る押入強盗は自前のみに 、或 る者。は夜間の みに、 或 るも のは窓か らのみ侵 入し. 或るも

のは常 に戸の飯板 を鋸 で切る とい ふ風に 一定 して しま ふ ものであり ますから 、是 に劃して

はどう しても夫 k の手 口{t' Ii JI' 究 して 、丁度障者が夫 k }，t:，者 に到 してj @際 し1こ契を興へて梢

気 を平癒せしむ る と 同棋 に 、こ の犯罪手 口に 針 し 防 ｩｦｴ の方 法を ｾＱ 象め講 じて 置 り ば 被 害伝説 Ｒ

る〉 こと が出来る ので あ ります。 この手口と いふ ものは I副主いも ので我 k 同宣伝のやl'でもす

ぐ*1] りま す、 あの男はj西{t' 界 むと す ぐにあ の方 lui にがi躍 すると か又あそ こと あそ こに 必す'

現はる〉 とかいふ風に是認; の手 口の研究 と是 に射する釘策は又 l直i白いも のであり ます。

手 口 の 研 究に 依 って 各 住 宅 にま ｊ す る 弱虫 ｾ {t' 9: 11 ること が/:11米ます 。而して共の 一般 的 に手

口 としてよ〈 行 はる 〉ものを研究 して見 ます と

(  1  )  差込錠をけトして侵 入す る手 円

v  5 4  

表 戸な どで戸の中央部に 蝦込銑を以 て施錠 しで あ る ものは金具を J1二め である蝶釘があ ま

りに小さいに め戸 と戸 との問に 金)1などを挟 入してコ ヂ るH寺は容 易に破接することが出

来ま す 、 こ の極の 手 口 によりて一度被 害 にか 〉 つ に も の が共 の戸 の上下 に 義 込 錠 を二 Ｑｬ ｾ Ｑ

用ひて共 の後の被害を免れに家 もあ ります。



人気のないE革路に 入りドアー のガ

ラスを外し て佼入 した 例 〔 ア リ円

グ テ 7 [Yr 載〉

( 2 )  硝子言、の煮込錠を外すには其の施錠の箇所の硝

ベ( ! f T! J; や木片にて{ 政成する方法 もありま すが普 を

立て十に 11J i ) 主するには蝋燭の火を吹きつりで0 0 0

O O! f 以て 0 0 0するなど共他粘着物を塗つに紙や

イ)j) ;. を首て〉容易に絞り乎を挿入して地錠を外し |寸

的 を迷するの であ ります。

( : n  鍛絡子・や木 トf千了ーをタトし叉は切り取る手口

北は炊事場やｽＡｬｬ ｾ t" ，場、便所共他高2E; 等 に鎖棒や木 絡

子の使用しであ る庇を狙っ て其の餓絡 子や木格子の

根 元の依め木を切り取ってタトし伝- 入する手段であり

ます。

(  4  )  レンジ窓を政土足して位入するも の

レンジ窓は 主 として外観に重きを置き作られて居 b

ます剛{ 系上、共の用ひられにる 材料が破壊し易 〈こ

の掛金狙ふの であり ます、放に共の月l ひられ?二る材料例へば竹とか木の内部に鎖材を使

用するとかそ のll!( 1すりにつき充分

の用意を施すといふことが最も必

要であります。

(  !i )  縁 側や玄闘の ランマより侵入

する被害は比較的多い のであ りま

す。

jとは そω構 造に於て X l lx十j げ方法

に於て外部 より タトし劫< 11' ，来て出

るのが多し、からであります。

(  6  )  使 }iJ iの吸収口はノj、さい掠でも

よ〈 侵 入する 11日所の一つになって

居ます。

(  i )  {更日Ji の. MH'，し25は Ih J さ 8 寸あ

れば大抵の人の頭が這入りますの

でそこからよく 這 入って尉ります

(  R )  高居建築物ではそ の戸樋の J伐

付けにつき注意を要します。

高い出の窓は比較的共の戸締が不

完全でありますから「陣ひ」の被

勝 手 のガラ ス戸の敷居 が浅かったために 、 ガ ラス

戸をがL 銑のかかったま λ 外 し て佼入した仔IJ ( アサ

ヒ グラ 7 [Yr載〉
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便 所の窓の木俊二本 を外しマ侵入した例 f ア サ

ヒ グ ラ 7 所載〕

容にか〉ることがありますの

以上申 し上げましに様な箇所は犯人

の侵入手 口としてよ〈狙まれて来 Tこ

もわでありますから 、住宅にありて

はこんな箇所につき よ〈注意して、

防備を施して置りぱ大抵その鰍を菟

れることが出来るのであります。そ

れで窓などは単に棒では駄阿です、

必十湖沼iな縦h¥il 二通った鍛俸の協子

又は金制を以て其の取付げを完全に

することが必要であります。又特に

花意を要するのは風呂場と脚下との

問 、便所の入口 の戸締 . 又は洋館と

の仕 切. などには丈夫な戸を以てし

厳重な施錠をな すことは最も 有数な

ことであります。その上施錠の方法

としてはその箇所を外部から 察知せられな い様な風じすることが必要であります。叉雨戸

等は之を 5 寸釘核の ものでトヂることも有数であります。

最近流行の所謂文化住宅の如きはJ栄光、通風、美翻等質によ〈出来て居る様ですが . 防

禦の聖 ｾ￮ は甚 ｲＺＺ 遺憾と思ひますのでこの貼 ｬｩｦｦ 究の告余地はありはせぬかと思ふ も のであります

最後に家屋の周囲を明る〈し内部を成るべ〈暗〈して犯人の立寄る所のない様に街燈や

門燈を多〈することは住宅を誰 る上について本営の親切であると思ひます。

そして電車や汽車共の他騒音の激しい工場の近〈などはこの騒音を利用して破壊侵入す

ることが多いのであります、叉天候によるも の例へば暴風雨の夜など は犯人の心も妹の外

荒んで鴬す動作も暴虐になり易〈なりますから 、防備を完全にしてよ〈気をつけることが

肝要であります O

つまらぬことを極りもな〈申し上げたことにつき傑 t 御詑ぴ申し上げます。( 終り〉
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i勿 盗 座 談

日 時 昭和 9 l' ド3 月14 日午後 6 時 2:J 分- 9 時

場 所 建築 倶楽 総別 室

出席者 武 田博士 、小 川 陽吉 、松 本俄 八 、噌 山

新卒 、赤松{彦、小 川安 一郎 、i河本新次

郎 、岡田孝男 、小 林三造、三木3lミ三 、

i也悶旬 、伊藤 和 夫

住 宅 委 員 ｾと して 、 ｼ 坊対 ｅ に闘する凶 ＱＵ 長 令 を 開催

1  tτ 。 委 員外に主主氏。参加あり 、丁 度芦 屋 据 長 青

柳愈干f 氏 の「盗賊と 建 築J な る講演 ノJ あっ てか ら、

問もない時 だったの で話 がは づんだ 。以下記 する

所 l t 、応談 内大 嬰で ある 。

l 防 塗の積 極 的 防 備 瞥 線設備 について大阪

暖房 ｉ ｬＧｦ ｪ 合員尾中氏 の 小体 式盗 品 ｾｴｲｧ ， ｬ ［［ｪ 草野報装 置 の 貨

物 につき説 明があっ た。 C説明 書 は同 防j 合へ 前求

すれば無料 法附す る由〉

此の装 置 の特 長 は、f主宅 D 各:老毎 /) 事F腕 が椋 示

器 につけてあり 、標示 録 /) スヰ ツチを入 れ L ば戸

締 不 完ｾなる手 ￫ ＯＩ 番 械が 現 ｩ 土 れて 、 ブ ザ ー の 鳴 る

よとで 、 ζ れに よって戸 締 / ) ff走態 を知るこ とが出

来 る。 次 に戸締 を完 令 にして 、標 示日'/i: J ) スヰツ チ

を入れて おけば、戸 を聞 ける と同時 に版 示殺 にそ

の本 j ) 番続 が現れ てプザ ーが鳴り始め 、戸 を閉 め

で もなほ鳴 り綴 け、trJ示 (，5: ノJ スキツチ を切 ワかえ

ねば鳴りやま ぬ ことで、 これ によ って賊 侵 入 の勢

報と同時 に 侵入 場所を示すこ と で ある 、 依 ｾ ｾ と す

るのは 、暴 風な どで 、建 具 が少 し動 い た場 合にも 、

鳴り出す と とであるが、 これ は建 具 さえ しっ か り

して お けば防ぐ ζ とが出来 る。

賊 が窓 をあけて 、家 ノコ 中へ 侵入 して か ら鳴り 出

す のは、阪 に遅い か ら、入 る前 に鳴り出す様 、 同

を少し動〈 様 にし、賊が戸 をこ じゃ うとして 、少

し動かせば鳴 る と云」、工合 にしては との設 が 出た

が( 悶本〉、ζ れ は風で 鳴り 出す卒 を多〈する か ら、

世主程工夫が いる。

合 言巴

を切 り取り 、手 を入れて錠を はづ して 伎入 する か

ら、錠土 中央に つ ける だけで安心せ ずに、或 11. 卜.

下 につけるなどして 、外部 よ リ押 して 兄 て も、{iif

b注に録nがある のか判ら ぬ様 にする こと、又ガラ ス

は切り取られ ぬ様 に、厚ガラ ス ( 少 くとも正 l 分

厚〉を佐川 ずるこ とが肝 要 で ある 。 ガ ラ スJ ) 抵 抗

力 につい ては1宝験 を提 案 し( 附 間入 委 員長 J ) 許可

があった ノJ で. l' f験 成 紙 を本文 末 に附 して おく 。

日本 住 宅 ノコ ラ Y マ附子 l二、大1! f iii :め込み であ る。

とれば外から容易 1: 1土づ す ζ とが出来 る l 、 叉: u

ｾＩ 暑 い 時 に Ｑ t ジン マ附子 をはずして繰る 4 とが多

いo Jb.t l土有 り合 せの ものを 踏 み還と して 、此J f r か

ら佼入する こ とが中日首に多い。こ れ をlぬ れこ11 .

絡 子を 打 らつ ける ととが必要であ るo 1![I ' t; ，ラン マ

の、滞鴨居 の外 側と、 雨戸 鴨居 の -JJめの内側へか

けて 、 椅子 を Ｔ 寸マ位 に 打 ち つ け れ ばよ い ｃ ｉ ｾ ｉ 回〉

雨戸は外部より と じる と容 易 に 11づれるの が多

いが、雨 戸 が単 I笥には づれぬ様 に、総重1の金 物 で

連絡する とか 、戸i憶に貨 つけすると か したい。叉

棒 を 械 に おき 、 ｾ 物 で 雨 戸 を 締 める 方法 は 、 京都

の鴨川 沿洋 の旅館などに あ るが、 j且Lで雨戸 ノ')1¥1日る

のを 防 仁と同時 に、防盗 にも 役 lJ ・つ〈小川 陽〉。 雨

戸 l 枚 につ き 5 寸 釘 1，2 本 を F 程 とT持政居 に刺 す

のは 、有効 であ るC:Ifr 山〉。毎 日の ζ とで は而倒 で

あるが 、鍛日I l O. 家族全員留守 J ) 揚 合など は、是

非やリたい ものであ る。 雨 戸 D 織 の外 へ 、 ア y グ

J I . 金物 をJ丁らつ けておけば、戸 ノJ 外れる D を防〈・

ととが出 来る 。〈三木〉

村? 子 b土、 ポ ー ト又 l土パ イ7 ・士 、鴨居 と敷 居 で留

めたば か りで は、不完 全であ る。 2 本 心 ポー トに

手 吠 をかけ、棒 切をは さん で総 じると 、 ボ ート 1.1

容易 には づれ る。 甚 だ しきは、雨手で力 まかせに

号|ばって も、外 れ る もの があ る。 又敷 居 を宵IJって

ポー トを外 す手もあ るか ら、必 ず ポ ート 心中 ，.とか

上下 へ、横 に縫 ひ 金物叉 は横 僚 を入 れ、 ポート l  

本 が 翠 濁 に外 れ ぬ様 にせねば な らぬ。此意味で 、

2.防盗と建築の弱貼 盗 賊 に封 して 、住 宅の : ボー ト宇 バ イ 7・よ P も、商格 子 が安 全で あ る ( 小

弱 鮎はどと にあ るか を、知l らねばな らぬ が、洋 風 i JII 安〉。 木裕 子は、見付よ り見込 の以 い ものを 、大

住 宅で は、窓 ガラス隊子、和風住宅で は、ラ ンマ 、 i 釘 で打 ちつけ、 とれ も必 ず上下 、中央ノ' ) 3 本 位椛

雨戸 、絡 子、戸 袋などが考へら れ る。 : に貨 を泌 すの が よい。〈武田 博 二1: )

ガラ ス 慾 は 種々 の 方法 で、 ｾ ［￫ λ つ あ る ｾｉ ｲ /) ガ ア ス i 商f骨子 で 1';[ 火 災 ノJ 時逃 III せぬ か ら毛刀工夫 が必
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要 である 。 〈小林〉 二? 三ι 一一 ーー 一ーー く と お、のも 悶 じ玉里山 で ある 。

戸 袋は その ま L 外 したり 、又板 を絞っ て逗 入 る 白 設 教 強 盗 は しか し家 ノJ 中 に泣 燈 がついて 居 ない

のは容 易 で ある 。 との被 符 も 相 常に多いそ弓 であ 方 が仕事が し伊すいと云 っ たそ うであ るか ら例 外

るが、普 は 戸 袋 か ら佼入するノJ は、袋 に討入ると もあ る( [i¥; j  fII )  0  {11iffr の汲 取 口か ら語: 入る ノコは 、似

云- って嫌 った もの だそうだがぐ武 8 1博 士〉、今 は賊 査 の 中 へ 板 を Ｑ 枚洛 し 、 そ ノｊ 上 へ乗 っ て ｦ ＡｬｩｬＡ，ｾをか

も、 か L る間儀 ? を長11 らぬも ノJ が出来たノ〉はl嘆か っ き｜仁 げ て入 るノ ｊ であ るが 、 とれも相Ｇ￭ｩ ｾ Iこ数 多い

は しい? 。戸袋も安心 l羽生収ぬ か ら、: r t X つけを丈夫 手 口 で ある 0 '111. 坂 口は 5 寸角位と すればよい W:

にせ ねばな らぬ。 本〉 又 大 iE[!li lfr ノJ 如1(  :1' ，併 とか隔笠が fllifPi ノ') rl' に

あ るも心 は最 も' 夫会であ る。 ( 松本〉

3 ・盗賊 l: 迷 信 戸 袋 か .-， 入 るノJ を嫌 」・ とI，;J '"  Ｑ 地所ノ 〉 床 ｊ Ｍ ， ノ Ｒ 帰ＱＱＺ Ｑ 口 か ら お入 る 手合 も 相 ｉ［Ｚ ｾＮ j  : 多

様 1: 、 出入口 ノヨ上 に脱 純 を政 っ てお けば 、 そ ノ2 下 いが 、 ζ れは 高さ 4 寸以下 とすればよい ー

士泊 っ て起 入 らな い そ う だ 、 とれは お 純 士m毅 す 堺 はお 〈般 恋 l ソ てお い て も、賊 が 越 え械と 思

る と云」、迷信で 、 大阪 附 近 ノJ 段通〈で行 はれ て 居 へば 、容 易 に越へる もノ〉であ る。! かも 堺 ノJ 内 flliJ

る。 ( 小川陽〕 ヘ入 った 賊は 、外日:11か ら見え ぬ か ら、三"- ，t、して {上

其 他 出入 口や窓 に、狭 心紛 か 狭 心字 をそFい て張 事 をす るo .n，;;;;j 堺に安心して戸締りが忘れ勝ち に

1) つ ける とと 、京 都 のi砥附祭ノコ時 、鉾 ノJ 上か ら撒 なる 射 と路樹と のrUj にひ そむ賊は 内部 か らも 後 九

〈綜 を il:l 入 口にH-j して お けばよい〈 阿 国 入 そ う で 凶灘であ る。 が か ら桝 を高〈す るノJ は考へ物で あ

あ る。 殺は 芦屋方面 に行 は れ、総 は京 都 方 面 に行 るo それよリ 緋 を簡iJtl にして家，/) 戸締 を椴ポに し

は れて居 る 。 岡田委員 ノ コ Ｊなどは 向 ひと雨隣 へｾ 家 乃方 で防 ぐが よい〈武凶博士〉。

5位が主主入た J ) にか L は ら ず 一度 も被"守を受 けて 房 . 武 田博 ー1: ノコ邸 では、賊 が 3 娩 も 縦 けて、米 ノ') }!'1

ない の は、 との絵 ノJ 発lj に よ る ? 。 し か し前 ノコ 戸 袋 : リをヤる〈・る廻リ 、役 入 口 を 探 したそう だが 、米

と同 じ様 に近 頃 乃賊は仁義 を知1 らぬも ノコ が 出来た ノヨ戸 締 が 般 lf( な:!t め、途 に 目的を とげ r 、諦 めて

か ら、 C ，/) 迷 信 も お いお い行 は れ ぬ阪 になら う 〈 り ｉ ｉ 二げた、 ｊｾ 貨 がある ｯ こ心 意味 に ＡｴＺ て 、 ｆ 右院 ノＩ ｾ

武閲惚士〉、ai' 人な どか L る迷 信には全然無関 心 だ には 桝 は不必要 であ る( 武回1' . 9+ ) 0 しかし射。上 防

( 小川 陽〉。 院の目的以外 l 士、戎 JI J回路 より 、米の 内部 を見「

ｉ ｬｊ ， ｸ は侵 入 する前 ｬ こ 、 降で ｊｴｩｴｾ 1 るj札が あ る。そ

l で 隙で伏せてお く。 英 が後 J .! されない 聞は被 符

が判 らぬ そう だ( 池 EII ) 。

とれは芦尾 特 長 ノJ 話 で は、l位焚 して居る問 に、

精 神 セ統ー して、主i を務 b つ け、3く僻か l て物音な

どを総き 分 け、 佼入ノコ方 法 を考へ などする そう で

あ るが 、武 岡 博 士 J ) 設によると 、危険な 揚所 へ 1.i

入 る前 には 、下 腹へ力が 入リ 、目白 ノJ ↑市到 な盛 な ら

しめて 、3をを 押 しＱ ＱＱ すと公 」、 Ａｴ斑ｬＨ Ｑｾ ｊＩ，ｉ｟ ｧｾ で ある そ

ろで 、防士も 外 遊 中 しば しばこ ノ) ;(-if. 織がある由 。

父心円M、{ 旺と云」、 ζ ともあ る〈小 林〉。

4 ガラス戸、カーテン、 汲司王口、塀等 ガ y

ス戸は正 1 :分以上 ノJ ガ ラスそ 1史へ ば' ム-号とである 。

そ し て大きな面続 ノ ｊ ガテス 窓 では 、 ｾノ ｊ 方も書式放

が して手をつけかね るそう である〈武田初土〉。

カーテンはあ る方 が よい 。 家 内内部 内欣 態 が 判

らぬか ら入 1) i1if tい、 五〈 ノ') '1' ノ) m: 燈セ 消 1J て. 五〈ノJ

外 つ電 燈 を つ け壬三 所 刻、要ミノコ内を暗〈外 を明 る
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かされ る のセ 防 ｩ いだりす る 役円 全 作 つから 、 ｊｾｦ ｩｾ＠

!授 11: す るの は一 考 を要 す ( 松本 〉。

5 文 化 住 宅 と 防主主 こノコ I:MJ ! ; つ文 化(1: 宅. "  

大 抵 塀 :: 1f有限 で あリ 、語c .t大 き な砧ifJ iの ガラ ス円

がill て L あ るが、 とれに 封 す る 注 意 t して。 t 、地{

に車買 うず、誘え そのもの でドb r ょと 、 ガテ ス戸 .. 必

ずi E t  :分以 との もの 士{史4 ・._ :. .. ガ テ ス刀法込 JjJ!

も 丈夫 なも の 七 ｦｬｴＡ ＮＮ＾ 、 ζ ｾ Ｈ外 ｾ Ｇ ［ｬｓ よリ煮 込 士 ｴ ど す

こ h の 出来る の は不可 〉 であ る。窓 合 物 に ホ イト

コ セ使 えば i忠利 な 4 止が 多い( 武田博士 〉。

Ｎｙｾ仰のＡＩｩＧ ，，ｾ ， n闘で 2 Je  5 寸 から 2 尺 8 寸 f(，: 。

必 ず 内 聞 の _ " 。シユ y ーゲ錠 士[史へば 安 全で わ

る。 雨閲 h して111] 1.1 治;14円、とき1: .二 、 2 } C 5 寸 L

ｬ 尺 Ｕ 寸 ｦ ｩＧ｛の Ｒ 欲。 Ａ万 ｾ する Ｔ とが 日 本 で もよノ Ｓ

頃 行‘ まれて居るが 、 ι れは元うtE ロシヤ で 自治めたも

かである( 武 111憾士〉。 博 士が 190 1!1j ミロシヤ に行 か

れた 時 に、 ロシヤで盛んに 使 って 居 たの で、 これ

はfIli fi j だと思はれた 由。

ヨ 〈蜘 界 に ｡ す おｾＺ士つ ｬ す ておくのがよ い ｌ 小川盟主〉 υ



玄 関 扉 It 三段 の戸 締 をすべきである〈武田博 士) 0 :  1  t 畿に つけ るよリも 、天窓 とした 方 が 便 利 で 添 灘

五; 腕扉 に1-:: 紡錠と ポール ト( 横松〉 と鎖の三段の締 には巾分ない〈松本〉其例は確 に良結果を得 られ

りをする の l士、 ロ y ド y で It 建 築 傑令 で 緩 定 され i る。

て居 るＨ武匹 ｬ 博士 ｊ 。ポール ト ｬ 士 、 新鋭 を 合おｾで開 Ａ

けられた 時 に役 立 つ o 'SUlt 日z が少 し開 〈伎の長さ 7. 在 来 の住 宅に封す る 防盗 叡 備 現在薮多 く

にして、; wと 扉に 引 掛 けてあ る、扉を 少 し捌 ν、た ある 住 宅 に到 して 、虫fI何 な る方法で改乾すべきで

時 、念 に外 か ら恭 力 で 押 しl J i 4けて 、 侵入するの を I あ る か ?

IlJj <. の であ る。日本で も朋 心深 い家で l士、 これ が 木村i 子ボールト な どの不完令で心配な防で 11 、

I日ひ られて居る 。 それを 取り かえて完全な格子とするのが最も よい

iJi' i・に It 覗口 を設 け るべきで、或 {士郵便 受 口 と 共 が 、 fi " i ' 屍など で、取りかえのきかぬETr で は、木 特

別 に、玄関 の墜に 硯 窓 を設 け る の も 一 方 法 で る ( 子ボート It その ま L としておいて 、その内 部 へ丈

小 川 安) 0IJ に覗 1..1 をつ け る場合 l土、民のガラ スを 夫な令制を磁ることを 奨 附 したν・( 岡田 〉。命綱， J.

iui 取とし 、 市 だ け 残 して他 を廃り にして お けばタト 窓枠のよ ｾｪ [>;¥1 に釘 づ It と し、 ポート には 針令 で しつ

部 か ら 内 ｲｾ［ｬｴ 見 へな いで面の ところ で 、 大 彼 の外 。 かリ 紡つ け てお け ば 、 ボ ー ト在外づそうと し ても 、

税 lt 内から見 える から 似別である〈武田怖土〉。 出来 ないことにな る。汲取口の 不完 全 な と こ ろ で

' * の外 には 必 ず む 燈 をつけ てお くこと 、久 It 抱 1  t 、似品rr の 鋭 企丈夫なものと取りかえ、 これに 内

き合 せのパルペット士つけてもよい( 赤松) 0 :  fl !l J から丈夫 な締りの 出来 る 様 にする こと( 伊藤〉。

門のベノι It 子 供の 丈のと どかぬ1古置 につ けてお 得出口の大きいの l士、椅子を つ け、銃 の 差 込 It 、

かぬと 、悪 戯 されて図 る場合がある( 小 JII 陽〉。 ーヶ Jfr の とこ ろは上 下 に も つ け る。 ラ ンマには特

子を 打ち、 J:t i也前に 述 べ た 注 意 の 貨 行 を奨即する

6 倉 庫 倉Jill' 1  ｾ倣 筋コン クリート に 限る。完ｾ ， Jfr で ある 。 ( を 貝阿国孝男記録〉

附 録

カ守

フ ス 破 壊 の 賓 験 報 告

同 田 ギ; 男

盗賊が窓、又: ｾ＠ Ll:l入 11/) ガラス を破リ佼入するも 。 1 i需紙を貼り手で撲 る 方 法 37c mx 40c m.  

のと仮定 し、 ガラスの厚 さによ り又破壊伊IJfr によ ｬ 享さ Ｒｭｭ のガラ ス 、 ｾ具に絞めたまｬＮＮ 0  7t . ' 容紙

リ、E直接方法 に よ り、如 何 なる革11易 あ るか を知1る:!;'t を濡し 、 ガ ラス而金i w. へ貼 る 。 手 に手 袋 をは め、

の ｾ･ｦ 験で 、ガ ラス ｬ 土建 ｊｬ に 絞めたま ｌ 、 垂直 に 似ち 宅 存在 Ｗｾ 卒 に 動か し 、 ガラス面 と 直角 に衝突せし む ･

つつ石直接 した。ガラスI l ，亦菱 印 の厚さ l土2 ミリ 厚( '  lO CIl1 Ｑｾ｛ の所 よ りス ｆ ー ト したの で は 、 ガ ラスと

Ｎｾｴ＠ 1分〉決3 ミリ1:9:( 正 l分〉 を朋ひた 、3 ミリ以上 の 析 のfl i ] で百がするだ けで 、破主主せず。2 0 c m 1立の

1  t 他日報告する激定で あ る。政援方法 l士、l . 紙 を ところ よ り勢 よ くスF ート したとこ ろ、大 き な 音

ぬ心 して貼りつ け、手 で 撲 る 方 法 、2. ガラス切リ をた て L 磁 捜 し、 ヵ・ラス It 紙 より離れて、散舗L し、

で 一部 分 と切 り取る方法、3. 蝋 燭 の 久 でB警告切る それが床の上へ落ち て大きな普が した。 普は 2 i'豆

方法の 三 つ を採 用 した。 この うちl . 及2. はな かな を距てて なほ !ltJ僚 に聴かれた。

か図書1 b であるが 、3. の方法 1; 彬 め て容 易 に行 はれ、 滞 紙とガラス の附着力 l工、極めて 小さ い。 一 般

安金と，思っ た、ガ ラ スが意外 に、もろいのに一驚 を に信 じ られて居る様 に、 ガラスが紙 に〈 っついて

喫 した。又一般に l:t 紛1燭の 火 で 熱 してお いて. 濡れ 散 乱 しな いと云」、の は、 貨でないo :l'xは飴 を延 1'1

た手拭で急ー に冷せ 11' 援れ ると信じ られ て居るが 、 した紙 とか 、鳥 もち 、と かが考 へら れぬ で もない

濡 手 拭 で 冷す こ とに政 援 に1::' 何 等 の 胸 係 の ないこ が、 ガ テスを撲 り 破 るの は、大き な破 片 が 床へ落

とが判った。 ちて 、大きな管を立て る 恐 もあ るか ら、徐 程 自 信
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のあ るもの で ない と、決行出 来 な い と 思 は れる 。 ! fJ オル l 士使 っ て 居 な ν 。

B. *- にti. 上 の附 を熱 したところ 、 l 分 45秒 で

II ガ 弓 ス 切 り て 切 り 取 る 方 法 37cm X 40cm i バチ y と脅 して、 ガラ スに三 保筏 割 れ が 入 り、 6  

1写さ 201m の ガ ラス、ul :具 に絞 め たま L 。 ガ ラ ス i cmx 8 cm の大さ が容 易 に取れた 。

切 り( ダイヤ入 。〉 を持 って ー 返 の長さ 10c Ill f立の C. 37cIll X  40cm、厚 さ2111111の ガ ラ ス、定j .l) 縦

三三 角 形 に 切 り取 らん とす 。 ガ ラ スの 中 火郊 で 宇 つ i か ら5c川で ，.1-.下は f 皮 中央の ffr へ焔 をあて ると 、

て 見 たが 、僚 はついて も、な か な か切 り取れぬ 。 : Ｑ Ｚ 分 Ｔｾ 秒 で ピ ツ と普が し て 、 今 絞 ＵＧ ＱＱＱ の牛闘が数

押 して も取 れぬ し、飴 をつ けた 木 で引 っば って も : 炉lの破 片 になっ て 取 れ た。 この際濡 F オル 1t  {i史つ

取れ ぬ 。 ガラ ス 切りの柄 の 方で街ｩＱＺｾ を 奥 へ て 見て ｩ て 居 ない。

も、取 れぬ o ｩｪｬｾ＠ v、てや っ たら ガ ラ ス今位 が 破れた o ! D， C と同様のと とを やったが 、 2 分 たって も

一般 に信 じ られて 居 る 機 に、鋭 意 に飴 を塗 っ て ガ . 援 れないの で 、i'JJ 9l オノL をあ てると 、 ジュ ー と音

ラ ス にあ て が ひ 、 ガラス切 り でグ ＧＢツト ー 廻 リ 切 ｾ i する のみ で 媛れな い。 十 分 冷 して か ら、更 に焔 を

つ て、押 す か習! ( かす れば 、 ぽ かっ と 穴 が あ くと : Ｇ Ｑ ［［ Ｚ Ｇ て る と 、 Ｒ 分 Ｓ Ｐ 秒 で パチ ｹ と君主 れ 、 Ｖ ｾ ・ ｉ ｉＱ ｘ 12eJII 

Yーは 、の It 、 111来 ない こと ら しい 。次 に ガ ラ スの縁 : の大 さが数 個 の破 片 とな っ て務ち た。

の方でや っ て見 たo J1Pち ガテス の紘 士一溢と し、 E .  37cIll X  Ｔ Ｐ ｣ ｬｬＱ 、 ｬμ Ｒ Ｑｬｬ ｭ ノ〉 ガ ラス 、 ｲｬＧ リ Ｑ ， ＡＺＱｾｩＩ a: 

くの字 形 に 切り 、及 附のj川で一事!i! 士号|ν ・て兄 夫が 、 i 熱 ，t二主 ころ、 2 分 たって も主主 れぬ 心で、前タ オ

こ のこ つ はガラス 切 り の納 で ｬｾｩｩ ￦ ｴ 'J: ｧ［ ｾ へれ ば 、 Ｎ Ｑ ｽ ｾ＠ )1. をあ て る と、 ジューと Tf ずる かみ。 少 f 冷え た

は す る け れども取 れ る 。 し か し 敷 ハ テ が 十分でガ Ｎと 思 λ 、 ｾ ｪ Ｇ 、 更 に 熱 する と 、 15} 45秒 で パ チ ン土大

ラ ス が し っか りは ま っ て居 れ ば 、 Ｂ ｹ な り 革 ｦｾ か し い ｪ さ な もー を Ｗ こ戸 一 、 左上四 午 分 が Ｒ Ｉ 十円 なっ 伊 ｝ 反ｾ ｾ

{l : $ で ;f， る 。 t二。

3 ミ リ厚 の方で は 、24':: 111 X  33cJl ' の 核 をm Jt に F. 24c m X  33cIll 、3111111 J写ノJ ガ ラス 0 41: 具に入

絞 めずに 苧 っ て見 たが 、 中火r .fl で 切 り取 れな いの . れて 、震 直 にi来ち 、焔 をたトー 5cIll n [Jii へ7;l でる。

1: 、 2 ミ リl?ーと同様 で 、縁 ノコ方 で lt 附の方 が取 れ i 1分 30秒 た司 て か ら、f需F オノレを iWてる と、 バ チ Y

t: 。 これも 主主具 へし っ かり i絞っ て居 れ IJ 、中日制 困 : と主主れ 2 )1ーとな って 、名古 5cm縦 10c mが取 れた o

Wで あ らう と忽 」、。 : G.  24Cll1 X  33cI1I 、3m m厚 ノコヵ・ラス o ｩｬｬｊ ｾ に ｬ Ｚ

める 。 ｴｩＮ から Ｕ ｾ Ｑｬｬ 、 ｟ｉ Ｍ Ｎ 下で ｬ ￬ ｔ ｦｴ｛ ＧＡ ｊ ') ，にtれをあ て

III 焼 き 切 る 方 法 J  Jur で は、 ガ ラ スも 相 i る。 1 :分30，fJt で、f ，M? オノレをあ て たが、 ジュー と

?;t に祇 抗 力 がみり 、 これを 切 り破る には、可 なリ ! 昔する J ) み 、 2 分で もジュ ー と音・する 山 み、冷 し

の 努 力 が必 要 なの で 、我 々も'ム: 心 して 可 なりだが 、 j て更 に 2 分 1'，5秒 熱 すると 、 パ チツ と111 L 一 、れを

この 11r の焼き 切 り方 法 に か かつては 、号、 〈無祇 i ぁ7 たffrを中心 土 L -': 、 _I -. i t 次 第 に大きく 下 も次

抗と 云 って よい。 2 ミ リも 3 ミ リも抵 抗 力 の ない : 第 に大 きく 、 ガラス ノJ 小 分 ).:.1. 1 が数 1- r liJ.U  ｾ＠ Ｎ ｾな

こ とで は 、 同科皮 で あ る ｄ 主 知って 、 Ｍ ｲｾ 士 ｉｉｊ＿Ａ し ｪ っ て 主 主 れた。

7二0 ・ H.  20x 25cm、j平 さ 311l1ll の ガラ ス、千{上 川 河、

勝i燭 It 長 さ17cm、直 叙 1.4CJ1l の西洋蝋 燭 をj司"' 0 Ｚポよ り Ｕ｣ＰＱ 、 上 より Ｕ ｣ ｉｬｬ ノｊ とこ ろ へ 、 ｾ ｲ ｪ をあ ア る

この灼 :t 長 さ 5cm、 rll 約 ICI I1て・ある 。 蝋 燭 は垂直 ・ と、 l 分 45秒 で パチツと脅 して 抜 れた 。

に 持ち 焔 を 自然 Ｈ ｉ ｾ ｊ に ガラ ス に 平 行 に 接 Ｇ い む ｣ 以 l二 A，11， C' ， n， E ， F ， G， H ， の 丹凶 ノコ'l' t験 によ

A. 37c ll1 X  40c01、 lザーさ201mの カ・ラス、正1l:J:t- へ ; る と、;l:{ j をあ て た低 に そ ノコ部 分 地: 膨 脹 L 、 他 ノ' ) ｾｦ ｪ＠

1  t めたまま 、設 i在に保 ち、灼 を右 上 の附 にあて る。 のあた らぬffr との平衡を 失 して 、念 に告1) が入 リ、

上 よ り5CJll 、右 縁 よ り5cr l1の J1rで み る。 30秒 して、 ; しかも 主主絞の制 が来 るノコで 、容 易 に主主j 十を取 る こ

i需タ オ' " で 冷し たが 、ジユ と云』、だ けであIH伏な し。 j とが 出来る 。し か も此際 l士、濡タ オル 1ｾ 殆 ん ど 無
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更 に 1 分 間熱 して、 鴻 F オノι で 冷 し たが 、 ジュ ; 関係 で、一 般 に 信 じられて 居 る様 に 、熱 L アおい

ー と云」、 だ けで破 れな い。次 に l 分 30秒 熱 した と i て念; に冷せ ば援 れる のに、 ガ ラス全勝ーが熱 せ られ

こ ろガ ラスは バ チ ｹ と脅 し て 、 布｟ｉ Ｍｊ ｉｾ に 二 僚 の 剖ＱＺ こ 場 合 の こ と で、ガ ラ ス の 一 部 分 が 熱 せられる と 、

が入り 、左 右5CJll、 上 下 10c01程 取れた。 との際官官 ｬ 熱 せられ ζ と 自身 の ｾ に 、 制 が 来 る の で あ る。



此際 、隅 に近 い方を熱する のが、最 も 早 〈援 れ、 ・ 紙を貼って 撲 る程 の決意 もい らず、 ガラ ス切で

中央部を熱す る と、比較 的遅 い が 、大 き く 割 れ る . 切 り取 る程 の熟練も いら ず、:lfj で は きはめて 容易

ことが分 るo 而 して 、 ガラ スの厚 さに は殆 ん ど無 ; に穴を あけるこ とが出来 るのは、:窓外 とすると こ

腕係で 、一般 に信 ぜ られて 居 る所 の、I E 1:分厚 ( : ろ で ある 。

24オ Y ス物〉で あれば大 丈夫 で ある と云」、信仰 は、 白 な ほ厚 さの種 々な もの、破 壌の{問所 、方 法 につ

捨 てなけ ればならぬo J E 1分 も主主 l 分 も焔 に劉 し ! い て は 、詳 細 の1・E験 を して 綴報 す る 激定 である 。

ては 、あ ま りW; ZIJ がない。

|坊 鼠 方 法 に 就 い て の 座 談 概 要 録
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山山

!引 長 委 員 長 武 悶博士

出席 者 幹 事 小川 陽 台 増 山 新 卒

委 員 赤 松 修 小川安 一良[1

岡 本 新 次 郎 岡 田 孝 男

小林 三縫 三木 来三

I  Ｚ ［Ａｬｾ＠ I て ゐ る住宅 It 級 めて 紛 れで ある 。こ れは施

工j'e際 家 が熱意 を以 てこれが防禦 的 方法 を講 じな

い か ら で ある 。 この ｾ ｊＭ［ は ｅ ￰Ｎ の 脅 性と出入 湾 路 を考

へて Ｑ ＮＮｊ ｾを講ず れば防 鼠 方 法 ｉｴ 大 量 〈 分 け る と 三

つに 分 れ る。そ の一つ 11建 築 の彬治 か ら防( " 方法、

第 二 に l士設 備 を 通 常ならしむる 方 法、第 三は器械

(i 旬、ヲ巨品約、抗1i 鼠 方 法 による 揚合 とあ る。

第 一の建 築 構主!ょを 以て防鼠する方法 は最 も完号?

な るものな れ どもこれは建築物 が上 等の工 法で な

ければな らぬ。 従 って fi) 日の鮎 lこI於て大衆 的住宅

建 築 乃紛I てに要 求す る ことは 図級で あ る。 銭筋 コ

ンク リート迭 の建 築 、 メ{7 Ｉ ｾラス 主 主 リ の 建 築に て

絶 対に 建 築 物 内 にI試を 入 れさせな い方 法をと れば

問題 でにな ν、。 木治区m: 裕 治 得。場 合*o.5l;t に建 物

内に以を 入 れないこ とIt 細 心 の注 意 を 扮 :土 なけれ

ばならな い。こ の揚 合特 にliJj [;)，"1_方 法 の研究 を要 す

るノ2 であ る。鼠 l士食物 を求 め る場合、身Lをイ乍る 場

合、隠 れ場所 とする場合 、家屋 に佼 入 す る もので

あるから 、 この三 鮎 の 嬰ｊｦｲを防 〈 ・ 必 ｾ が ある 。 食

物 を求 め るためにE差別 又 l士食料 匠:!'4i lこ侵 入 せん と

す る 故 ｾ ｲｦｲ を防 備 し な く てはなら ぬ 。 排 水 口 は 外

部 に11:1 l て下水路を室 内に設 けぬこと。 排 水 行・を

下水 よ り切離 して排水口 よりの侵 入 を防 V 、若 し

下水 路 を墓所 床下 に設 けた る揚合 は公 誌 を 蝶番 式

にし一方 に留令 装置 あるも のに改 良す る ζ と。

選見fr の腰廻リ l士コ ンク リート 打 とす るかモノι F

J ι f l ¥リとす るか して 、鼠 に日食ひ磁 られない様 にす

ること。禁 L 物入 れ裏、戸棚 7 dT、抽出 の奥空宇は

命綱又 は メタル ラ ス援 リと して 木 板 の日食 rr 破 りを

防 〈・こ と。斯 くする ときは護所 に侵 入 を防 〈・ 乙と

悶残 らずでた い した而秘でな いのであるから 、 ラ

ス張 リにしても倣少 の費用で 目的を主主する 。但 し

語訳根裏天井 の場 合 は天 井 と屋根裏 板に挟ま れ た 周

悶を完令 にすれば よいのであ るが、軒 の外部 より

おと主主板 のIHJ 践 の方 へ 佼入せ ぬ様外 部 軒 も防 鼠す

る必要 を生 ず るものであ る。 以上の方 法 に よれば

天 井 に l士絶慌に 鼠を 入 れぬ ととが 出来 る。

従 来行 ばれ た方法て‘ 栗の訟を 天井 に佐 ( 方 法 や

繊の シエーピ y クを 入 れて 置 ( 方 法、針 金 を張リ

鼠 の1m路 を妨 げ る方法干天井裂 にf記録を 駄 i或さ せ

る方 法僚は 防 鼠の 目的 を主主しない ものである 。食

料 品席 、米i . J 等 の入口 には 鼠 返 しを設 倣す る と目

的を 主主す る。 市さ l 尺 5 寸 位、上郊外方 に屈 曲す

るＮｩｬｬＡ ｾ ，丹引 ￦Ｎｴ 板を限 っ た 板を入口床 面 に 泣く の であ

る。術叉鼠乃 沼 路 とな る箇所 は軒 に面 戸板 の不完

会 ｾ ｴＮ よ るとき 、 電線引込線 の 穴 の 不 始末 な る 時 、 天

井ｾ主主 抜 が 透 しの ま ｌ にて 命綱をＭ￦Ｎｾ らな い時 等 、

家 内 を 汚おiする と とがあ るか らζ れ らl土建 築の ダ

メ工 事を修柿 せ ねばならぬo 1i T. 腐天井 、紙天 井等

は特 にl!l j 鼠を 入 れ る鼠 の排nl!: 物 の ため に命属板を

腐 蝕せしめ 、紙 天井 l土汚損 して 、* 替なければな

らぬ被害をう け る。

聖路品によ る摘鼠 方 法には 引ii イラズ、殺 鼠 チ プ ス

I皆、今津殺鼠州 、Nt索令 ある けれ ども 、 との方 法

は死 恨の君主 見図縦 にて 思 はぬ不衛生 を招 くととに

な る。

捕 鼠 は務械的装 置 に よって捕 へ る方 法 が好ま し

い。 以 上の方 法 の外 、座 談合と しては 鼠 料 狸 の話 、

座 敷に沼 入っ た捕 鼠方 法、鼠 の皮 の利 用方 法 等 興

味 神 々たる 話題 もあっ たが と λ には省 約す る。

( jfj 山幹事 記録 〉
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市街地建築物法中改正法律の公布

T打11jJ 血正t 築 物 状 中 改正 法 律 は 、昭 和 9 年 4 月6 日

の 日 付 を以 っ て 4 月 7 日ι 廿 報 に 次 の如1 ( 公 布 さ れ

ました。

法 律 筋 肉 1- 六 披

市 街地主tt 築 物 中左ノ iffi 改 正 ス

第 七 依 中 「 道 路 敷 地 J 7  r道 路 約 J =- 改 ム

第 八 依 ｬｬｩ 築物ノ、，ｴＮｊ［Ｏ政 ｪ 出ガ命令ノ ￭￈ ムノｾｽｪＯｪＢ］Ｍ 依

り滋路政地］接スノｾ = - 非グレ パ之 7 他築スノレコ

ト ヲ ￭ｾｽ ズ但 シ特別ノ Ｇ ｊＺＧ［ 由ア ノ ｌ 場 ｦｔ］ 於テ 行政Ｇ，ＧＺ

院ｻノ ｾ［Ｚ Ｂｊ Ｗｾ ケタノ ｌ ト キノ、 ｊｦｾ ノ限 ］ 在テ ズ

第 九僚 は築物ノ 、 往来 線 ヨ リ ラモ ｕ ｉ シ テ之ヲｾ築ス

パコト ヲ ｾｕ ズ ｪｬｬＮ ｾＧｾＳ￭Ｇ ｾＴ 句 ノ 地撚而 ド］Ｍ '{r:ノι 1';1} 分

ノ、此/ 限 =- (r: ラズ

幸R

紋 ヨ り之ラ ラ提 出 セ シ ムルコトヲ 1ｾ｝，＠

合( ' H 俊 行 政 官版ノ、市街ノ倣裁上必ｾ ト 問、ムノ ι

トキノ、 ill 築 総 = 而 シ テ 往 築 ス ル 建 築 物ノ 盛和{

ノ ｻ 、 ｕ ＨｩＺ Ｗｭｾ スノ ι コ ト Ｗ ｾＡ［ｊ＠

第 二 ＱＧ］Ｎ 保本法辺ｾ IIJ ノ匹域ノ、期J 令 7 ｊｩＩ Ｎ テ ｭ ｾ 包

スルi I i 、 ];lliJ.t 1 他 ノ市 街 地 トス

特 別ノ必ｾアノ ｌ 場合］於テノ、勅令ヲ以テ ｊｴ 1  

i E ムノL 所 = 依 リ 前 項 / 市 街 地 ノ 外 = 亙 リ 本 法

泊 IIJ 1  IJ:; 峻 7 定ム ノL コト 7 Ｑｾ＠

天 神 橋 の 竣 工

市氾 ｉｌ 詰 ｾｴｾｾ で ｲ ｬｬ の μ 公Ａ［ｾ を 眺 め て ゆくと ｬ り ｪ 仰 Ｑｦ

粁'! ，fJ tkl 味あ るがr).;_市|鳴 を JH

I1明快 な る 主 符 Il iJ 二 以 銅 j共のカ ー プと主主校ノJ 色 :mJ

が明 る い 感 じを 興 へ る と と に よ っ て 蛍 Mj 川 と_/:' f/J:

第 十 l'最小 「市 街 ノ他 殺 上 」 ヲ [ 市 街 I ｾｬｾＡｾ 上 ｉ］ﾭ

改ム

i  品li 川を車内ぶ新 陥 l二Ij' の よb公 附 地帯 』こ 」‘ さわ し( 2 ' ;

第 二 十 三線 本 法 適 111 ノ 広域 ノ、 七 務 大 臣 ノ 指 定 ス

ノι 市 街 地 トス

特 別 ノ 必 袈 ア ノL 場 合 = 於 テ ノ、主主主大 臣 円 前 項 ノ

市 街 地 ノ タト= 只 リ本法 適 IIJ ノ 臥 域 7 指定スノι コ

トヲ符

I:(j J!IJ 

本法施行ノ期日ノ、勅令チ以 テ之 ヲ定ム

従 前 ノ 第 二十 三 依ノ却定= - Ｉｉｾ キ ｩｦ￭ たセ テ レ タノ ιＱＮＺＺ［

j或ノ、間保ノ改正規定= イJ< リ指定七ラレ F ノレモノト

河引止 ス

ｃｾ 照 ｯ

大 疋 八 年 [l q月 3': 日公 布 法 qlti : t日:ー卜七枕 市 街地 。

lli 築 物 法抄 録

第 七俊 治路放地ノ境界総ヲ以テ ｾ築総 トスｻ旦

シ特 別 ノ I]1由アルトキノ、行 政 竹総! ノ引'J 二 位 築

紋 7 j 旨定 ス パコト 7 1  ｾｊ｜＠

fP八 依 ｵ［築物ノ ｾｘ 地 ρ 刻Ｚ築 ｾ［ｪＡ = - 接セシ ムノL コ

トヲ嬰ス ｪｬｬ シ特別 ノ コ ｊ ｾ 111アノι 場 合 = 於 テ 行 政

'，':・，11''.( Ｑ 許可 ＷＧ 交 ケ ｆ ノ ｌ ト キノ、 此 ノ ｾｮ =- (r: ラス

!'jI ::M禁 処築物ノ、主主築級ヨり決 IU -l! シムノL コト

'7 Ｑｾｻ ス ＱＱＱ シ ｩｬｬ 築線ヵ ｭ 品 ｬ� 日 ＱＮ 境界線 ヨリ 後 ｩｮ

シテ J日i E セ ラレ F ノL モ ノ ナ ル トキノ、命令ノ定

ムノレ frr =- 依リ ili 築物ノl 1 可而突 LUＱｾｉｓ 之ノ、ｾＮｬｩ ｬｩ 縫，、

道路 間ノ 抗界［ｦ［ｾ 7 旭 エ サノL 純 間 内 = 於 テ 建 築

ぜ られる

更 に ζ の 陥 .1) 池ずる路線はI 1 " i 1等 松l引 If 筋 線 に

して phI tl. Ｑ Ｕ Ｑｬ ｕ あり都市 の 籾 ｩ 野交 通 ｗ ｩｾ ｴＮ美似今世 ｉｉ 令＿

な る進歩五革 法 に 3をす べ <(l: :; }，.J の 蕗 断 に よ っ て 氏 以1

しつ L あ る 都 rli 計 出 の -;'i1; に し て 否 々 は 都 市 の法

制をなす とれ 伶ｾ 釧 路線の榔成 に 大きな限を 向 け

て注 意せ ね ば な ら ぬ と 同 11 ｾￎ Ｇ にＱＧＢＺＱ＼によっ っ との 慨

に 現 れ た る 40有 俄 年 内 月自 在日iみるも ー 奥 で あ る

予f; 焔 | 新 橋

情 型 | 僻 村r ｾ 需主符 ｉｬｩｊ ニ ｩ 交鋼［Ｉ｜
。 Ａｈ 世 ｭｨｩｾ 筋コ ＧＯ ｐ

リート t兵

柄 ｾ ｉ
10

m
己06 2? Il l COつ

告 ［ｮ ｵｾ 5  5  

防 長 240
m

450  210
m

70:l 

iI lll JK 十合 板

ア ス フアル トプロ

ツ F 政

』育〕刀 IYJ-if i 22 "1三 月 H百F日 9 ｾ ド Ｔ 月

本曾の春季大曾

本合では ＱＩ Ｑ ，、仁ま ｓ￭ 桁の探究 と令民の貌 踏を防 ｬ る Ｑｾ

4  )J 22 口大羽11・吋r Ｇｦｾ＠ 1[， 'i'r'  ｊ の見 態と， ｾｩｴ ね てｦｊ ｲ Ｇ｡附名

訟で大晩餐舎をl J i J いた 、 f暴力H者 は 103 名 で 、 合 目

l士 米 紙 に も め ぐ ま れ 近 来 の 盛 令 で あった。
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園

圃置配所轟保: A 隠病山根刀

ゆ- 1(.

。

大 阪 市 立 刀 根 山 病 院

設 計及 段 管 大 阪 市ニトー木 部 建 築 課

施 工 池田勘歳

位 置 大 阪 府 是 正 能 郡 脇 田 村

起 工 昭 和 6 年 12月20 日

竣 功 昭 和 9 年 4 月

敷 地 而 税 115. 500 卒方米

牧 容 能 力 750 人

内課 1f . 来分 420 人

f後張分 330 人

割 高 張 費 801.R; 闘

建築面積 ｾｙｉ ｜ 10.461 zp. 方米

延 主F 22，6つ4 卒方 米

内謬

; ( r : 来分建主l' 4.490 平方米

延 安l' 6. 404 卒 方 米

鍛 張 分 建主l' 5.971  zp. 方米

延 坪 16，2∞ 平 方 米

車

門

街

大 阪 市 立 万 楓 山 病 院
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病

ｾ＠

j演張建築内詩

本 'P{f ｾＮｬ ｐ ＧｬＧ＠ 1  ，046平方 米 延士1' 3，470平方米

倣 /1 1，982 11 /1 9，284 /1 

定 Ｗ 波 ｾｪｬ ｲ 苦ＺＺｲｬ ｩＧ￭ /1 

540  11 /1 1，043 ρ  

令l勺 街 51t 所 11 33 11 

特 殊!JR品1. ' i /l
19 ρ  

E渡R 廊 下 W
6 1  11 

お|司¥: 有霊 祭

200 11 

1.f Jil1今H
120 11 

機 倒 * 11 31 5 ρ  

動 物 令 H 267  /1 

病

間 夫 lJd. lt 役 H

220  11 

失 家

] ( j 折主主生室ゲ 12  11 

ｾ＠ 渡 廊下( 木治 ) 11 110  /1 

日向l筒) . j [ 1え給 H  

210  11 

7)<. 池

食堂及賄所 H 836 /1 

併 治 ヌド倣は1淑筋在t 凝土治 、一部地階 付 3 階

述 、 軒高 ＲＲ ， Ｕ 米 、 約官ＧｬＧ ｦ は鍛 旬 ｾｉＮ 昆 ｩ 凝土法
5 階 ill 軒高 25 米

大 阪 市 立 刀 根 山 病 院



函 館 市 大 火 の 跡 を 覗 察 し て

9鳥 井 信

去 る 3 月21 日今 後 611年勃援 した る仮l館 市の大火災 l士一夜 にし て岡市 の大 半 を焦土と化 し

わ も数 年 関東大震 災 に於 け ると 同様の 惨兵士 現出 しれ。こ の惨帆地 、i応l'Ifif 市へ1t 地腕察

のため大阪府より利市青l :i 住地方委 員合 技師l ぬ井信、建築課長 中海 誠一郎の 爾 氏が特 i反さ

れたが 、本 舎で 1: 合 口 のため特 に剛氏に乞ふて 4 刀14 日建築iJ t 集部でそ の税察 の情 況 を

5耳慣し て11った 、 とζ /え次l J i に抱 rH した t のが日11ち雨氏の il Yill 貫主E認で あ る。
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11 紡 言

概 説

彩、は i塩s.li i市 の大火lT.Jl i ｾ悶 祭 に 参 りまして 、 去月 間 日午前 Ｖ 時頃画舘へ上陸しました。

ｬ 函館は米 ＱＺ 雪 カ［ ぽ つ ぽ つ降って居て 、 全〈のｾの Ｗ Ｇｬｫ態でありましに 、私 の 上 陸しましに 、

26 日は鎖火後、 恰度 5 ｪ ｾｊ 夜経過して居つにのでありますが Ｎ 師に迫 一 路は整型ｬｬＮｾれ 、 電燈 も

お11き、電話も通して 居 りまし1: 。 それは工具ー除 及重砲隊が、懸命 に活動しTこ詩め 、非常

に・速く整王11¥されに のにそうであります。

焼 跡 ｩｾ 見 渡 します ｴ 焼 践 つ＿こ こ 士臓 や 、 餓筋 Ｑ Ｑｴ擬土逃が 、 焼皇子ケ原 に ぽつぽつ突立っ て居

る有様は . 何底 も同 じで あ りますが 、共鹿 に一つ内地に於ける焼E止と 異って居 ると思はれ

にのは 、煉瓦積の?むの犠 な ものが、突立って居るのが極少な〈、又壁土、葺土、瓦の類が

推街され Ｗ 二 、 小山 の ￞ｮ きも の が見 受 げられない、叉敷地ｾＡａ ｩ に 屋 般茸の鎖力が、散貧しして居

て、丁度放の打って居る 様 に、見える丈でありましに 、画館では内地と異って 、壁は壁土

を用ひなし、 、表裏カ・ら雨商板張りで、内側から紙を !!t i り、 叉屋線は屋根板の上に . 野地で

王ｾい＿ こ 卒 鍛 板 張 り の ｉｉ 物が 、 対んど大部分でめります 、 それは通営な壁土が得難 し 壁土

を糾ーる期間も短〈 、叉所開iji 民地式に、習1れとなっ?このでめりま して、内地の少し上等の

「バラ ック」建が多い矯めであります 。

向ほ火災後 、 ま ＱＺ 険り時 日 が 経過し て居な い の に、 市中は非常 に落 ｈｾ 、て見 受り られま

し?このは . 道 醸の役人が非常に敏活に (助事、抗H災者の約半敷金 、鎖 直、船舶の無賃轍迭を

して離散せ しめ、 JjX容者には配給、救護が行届い? こ矯め に そうであ ります、遇 k 救 護事務

を
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函 館 大 火 の 惨 肢 〈津服姿塞司令部許可済〉

或 は調 脊.除 とも 見ゆ る人 k が 、 うろうろす

ると云ぶ情景でありまし1: 。 大 阪か らは

宵士問、中津雨君 、J+[ }?-: からは聞 と昼、ご見

外凶君 が 、建築皐舎から 調 f干の痛め特i反さ

れ ，ij iJ ll 戸から 山崎 、岡本雨君ーが、↑合度 、私

と同行され、共他 各地か ら. 者Ili li 計註方面

叉は建築 方商 に従事 して居る者が 、多数入

込 んで、火災めが を調 脊 して肘 りましに。

1 ・ 松 ｊＵ ｾＧ ｊ 、 ｾ ＢｦＮ ｾ 校 ｬ 吋卜 よ り 焼跡をさ 辺 ｴｲ

きて 、あの大火 を起 し ま しに、大風の経

路を験ベ て見 ますと 、朝鮮方聞に あ りまし

に低気JWは、2l 日午前oll 'f頃 にはfjE害者i'¥'.j. O

ｾＡ￯ ｏｩＺ ｬｬ を 、 東北に 通 過して ＱｍＺ の で あって 、

共 の2 1日午前日1I .' f 過大阪 では 、最え 18米 小 、

築地附 近 では 、 ｊ ｾ 部竹にＺＲ Ｐ えと め つに そ うで

あ りま すが . 幸 にも、 大同 j をnひまし U 1，

め風も W，み 、njt古し、I" jや.tlf fが倒れ 、築港 で

は 、.l1i"し もの大;捌 と合して 、大波{ ぷ金見土し

7二、叉T¥i 中で は下水のがL慌1，'r. で被符 lまな〈

i31ろ、共のmの矯 め六 叩の111火事が1j:j え、

殊 に紀ナ Ｑ Ｇ ｬ ￬ ｬ ｩｊ ｬｬ Ｇ ［ ｾ ， Ｇを 付Ｂ ひ として 、 数 日 に ￯ (  1) 燃

え 航 け 、 問符 既に 数百 前 ｾｾＱ にわ ｌ り Ｎ 到 出 、

鋲 火の見込みなし とまで云は れた、 大山火

事を比司1釦火せしめ て、非常な御子柄をし

にj瓜でありまし1こが 、 共腿 J.!Ii lが 、午後 2

H年過ぎには . 1雨前.(に近づいて参 りまして 、

2 ・ 同 ←トー

3 .  1i !<.i'E. J斗山 1'. よ り の 鰍製

ｉ ｉｉｾ ｦｬ ｪ｜ では午後立時 か ら 強風力 ［ 吹 いて雨ｻｦ ｮ

ひ 、4 ｉｉ ｾＧ ー に は問は ＱＱ ｍ れ Ｗ こが 、 ｊ ＡｬｊＮ Ｑ は抗 ｫ ｧ ｾ ｴ く

なり 、G 時 には風速20米 を示 し、旋 風、失

ｊ ｬｊｩ Ｎｬ も ｪ り ｛ ｫ に起り 、 示板はヲ ｉ ｾ ぴ 、 ｴＱ ｩ 決は折 田

し、屋根:U材 は刷れ飛ぶ もの数女11れ- 9' ，更

v  6 8  

に屋根を吹飛ば' C! れ. 家屋の倒 l袋せ るも のがj 千 に 近 し 電 信 、電話料lは切れ務 ちて 、交通 も出来な い

' l W態であっ た そうで あ ります、共内に 6 ヶ月i か ら漏電 による 小火力: 起つにが 、幸 にも 消防 除はがi しlト

めにの で あ ります . それか ら風は鈴 k 吹き 募 り、電燈は全市的に伴 ' r t ょして員l情 とな り、 策協は依り 、

全市民 は、不安の j伏fEに陥つ 1: のであ ります。 今 に して考へま すと、 正に悪胞の製い掛る も起きであ

つに にらうと 、想 像 され ます。

斯 〈して、 6 時 53分 、画館市の南 端に在 る、 前1
1職杉津某の屋根 が 、吹き飛ば され、 共 2 階 にあっ1:

切胞の火 が風に煽 ら れて、 大火の因を なしにのであ ります 、 その時は 、風 速22米 あ りまして、 旋風、



〈津般 ｾｴｾ 忠司令 ， Ｇ Ｚｊ［ ｦｩｴ ・ ｉｉ ｊ￰ ヰ〕

曲' 府 内 耐 震 泊 と して 中 心 ヤ た す 1 宇 術 附 置

‘ 今，

躍 災 前 の l函 館 i li 街 税

t最

度の帥換をして 、失 ｊ ＮＡＡｬ ｬ 、 起り風向 も Ｖ ￯ ｾ Ｖ

L皇制11時 間 に亙る火災の矯め 、22，000 飴戸

を焼失し ， 4，300 有徐の死傷者を生じまし

にので 、世に附J ，巨大出火災に次ぐ 、大悲 惨

火

災の詳細! なる il /i ｾ致します前に 、 先つ ｉ Ａ 函館

市の概況を述べて見にいと jt ふのであ りま

事を? 惹起する に至つにのであります。

す。

4 ・曲 館 市 概 4兄

l函館 市は北禍: 迅ーの玄関であ ります 、古 〈

2  

人口 約

系ー より 、1TJ 折、屯 訳 、水 道 、活エド:J t他めら

少る近代的設備の捻つ? こ都合で ，-1ヒ円本2- i S

引 O，( ) ( ) ( ) と稿せられて居ます 、世間設備は、

ーと謂はれ 、北 f"J を街る要以上也併でみりま

から |渇げ に 貿 易 地 で あ り まして 、

す。司1は波応42，lJ.3の市端 l二、?3J; 伏をなして

炎 Ｑ ＱＧ， する ｬＧ 似 ｈ 山 の ｾ ｉ ' 1ぬから 、;卓 < J/J:. 身、tiNllM

し，'1介b ｘ 字形ｾ呈して ｉｕ てＮ米間 Ｑ ｭ 除、

惑 比布'(Plfl l付近

rlJ  5災い庇で fJ lilHiLてーあります。

5 ・
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々

6 ・

"  

，-〆

Iri';j館山の制ー

イ Ｑｆ は 上ｊＮｪ ｾｩｪｦ￪ の ｻ｟ｉ

下のrt宅地、 北

杭 も全面積に封

割合であります

して. 約 2 割 近

〈に 首り 、丁度

大阪の奮市{i[の

泌地附近 は商業

地. . ! R方は J.j-'以

iE しし 迫路商

) j は〕ー業地 であ

宅地で中夫部及

ります。又 ilj y，'

は比較的医刈も
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か ら、中都市と

しては道路の多



権 災 前 の 函 館 市 街 観 ( 津恒10塞 司令部 許 可祷〉

¥回ド¥

カ ア 異 ー 樹 ) 1 1 え須町銀旗治ゐ 〔画 帽，

い方であります 、併し 8 聞はの道路が 、縦

備にあって 、電車の通る様な腐い道路は、

少し不足である様に思はれましTこ。

それで、都市計繋としては、既ーに道路制

も決定され、地域も設定され 、市街地建築

物 法の緩和法も、既に誼用されて居 ります.

市の財政は俗かで 、先年度7象.:]，"):は 、臨時と

経常とを併せ約 3，000，000 出l位でありまし

て、漁業亙結舶業を営 む者が 多 し 北 海 道

総 災 前 の2在来町火防線7 ・

並に北洋方面の行N後企業の策源地主云ふ所

であります。

3  函館市の防火及消火諸施設

画M・は是れ迄 度

凪 官白 市 火 災 調

k 火 災がありまし

火 災 年 月 焼 失 戸 主 主 総 !). ミ 而 税 風 |白l 金 宇 銭 面 が {

? 二、大火色云へば.

明治40年 8 月 12，39コ戸 車ヲ400，000 主ド 耳i
)余震 14町

半 20岡I

大 i E 3 年 4 月 813戸 不 明 耳I 15米 令 鏡 5阿I

同 12月 672 fi 不 ゆI 北 西 15米 同 1691T 

画館ｾ思ひ出す 位

大火には有名 の所 同 l O:lo 4 月 2.141 戸 54，191 主l' )I[ 5- 11米 同 13PIJ 

であ ります、 最近

HFi 和 9 年 3 月 23，61 3日 1.410，000主ド 南 西22- 24，2米 ｽ会焼却ｾ I  
半 壊 17町

の大火を調 ぺて見ますと上表の通 りであり ます。

此の ..0年の火災の際には 、二三の保| 接合祉がjil tれTこ

と云ふ や うな ｾ ｊｩ ， を ｉＱ ｦｊ し、て 居 り ます 。 共 のキ 白浜、保 険合

差 ｲ も日本の最上 ｬ 立であり 、 ｹＮＮＮ一台 ｉ ｉｕｾ にて 三 十前凶乃 歪

同十 政 ｬｩ ｾ Ｑ 位 以上は 取らぬと云ふ方針 ｦ ごと 云ふ ｅ であ り

ます。

j折〈 の主n <、 l画制lこ於ては非常' に火災が多 t 、》く

i!il 亡は火災に到しては、非常に :敏感でありますから .

火災を防止する岱めには 、従来色 k な施設が施された

のであります 、前友に単げましに以 前 . 明治 l 2年にあ

つに大火災後、防火用空地として . 20間l幅員の道路二

僚を 以て、 Ｇ ｉＡｩ を横断しまし七 、 之を二十間坂と ｲＡｾ して

居ります。 大正 l O(. 1三の大 火災後にはふ引刊を整翌日し、

道路{ f 蝋げ 、納町i 種火防娘、乙種火防線 と郁する場所

を指定して 、防火規絡 に埴合し? こ建物を建てる者には 、

1m助金を奥へ 、更に 、低利資金を貸付けると云ふ 、防i

火家屋千IIi助1日程、及び防火家屋建築費貸付規脱 を設り
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ましに 、 それは奨qii l J 規伴であって 、強i!i lj)見

料ではありません 、構造に於ては 、大関に .

市何地主ｾ築物 ｴ 去を 、 準用したものでありま

すが、防火目的i主成の矯め、軒高を 21 Ｉｾ以

上とし、防火地区の深さを 511¥1 としまして.

IP，f A火防悦|スl に於ては、延月二世 り40J i1J，乙

種火防総内 lこ於ては ，10以lの干l I i助金を興へ .

叉 rp極火防総内に於ては 、延 t f 営り 4( J 闘の

権 災 前 の 閉 館 市 街 観 f 津惚嬰1 & 司令部許可務〉

低 利百余( 利率 4 朱 8 )j重 、J活保付加筒年前 9 ・ 躍災前の2在来町火防総

選 、一人組制 2，400 闘を超ゆる ことを得す)

を貨付し 、火防総の完成 にう予めにのであり

ます。

私は恰度大正 11年に函館・へ参ったのであ

りますが 、営時は肱洲大戦の影響を受りて.

物慣は非常に高( i セメン ト」も6 凶除であ

りましにが、火防棋の建物は . 大( 動揺lf'fi ;

り 180 凶i立で、餓筋1Rl tf 土i TI T; 、出来て) ; け

ると云ふ事を聞きましに. 中に' 1 ' 村知氏が

ｈ 氏稜 ｬ 切の「 ブロック」積で 、 ｬ 却似ｼでｾ

って居ると云ふことを聞きましたっ 何し 10 ・ 同 よ

ろ、営時は市街地建築物法色 、地 i'T されてまだ日が践し叉餓i J ) ' j l，昆撹土を 、完全に治 る経験者が少い

と云ふ頃であり . 叉安〈安 〈、 i宣ると 考へた矯 め、疑しげの餓筋江主鼠土出もあり. 共外に 、木骨逝で 、

外壁) 享 6 寸以上の促凝土の 'i
J

に、1
尺か 1 ｽｾＲ 寸間位に 、 縦横に Ｔ 分の Ｑ ￭ パ ー 」 を入れにもの 、 又 ｾ ｉ Ｍｉ

村氏のi I ! っ たのは 、木骨iiEに外壁を厚 6 寸の「プロツグ 」で積み上げてiit つに もの J{: の他煉瓦迭にも、

非 常に壁憾の薄弱なものなどがありま しにが. 結極函館市が 50禽 JUJ を以て助成の結浪、11' ，米上り

ま し?こ庭は 、蓬，*l 1I r通一筋約 8111r の聞で、地裁I l lf 、東 川 通 り し 'clt 車通りの間であります。 然し其

内を更 に制べま すと、木活力; ￯ 械 、 餓 ｩＩＱＧｪ 沼磁土 ｩ 査が Ｔ￯ ｾ Ｇｬ Ｘ 戸 Ｎ 煉瓦造 ＷｾＸ 棟、木骨プロックｪｪＡｴ Ｗ

ｾ Ｘ 棟も めりま しに。 主ｾ物は Ｔ 階建 ｬｗ 、 共 他 は Ｒ 階建 、 Ｓ 階挫半々と天ふ位で 、防 火辿築の深さ

は奥行 Ｕ 問とし 、 ｾｴ 底に防火ｬｉｩ餓板戸を附し 、 木造附 ｪ 品屋を附り建てしであって 、 深さ ＵＱｬ 日以上の防

火建築は ，ＴｾＵ 戸に過ぎない ｪ 伏態であ りましに 一 カベして 川 来上つ に 筒観は 、 相営の偲裁を保ち ， ｾｈ

座街 と云ひ「カフエー 」が繁昌して屈りましに。

消防施設としては、新式の 「ガソ リン ・ポンプ」が 20台め 6まして、 消防隊員は現役 、議備共 280

名肘ります 、51...市 中には、 2 IIlr 乃至 5111J 間隔に火災報知総を配置し、英 政 175 ケ所、 叉水道の不完備

を干ｬｉ ｩ［ 、矯め￯ｉ￮内各所道路下に 、 ｾｪｪ 火用 ｊ ｬ￭Ｇ Ｗ ｍｹＧｻ { f 設〈 る等 . 消火用施設には 、対んど間然す る所がない

とも見られ、消防 除の精鋭は 、日 本の ｴＡｫ［ｾｲＮＨｪ と 云は れて居った の でありまして Ｎ 大正 ＱＰ 年以後 、 十 三 四

年聞大火災もなかった のであります。

4 大 火 首 日 の 風

7 1  v  



函館では 嘗 日の風 は3 7米吹い にと か、4 0米あっ たと か、色 k に巾して居りま す、道民事の公報では午

後 8 時 では25米合会であったが 、共時 、測候所の風iWJAi H; 倒 れ. 10時迄 2 時問 、観測l出来な かっ fこが3 7

米位で あっ? こ1. : ら うと 云ふ E でありまして、 市 中では皆思ひ思ひの事 を言 ふて居 ります 。私には 、ど

うもＩＡｦｻ ｦ に 落 もな い矯め 、測 候所 で 号Ｚねま すと、 測候所では観測 ｼ 片足 は稼備のも の で 、 完全 に 配 ｊ ［ ｻｩ ｈ Ｑ ｾ､ こ

そうで、 それに依 ると 、下表の通りであり ます 。

11 ・2 1日午後6時天気回

ゃ

凡

い

回

1
苧

j

'

帰

晴

色司

E

3

z

t
雨

風

J

風

s

風

札

園

高

叫

風

s

風

品

目

明

快

眠

司

自

雪

4

S

宮

軟

仰

向

一

吋

疾

叫

濁

川

烈

W

関

川

O

①

。

@

@

⑥

。

氾

炉

も

ち

丸

山、
h

z

大火災時 l刻印i 風向 、風速 JA

!氏 I，" J . 風 速

6  P  M 南 々西 18米

7  同 22  

B  f;:i j  24.1 

9  南西 23.8  

10  西南西 23.5  

11 西
17. 5  

12  同 16.5  

1  A .H  
同 14.8  

2  !i'l J  
14.6  

3  同
12. 3 

4  [i ;J 9. 6 

5  同
10.2  

6  同 11. 3  

7  同 6.7  

午後 6 11年53分災火

午 前 6 時鋲 火

百EJ H，では 、7

時 Ｒ Ｐ 分 が故 大 ｽＡｬｬ ｾ

ｾ で、 ＲＴ 米 Ｒ で

あ るが. 瞬間的

の ものは 、27米

i江はあっ fこに ら

うと思はれる と

の話で しにコ

私は、先つ此

ｩＡ ｻｬｊｬ ｉ ｾ 主Ｉり ＿ の ｬｬ ･Ｎ ｾ ｉ､ こ

i1'Kる よ り外なか

ら うと 思っ て肘

ります 力人 (if' し

It)g館公悶 の以山

では 、生へて j昔

る松の木カヘ大質 、深山折れて居 ります 、 それをよ〈見 ますと 、l白; 傾 目通 りて仰の ものが 、地上二間

乃至三閉山の高さ の庭 で、イl可カガJ物で航に「スパ リ」と伐つ にかと 、思は れ る様 に伐 り倒 されて あ りま

す、叉八幡隊の裏山の杉 も. 同じ 〈切倒さ れて居 て、共数約 1，000 本近〈も あると 云は れて居 ま しに

12 ・函館市大火凶

日

目

全日・・同' マ- 8 ・ー

1E. Ｍ ｾｴＭＭＡＭ 主 主 主邑 ¥・

4 ええ 耐 火 夫

... ｾ亜
聖ｾｲＮｴＺｴｬ ｍｩ え

v  7 '2 
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函 館 大 火 の 惨 j伏
ぐ型軽償要望E司令書官許可憐〉

ヵ.却iの如き風のカ{ f 見ますと、 同部的 に

は. 37米或は40米近い旋風、 突風が起き た

のではな いかとも思はれます、 又胤は非常

に方向特換をしにと Ft しま すが、此2 l 日の

午後 6 時の天気闘を見 ると. 詳細解ります

が、午後 6 時には函館では天策であって 、

南南阿の方向であっ 1: が、腿風の中心力; 漸

次東北に向って移動しますと . 共結果西風

と鑓じて来たので 、丁度午後 7 時から同 lO

時迄に、 6i 度字方向車事換をして居ります.

ぞれが矯め. 逃路を失って. あの様な深山

の死傷者. を1- 1' . すに 歪つに のであ ります。

5.  火災の延焼情況

前頁に示しTこ函館市大火商は、 此庭は何

時から何時迄に慢げたと云ふことを示し、

共時の風向及風速を矢を以て表はし. 更に

矢の下に . 風速を数字にて記入して見に の

であります 、是れは勿論消防隊 に聴き 、叉

'貨地に就きて聞き訊し. 色 k やって作つ? こ

のであ りまして. 打J k 員一際に近いも の と思

って照ます 、此闘中の丸星は飛火叉は護火

士也知で 、11町立に映え出しに庭{ f 示すので.

全部で24ケ所あります、此岡は右の方が左

の方 に較べて納ii).(_ 3 分の l です から 、 もっ

と長 〈なるのであります。

長初の殻火地貼. 即 ち火{ f 起すと 1，卯1・に

火見付!I から見付って、消防隊は直ちに 掛け

】.

13 ・十字街附近

.  .  

旭町女子小撃校の焼残跡を 見 る

、 、、、
、、、吋 、

、、

1-1¥じにの ですが. 殻火黙が11I rの最南端で 、 15 ・ 蓬ｾ町附近

守 、

、 .::l'>-

-、

'  a  

叉風上であっ1: から . 消防自動車の到着 するのに約 3 分を要l . . t ・共庭で・放水準備に約 2 分掛ったそ う

であります、 間り鷲見して からがJ ej 分後に初め て放水しにのでありますが、共時は風速は 22米もあり

ますので. ｾ 関や煙は少しも上に上ら子、 会 〈地をｾｾ問う棋にして非常 の勢 で 燃え績が り、火 元 に近い

道路に操って防いで居1: 第一防禦位I( は、腿風の矯め約 10分後には、 火力 Z背後に飛び退陣を i捺儀な〈さ

れに ので す. 第二陣は八幡宮下電車終結の道路を利用し、必死と なって防戦しにが、矢張り旋風や.

突風が頻りに起って 、何時の間 lこか火は更に後方へ飛んピので約20分間にして叉退陣し、今度は公園

側の町の最も狭い庭に操って、決死的防戦をしにのであるが 、約 10分後には 、叉々背後にある住吉小

原校が . 腿風によって屋根の一部を吹飛ばされ仁所へ、火の粉がどんどん這入って燃へ上りましに.

ベザ有

司、、、

A ・;....._.. 
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権 災 前 の 恵 比 須 町 大 遁

16 ・ ー| 字 jfj 附 近 丸井 ヂ パ ート

勝校 が燃え盛る時は 8 時に近い頃で . 風も

最高24米徐 と云ふ脳駄に 主主し七 、場所は谷

地. 1セ吉の様な狭し、底力、ら、 此様な 成い庭

へ燃え H' ，てうIUこので、 此所の前if? から八方

に燃え摘がって . もう消防隊は手ーも込も 出

ない j状態になっ fこのであります。 そこで

消防隊は第 3 ｾｲｆ 伝来て Ｒ 除に 別 ｮ Ｎ J 隊は

防火線及二十間i反に撮り . 1 隙は高砂111[通

1) Ｎ 叉は鶴岡 町、 菊松 ｏｬｦ に 採って 、 Ｉｬ ｾ 上 へ

の延焼を?防止しに のであります。 そ うこ

うるす内に火の主流は風の方向に従ひ、 3

時間にして東海岸沿ひに約 1 車 、東端砂山

町迄焼事 課 し、燃えるも のが無〈な って釘

火し? こ のであ ります。 叉一方 、火は風に

抗 して西北に燃 え、汐見IIlf 方!白[に燃え 1: 火

流が風に乗って流れ 、大関に 於て 3 階段に

;i :める様 lこ燃え Tこのであ ります。

結 局消防除は 10分間牝つ〉間五筒所に陣

17 ・ ［歪ｾ 町附近 〈津4空襲京司令部許可憐〉 を張つに のであるが、退いて1&水抜置をし

て居る聞に、火は忽ち 飛んで後の方が燃え ると云ふ有様で、 叉逃げなければならぬ ・逃げ るにも 「ホ

ース」を捲いて居 る日院がない ので、皆事長て〉どんどん退¥11¥i .する 。恰Iit 熱M戟に於て 、支那i: ]r h; 日本軍

の急: 遁に遭って 、振返って餓胞を幣? こうとすると、もう 11 本軍が辿って来て、叉逃げ出さねばならぬ

ト 同 じ が;態で あっ1: 様に思はれます。 納( ま消防隊員 は今度の様な 大風には腿風、 突風で時々吹き

倒され . 1 人では立って居れない ので. 二三人取純って漸〈立って居る位fごから勿論充分のがi動力:出

来ません 、焼跡iの水道の鉛管が熔げて水が流れ、水噴きを減 じ、叉動力綿は慢け落ちて 、貯水他への揚

7.1<. ポンフ・が動かな〈なり. 従って水盤が減じ . .11つ「ホース」よりの飲水は. 強風に吹7l¥t ばされ. 霧と

なってしまって 、71<. はせいぜい 2 聞か 3 間位 しか行かない欣態でありまして 、金〈消防隊は肝腎の水

もH1子、動作も出来な いから、 完全に「ノッ クアウト」されにや うな形で 、何とも 手を';: 1音げることが出

来 なかっTこのであります o 消防隊は念: 激な退陣. 叉退陣で「ポンプJ 1 豪「ホ ースJ 320 絵本金鹿き . 消

防除目 1 名死亡. 102 名の重軽傷者を問し . 'tまに寄託の誌な努力をしに のであります口

6 避 難 及 死 傷 者

避難者は最初火事が北に向って居? こ矯め . 東川海岸に多〈避維して居1: のであるが 、何時の間にか

風は方向を特じ、火に包まれ? こから逃げる酪を失ひ. 3問fff の岸壁から怒議逆捲〈海中 に飛び込んで、

itt に摺はれにのでありま す、 此附近から :'¥0 (1 飴の死慌を稜見しま しに、叉東の方 、大森町方面へ逃げ

にものは Ｎ 道路は先稗御前 ｩ しに 様 にＮ新 板 、 尾根 材、 電話 Ｎ 電信線が街 ｌ ＨｬＮ ｊ ｉ ｾ ぴ散る内に馬車 Ｎ 手車又

は脊に よりて荷物を運んで逃ぐるも の 、 又反 ｦ Ｎ・ Ｑ に荷物 ｾ取りに削る者等 にて、道路は ｩｊｪｊ Ｎ 暗がりの内 に

動ちの取 れぬ 混街 ｌ をな し、 逃げる事も ｾｉ Ｇ ，来ない ｹ 状態であっ ＱＺ 。 共内に火は急: に追って来て 、新 JII に

い 7 4



架する木橋を?焼 寺、又一つ の橋は 多人数の

荷重で孫 ち、逃げ遅れ? こ者は川に飛び込み、

却i柄の高潮 と合せる怒出 にJ裂はれ たのであ

それが: i . 1tめ此所でかT中に 42D 人

4i t防iの附近に 32:2 人の死者を見た のであ り

ます。

此新川は川幅 8 問、共雨岸は民 寺山防 .

叉: J t 雨側には夫 k 道路が あ りまして、 総! 幅

ります。

員約30問 . 丁度火の方向に直角に、 恰 も防

火空地の如 < Ｎ ｻｉ ＱＮ置 しで あ った の です が 、 火流は此附 近に 於て最も猛烈 ｾ 極め 、火 焔は長 さ約 Ｒ Ill J. 棚

古代 火の主主は7] ( . 卒に容 易〈 彼岸に燃え波 k 更に東方砂山に到り人家がな〈 なって釦火 した のであ り

倭 落 ちたす[ 川橋 ノノ惨 j伏18 ・

ます、此砂山は高さ四五十尺、幅 2 ¥l IJ 絵 、長 さ約七八 ¥l IJ もある砂丘 であり、人家から 4 丁以上離 れて

居 りますが. 此山に避難しに 人は 、皆火焔 の矯め焼死した のであ ります. 叉海岸 に居? こ者 は、打寄す

る怒溶 と寒 さとにより、 多数死ん?ごので あり ます、 ;操り欄れて死ん で居る人 k の上に、怒誌によりて

6

・色

、

，

.

 

打上 げら れた舶が 、乗 って居る と云ふ 、貰に共の惨欣は言語 lこ壷 すことが出来 ませぬ o

攻 . 火攻と 市 します が、此附近の惨: I l k は 、水も 被れる如き怒践 であった ので. 71<攻、火攻の外に、 寒

気 に定 まれた のであ ります、 此附近 では 301 人焼死 し、 共 他の箇所で 201 人. 又1毎に飛び込み却は れ

世の中に水

て、 東方i坊の川. 銭;匝戸撃 に漂着せるも の 300 齢、遠〈は、 青総に漂泊 したも の もあります。是等は死

開の夜見教で・4狛ほ海に捜はれたも のは、教会11れす・と 云はれて居ります。

査調り止t尭災火7. 

消防 除 の治 大 能力は、先程述 べ ＿こ通りで あ ります が 、 ､￬ ｾｊ ｪ 除 ｬ ま 全力を き 土 げ て努力した のであって 、

最 後には焼跡 の Ｑ Ｎ Ｑ Ｑ 央部 凶 北、即ち二十間 以 、鶴岡山 ｉ 電 車 ｪｩｬｬｾＮ iお砂川の一部に集結して風上 より泊火

に努めた丈で、共他の部分は、全〈焼りる が ｩ 岐に焼ｾ、 燃え草の なくなって自然に 鋲 火しに の であり

ます、消防隊の最後の衛りであるこ十間以共他電車通りにて鋲火し、 恰 も防火用道路にて喰ひ! とめ件

Tこ如〈見え 、共焼け 11-:-. りには消防除の活躍 &  

によって宇焼建物も敷棟ありますが、此附

近の焼失現欣硯察者の談を聞〈と、火は逆

! 風に抗して、連槍の家に燃えて行〈 ので.

その道の中うたでは顔 も暑くない位であった

只道路のある矯め 家が切れて居るから、火

は自然に 11-. ん?ごのである、その誰践には歩

道の並木や電柱が少し焦げて居 る位fごと云

つにが 、 司 王 質消防ーの効果は極めて弘 Ｎｾ <  . 先

訓

4

.

-
Je

n

w

d

 

ー

か

づ自然鎮火に近いも のであら うと思はれる

7 5  v  

のであり ます。

火防線の燃焼情況及火防線の効果
8. 



函 館 大 火 の 惨 朕 ( 津極姿塞司令部許可済〉

初・ 焼 失 後のｾｾ町火防 線令景

今 7 :r - tt {: ; : s ねる車 ; t ｾ Ａ ｬＴ ｲ 弘元， Ｑ ， 迫 田〉

21 ・ 焼失] I IJ の蓬来町( 此翻右端の更 らに右 にある建物の封。IIJrこ建物

内部 に火の這入 らざ る建物あり〉

うた程j _. sべ ましに 、性吉小製校の燃えたの

は、 I-L ［そ Ｘ 時泣い時分で 、 間もな〈火は ｪｬｾ

びi泣1) . l ' 時半頃 . 火防棋の中央部、南側

にある餓筋「 コンクリート 」浩怯竹活動館

より瑳火し、叉同時刻頃 、東川方面i より火

防組の北側 、約 2 町徐の底にある 、PS本願

寺別院 に稜火 し、絹いて午後。時頃 、共砕i

にゐる賀小型Z校 b; 炎上し? こ矯め 、結局 、火

防線は中央部爾側より焼げにのであります

が、南側火防線は 、北側 よりも少し〈先に

焼げ にのであります 、此南側より北側に延

焼す る紋況を、目毒事した人の談によると 、

担火の手主が封側に連なったと云って居 ります

燃え渡 るには種 k なる原因があると考へ ら

ぺ れます。即ち

l 南側火防線内の木造主主築の燃焼による

もの

2 木骨「ブロック J iι 煉五浩建築の内

部に火の這入り、骨材の焼けｾｾつると

共に外壁宇壊し? こるによるもの

当南側火防総の背後にある木造の燃焼に

より、 2 階建の屋上を超え Tこる火焔に

よるも の

4 南側火防棋の背後にある、 木造の燃焼

による熔は 、強風に吹き煽られ . 建物

相互間の間隙及び露路を過し . 制; ; にて

吹 き出す如き火焔によるもの

5 鍛筋「 コンクリート」造建物の内部に

火の這 入り、 内部燃焼により、窓 . 1-1'0

入口 等の開 口より 火活を吹出し1こるに

22 ・ 焼失後の蓬楽町 よるも の

是等の諸原因によりて 、北側火防線内の建物前面の各関 口は 、防火設備がない矯め 、忽 ち延焼し.

又 少しく 遅れて 、北側火防線の背面より焼げにのであるから、火防線の目的は 、殆んど功を奏 しなか

っ? この であります、火防線内の背面、窓. 出入口 は防火用鍛板扉でーあっ? こから 、附! 島屋の燃焼により

扉の間際より、叉扉の灼熱 による 室内稜火により、 対んど線、て室内 に火が這入つにので あるが. 少し

も火の這入 らぬ餓筋「コンク ー トJ l l i は、ニItf J!tl に 2 棟、市川に 2 U( . 法 って尉りま す。 之 れを験 す

ると、何れも背商防火尿は、錨桜の外部にj手2 寸位の漆1食塗 とし、 1棟の911 きは、二重防火扉 である.
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然し何れも前面開口には、防火原を1.J げて

居ない のであります 。南・側の分は 、火流の

方向に到し背面を 向けて火を防止し. 建物

前 ｬ 古 ｩｾ 風下に向けて居る から 、 内部に火 の

詰 入らねのは異 とするに足 らぬが 、北側火

防線にあって . 建物前[白[ 開口が防火設備な

函 館 大 火 の 惨 朕 ｯＮ 鍵ｾＪ 司 令部野可梼〉

〈、火流の方向に向ひ乍ら、火力2佳物内部 23 ・ 焼失後の蓬夜間 ｊ 火 防ｾ，ＩＡを 恵比須町 Ｇｩ ｲｴ Ｚｲ ｉｉ より望 む

に這 入 らぬと云ふことは . 特に注 目すべ きことであります。 此附近では 、火は南側より 北側に延焼し

なかっ?ここ とを 、示すも のである 、即 ち此部分では 、少〈も 、火防1' : J jl の目 的を達成 したと考へられる

のであります。更 に此建物封側の建築並 に共焼失紋況を更に 験すると 、何れも完全なる鍛筋「コンク

リ ー ト」逝 Ｘ 階建で ｉ ｬ ｩｲｾ 揃へて居れ叉建築相互聞に ｉｕＱＱ Ｑ 笈な〈建揃って居る の で、建物内部に火は な ｩ

入つでも、内部燃焼により 、窓、出入 n より吐き出す火焔 は、8 ｲ， ｉｊ 脳 の道路を起え て、 臥 え ｾ主 らなか

ったことを設明し得る のであります。即ち火防総は深さ 5 r削で も、餓筋「 コンクリ ー ト」浩 3 階 建 と

して軒ｾｾ Ｎ ｦￌￍ ｪ へ Ｎ 且つ建物相互間に間隙なく建って居れば、火は火防総 の 一方建 物 内部 に火 が 這 入つで

も 、 Ｘ 間道路を越 え て 燃え波らないもの し 考 ふる 事が 出 う ｾるのであ ｢ ます。

狛lま火防糾に於ては、火の延焼が非常に停帯し? こる事は、各所焼失l時間国 に示す通りであるが、定i

し火防線がなげれば、火は 8 r侍頃、ニl七方画館務迄燃え抜き 、東方に 方II'J ; を持じ、海岸ー併、停車場附

近を焼き、更によR方に康範悶に焼失した もの と、 考へる のであります。

餓筋「コ ンクリート」 浩の建物で全然内部に火の這 入らぬものは 6 W，} t 外の約印| 来は火が這入っ

たのであ ります、土蔵は凡 そ五六十械 も完全に残っ て居ります、土ii 主蹴の庖印I i で、内部に火の這入ら

ぬも のは 2- 3 棟あ りましに。

9. 火 災 の 損 害 朕 羽

火災の損害に付ては色 k に報道されて居りますが 、3 j-J  31 日迄の各種雌かなる報道を摘記しますと

焼失面積は 141 寓坪で 、 長 さ約 ｩ 里、 幅 約 ＸＱＱ Ｑｊ 、全 焼 ＱＱ Ｑ｝Ｂ が ＳＲｾ ￎ ｛ｬ ｉ ｝Ｂ ， 牛焼 ＱＱＱ｝Ｂ が Ｑ Ｗ 筒 凶 ｊ で あ ります一一 焼

失建物及建坪教は 、焼失棟数が 11，102 棟 、戸数にして お，613 戸でありまして、住家が 9，531 棟 、共 の

建坪 32，100 絵坪、非住家カ; 1，591 棟 、共の建坪が 36，300 徐昨であ ります 、 共の主なるものは製校が

18、官公箸が10、劇場が10，病院が錦 、l社寺が19、 銀行が 3，新聞j仕 6， 工場及合出力 ; 14、共の他 の

大建築物が 7 と云ふ こと になって居り ます一一損害額は建物fごりで . 36，535，915 凶で、 1W堂卒均が

3，320 闘程になって居ります 、共の他の損害が 8i ，372，412 厄lで. 是は建物以外のI商品とか . 工場の設備

とか、色 k なものを集め 1: ものであります が、此損害の数字は迫艇の報告に依 りましたので 、内容は

能〈究めて居りませぬ。合計すると 123，日08，327 困の損害で、抗u災者 1 入賞 1，230 凶になるのであり

まし て、 詰 り Ｑ 家族 に すれば 、 大 開 Ｕ ， ＰＰＰ 闘近い損 害 に なります ー Ｍ Ｚｉｬｬｬ 災人口は ＱＰＱ ， ｜Ａ Ｗｾ 人でＮ記 傷

者は死んだ者が 1，911 入、重症者が 2，318 人でゐ ります。

10. 画 館 市 の 防 火 的 復 興 計 重

崎館市[は度 k の大火に見舞は れて 、今後之を如何にすべき か と云ふ ことに付 ては . 北海道勝首j坊が

まに飴雄の胤 まぬ中から 、内務省、の都市計藍謀 と諮って . 清々計査会進め られて屈りま しに. 大憾の
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言十重 としては、 焼跡、を全部区制務却をして、 i車首な臆い道路を設り、又防火施設 k して 、30間以上の

緑樹帯主? 以て縦横に匡剖し・叉一部に防火地区を指定して 、之を急: 辿に完 成する矯め、補助金の交附、

低利資金の融過を闘らうと云ふ ので、区剰整理及び道路の方は約 2 千高岡、防火地区の補助は約 2 百

10寓闘 と云ふ計霊を立て〉居りまし? こが . 是は大部分、闘) 11ι の補助を受げるものとして 、計置を進め

られて居りますので、Ａ札して、闘がどれ ｦ ごりの干 ＱＱＱｾ 力をなすか、目下 交渉中＿ ごと云ふことであります、

何れにしても 今度の火災に徴して 、30間幅の緑樹帯では延焼を防止す ることが・ 1:11* ない ことは碓設

され? こ のであり、消防隊も完全に「ノック ・アウト J され? こ のであるから、今後の都市の防 火B踊支は、

どうしでも集園的防火地買を? 設〈る E カ; 必要であって 、是より外に都市の防火策はないのであります。

今同焼失地 線、ての保険金額は 2 千 7 百 絵薦出l 、内、外国保険カ:抗00 高 岡貰へると聞いて魁りますが・

東京、横績に於ける民火災の場合と遣って 、保険金が深山交附されるから 、函館市の復興も飴杭繁で 、

仕事も速く進むのでなかろうかと考へられます。序に今回の風が如何に強〈 、火災がどれ丈大きかっ

? こかと云ふことは次の 2 ツの表 に依って御覧を願ひ? こ い。
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市 名 年 月

〉乾 ι五:m 市
大正 12年 9 刀

検 2資 市
大正12年9 月

i的 官自 市 昭 和 9 年 3 月

プ《 阪 r!J 

北 山 大 火 明治 42 年

市 の 大 火
l明治 45 (. 1'. 

大 望星 袋

天 保 8 年

( 97年前〉

究政 3 年の大火

寛 政 3 年

(146&F前〉

11. 結 言

大阪と l函館の大風樹

大

大阪〈明治 15年測候所創立以後ノJ 大風〉

年 月 風 f立 風 7J

火 災

焼 失 ilri t.'( 

10，485ρ00 ，)-:ド

2，999，000 上1;

1，410，0∞J t ド

360，J OO土F

140，0∞ 坪

2，796，0∞ .)-:1; 

332，8∞上F

比 4安 表

焼 失 家 蹴 | 予己 者
)$.¥ 主E

354，452 1!ll 59，104 }'、

北 西

2 1. 8 米/秒

94，883 ｉｾｬ＠ 21 ，384 人
ヰミ 明

ＱＱ ， ＱＰ Ｒ ＱｾＱ＠
1，91 1 人 24. 2米/ 秒

( 23，613 戸〉

11，365 戸
6人

東 9. 5 米/ 秒

4，576 戸
3人

凶 12.7 米/ 秒

18，077 軒
ーf二

IVl 
'fミ 明

13，386 戸 32人
Ｇｦ ｾ＠ 明

大正元年 9 月23日 西南西 25.9米

東 京に於ける 大火は地五に起因し、今 [ 司の曲悩市に於りる大

火は全〈風力 ;i 盆つ fこ火災でありま して地長 と風と原因は違って

居りますが 、此 2 つは何れも、大火の国営なしにものでありま

す、共の他今後の園家非常時に於りる宰襲を考へて見まする と、

我が閣の如き木造建築の集圏 fこる都市は 、賞に非常なる危険に

曝されて居るものと 言 はなりればなりません 、的て我が建築協

舎では、此等の危期金憂慮し、日頃都市計聾並に建築方I師から、

防火. 防空建築の必要{ f . 枇舎に向って唱道して居 るのであり

ますが 、此の際、此の主主宰犠牲を 、時 と共に無にしない様 . 生

ｾＱ こ貨例ｻｦｊ［ＩＮ、て、更に更に聾ｻｦ高〈しＮ都市の防火防空建築の

必要{ f 唱道すべき 、危も: f i : い時機ではなかムうかと考へるので

あ ります、 甚1:: 不完全な る調乎i {f、 長 々と述べ まして 、御 清

聴{f : l j ，( はしましたことを感謝致して、私の観察談役終ります。

大正 2 年10月 3 日 北々 ) l i 24.9 

大正 3 年 l 月 7 日 凶 24. 0 

大正10年 9 月26日 凶 25.0  

函館( 明治29年測候所創立以後の大 風〉

年 月 風 ii/: 風 7J

大I El l 年 3 月21 日 n' l 凶 25.4米

Ufj 和 3 年 2 月 7 日 凶北凶 27.9  

附平日 9 年 3 月21 日 南H'i凶 24. 2 

( 拍手)



函 館 市 犬 火 災 の 貴 地 踏 査 を し て

中 津 誠 一 郎

唯今鳥井さんから詳細なお話がどゴいまして、和、も奔聴いにし、非常に砕護される所が

ありましに。同様のことに付て私が叉巾上げる のでありま すが. 成ぺ〈 重複する黙は避り

たいと存じます D 叉記録等に 付きまして は私に十分な自信がありませぬし、道陣の蛮表統

計等も時期に依りまして、色々違ひますので. 段 k 後に正確なものが，Y'，て来るやうに考へ

ますし、さう云ふ黙は全然略し? ごいと思ひます。

唯今阿の火災が過去の火災と比較してどんな風であるかと云ふことを一寸闘に書いて見

たのでありますが、斯の主11 < 、何色云つでも東京の大震火災はレコ ー ド破りのやうであり

ます。焼失医域の黙から 云って、今岡の画館の大火は、シカゴの大火の約字分f心 ロ ン ド

ン大火の約二倍強位ぢゃないかと考へて居ります. 随って今同の大火災は歴史的に見まし

見て来たことを羅列的に市上げ

其の - k に付て少しづ〉感想、を

附加へて置くことにしたいと考

へるのであります。

第一 t L 先科もお話のありま

し1: 大正十年の大火災の後 . i  li 

が補助をして迭らせまし1: 防火

線でありますが、是は大館それ

自慢と致しましては殆ど特焼け

て居りますのみなら争、有ｉｬｾカを

受けに耐火構造のもので、火災

に遭って壊れ て居 るのが可なり

ある のであ ります。是は一寸不

思議な現象でありまして、之に

付ては相賞原因がある こと? ごと

思ひますが、其のーっとしては

監督が殆ど問来て居なかったの

でないかと想像される のであり
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ます。計J り耐火建築が火災に辿って壊れに と云ふことは非常に不思議な現象であ りまして

組問的こ巾上げますれば、今回の火災に於て防火秘なるも のは何も放巣が無かつにと 言 へ

るのであります。先程のお話にありましにil l I IJ ，雨面から火を受けて 、木造の家屋が境り

＿こｾに 、 結局火を Ｑ ＱＭＮめると云ふ作用をしなかっ仁、斯う云ふ結果・てーありま す 。唯共の中で

ｦ 合度焼け＿こ次の中から何かを拾ひ Ｑ ＱＧＮきうと考へますと Ｎ 時間帯ｾ作っ て見れば、分ります

やうに 、防火地帯は綬慢燃焼に役立つ七 、即ち急: j A1': 火勢を共陛で一時喰び11: : めにのでな

からうかと考へられるのであ ります。

叉もう一つは火力: 此の中を通らなかっ ?こと 云ふ ことであります o 先粍お話しになりまし

?こや うに . 大きな焔が吹いて 、表面がやられに と云ふ跡力引い 、。向ほ此のr! i民館の近所に

改築中のカツフヱがめにまして 、足場などを組んでありましに 1ハ 其の隣の家の前にカン

きう云ふものが少しも火で害を受けてゐ

ない 、是等も考へまして 、 さう云ふことが青へると思ふのであります。随って将来例八ば

避難路線の雨側に防火地区 を設定すれ ば、相常i虫剤場所が保護されはしなし 、/) ' e . 云ふゃう

レイシ ヤの様なもので庚告をしてありまし仁が 、

な駄に思ひ及よくのであります D

邦i う云ふ防火線の大関のラ フ ・スケツチをやって来1: のでありま すが‘ 是U. スケ ールが

ノレし奥行が深いのでありまして 、奥行は大関此の闘の字分位、即 ちD4五間科ーの ものであ り

ます o 後で御究を願ひますが . 此の中 に柱が混凝土 、梁が木迭で 、漸〈柱と 梁をつなぎ合

はして混擬土迭に見せかけ fこやうなものがありまして 、勿論耐震的には駄目 fごらうと思ひ

ますし 、 構造的に如 ｬ 伺はしいので Ｎ 混擬土迭と云ふ名稿ｾ附するのはどうか と思 ふやうな

ものが大分ある のであり ますが .
どうもそれに封して名の付 りやうがな いも のであります

から 、i混凝土i査と書いて置きまし1: 0 1ごから、是は普通の大阪市中に花る 混凝土遣を想像

して戴きますと 、非常に違ふのであ ります。

第 二 に 、画 館大火 の ｾｪＩ ｩ に付て甚 ＱＺ 奇異な ａａ 況を呈して居りますのは 、Ａｬｬｩ鉛 板でありまし
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椛災前 ノコ 伊 ｬ 館銀 ｎｾ (  ｾｉ 積ｼ坊火線 〕 東 側 を 市 方よ リ 見 る

向 上. 市 民 館 乃前よ り南 方 a: 見 る

て . 後で潟員を見て戴きますと

分りますが . 兎に角焼跡は一笠

全部租鉛版でありま す。如何に

Il. ::(%i 屋恨の建物が多かつにかと

云ふ ことが惣像 し得 るのでゐり

ます。叉焼け てゐない家を? 見 ま

すると、風の震に殆ど特EE鉛 屋

根が年IJ ぎ去られて居ります。此

の鈷から 1ドしまして、此の火事

は板葺屋根を係って焼りにやう

な有様でなかっ 1: かと程、は想像

しに のであ り ます。それ，ｦ ｬｲ ＮＮ Ｍ ｾＺＧ Ｚ ｩ 鉛

屋1兵力; 多 〈て、而も其の:il l i鉛屋

根が風の矯に剥がれてしまつに

と云ふことが考へられるのであ

ります。

次 に土蔵 迭で ありますが 、土

戴i 1主は殆 ど完全に耳jJ かつて居る

のであり ます。或土蔵迭の家 に

住って居る人に聴きますと、そ

れは既 lこ五週火災 lこ抗i 1かつてゐ

て、私が性んでからでも是で三

温目? ごと言ふて居りま しに。 而

もそれは火元に近い谷地頭の濯

でありまして、出火後一時間} t

らすにして駄えて居る所であり

ますけれ ども、其の家へ既に出A

ｻｴ＾ｾ情蛍運び込ん ｔ ごと 云ふ ことで

ありまして、私の参りましに 25

問 k 夜 の風向7銀 l定 日にはもう共庇に住んで居つに
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の であります。叉共の土蹴の 中に俳桟に供へ1: 花が あつにのであ りますが 、開げ て見る と

共の花が些と もをき色 も何もして ゐなかっ 1: と云ふこ t でありま すu さう云ふ j状況で 、土 醸

造と云ふ ものは非常 に津 山完全に残っ てゐるのを見仁ので b りますが . それは皆戸を閉め

て 、 ぞれ に味 喰の目張をやって居ります。それ Ｑ ｾ げやって置 いて 皆逃 げ出し＿こ ら しい ので



ありま すが、是Tごりで完全 に耐

火的救能 を褒揮 し得? こと云ふこ

とを考へま して、我 k はl耐火建

築と云ふ ものに 付て は、非常災

害時に於け る我々の能力 と云ふ

ものを? ぱ考慮に 入れて . 極めて

簡単 に完全な防火設備が施し得

るやうに して置〈必要が多分に

ありはしな いか と云ふ風な感じ

を有つ 1=のであります。

.Hti ｾ災 前 の 函館ｻ銀座

ニ欠に防火戸でありますが 、 シ

ャツタ ーは大関に於て非常に有

炊であつにの であります。一二

の例外はありま すが、糊して シ

ャツターは大経有数 に役立つ て

属ります。焼け ?こ消防署の慌の

溢に電話分局が在る のでありま

すが 、是は窓、に全部 シヤグーが

- .  

あっ て猛火の 中に あっ て、 全 〈 同 l  

'，. '__'1'  

- .  ・.
- .  

災害を受け てゐな い口叉先脱お話のありま した通 k 窓比須 IUf の溢に 2 戸完全 に時って居

るのがありますが . 裂の方は先程お話のやうに 、二重戸 になって居 りまして、 表の方はシ

ャツグ ーを下 ろして居ります。是は 3 階建でありますが、 1 階から 3 階まで完全に盛って

居 るのでありますo 叉新川ノj、感校と 云ふの がありまして 、共の外窓はシ ャツターも 何 も無

い の でありますが、此 の 廊下 のシャ ツタ ー が相官利 いて 居 るのでありまして 、 後 でｾ民主＿

御覧願ひ? こいと思ひますが、 3 階は全部盛っ て居 るのであります。 2 階はどう かと申し ま

す し 此のシャツタ ーの部分まで燃 えて* て、 シャツグーで完全に止めて居 りますし、 i

階も其の矯に一部分残って居 るのが あ ります。殊に面白いのは 、 シャツタ ーの下が一部分

聞いて居る所がありますが、火が共溢から少 し這 入ってゐて 、中 が最後まで燃え識 してゐ

ないと云ふことであります。是は恐ら く他の部分から遮閉さ れて ゐて、 共の閥係で ドラ フ

トを生じな かっ＿こｾでな い か と 思ふのでありますが 、一 寸 奇 異な 感 じを起すやうな場 町 が

あ りまし1: 。さ う云ふ意味から言ひまして 、 シャツターは全悼として非常に 叙泉がめつに

もの と考へますし . 又それに闘聯いにしまして、火災に際 しては、 訪 りドラ フ トの生じ な

いやうにすることが非常に有数でないか 、之に射 して色々な方法を考へな 〈ちゃな らねの

でな いかと云ふやうな気がするのであります n
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暗唱冨題担

それから私は焼り

11:-.りのかr{f 十っと見

て廻ったのでありま

して 、共の焼け止り

のことに付て色 1々11民

序なしに巾上げま す

じ 谷 地 頭の溢は)]¥l

の方向に i也角な方向

lこ焼り 1二場所でみり

まして 、 焼け ｬ トＺｾ の

謹は山手であります

カ; 、 その溢は出' ik と

疎らに焼けて居りま

す。即 ち此底まで燃

えて 長 ｾて Ｎ 此 ｂｅ で火

力;1上つにと云ふ121所

が な い の でありま

す。 一つの家が縫っ

て居りまして 、共の

向ふ の家公捜します

と、 それが》然えて j舌

りますし、又此の溢

は焼け残って居って J 4の一寸先へ行〈 と、 又燃えて尉ると 云 ふや うな諜で 、此の溢の火力:

どう云ふJ i lに走つにか .非常に不可思議な感じがする のであ ります。旋風.突風の震でせう

が順序 よく 燃え てゐな いで、 非常に気紛れな燃え方を して居る諜であります一一ーそれから

少し北の方も矢張りさう云ふ傾きがあるのであります。此の溢へ参 りますと、此の蹟い迅ー

が所謂二十間坂になる のであ ります が、その手前の此の屯車通り に商 しに底に丸井百貨l古

と云ふ画館一流ゐデパ ート がありまして 、其の百貨l古の表通りに商した窓に はシャツタ ー

も何も無し裏の方にシャツター があるのであります 、それは裏の方 に在る木造の家と遮断

する 意 味に於てつ けてあ るのでありませうが、是は表側から火{ f 受け て燃 えた形跡、がない

のであ ります 。此の凶隣 のブJ から燃えて来1: 共の煽りで:長側の木造を焼き悲し 、共の煽り

で此のシャツ グーがどう かなった1誌に 、: 民鹿から火力 2這入って 、内部はすっかり燃してし

まった。斯 う云ふの があります 一一二十間坂の東へ会りますし是も亦火勢は西風で煽ら

れ、こちらへ向いて居る 識でありまして、共の徐出で以て非常 に絞絞な延焼を して厄る附
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でありますが 、此鹿

に一つ防火壁があ り

ます。 それは昔の劇

場にありますやうな

l 枚宇佐の煉瓦迭で

あり まして 、建物の

斐の方に ありま す。

是は相官: な高 さの 2

階建でありますが 、

共の憎から少し高い

|立まで煉瓦金積みま

して 之をポ ール トで

建物と繋いで肘る 諜

であります。さう し

て 共 の 間 隔 が 3 )ミ

位 fごら うと思ひま す

が. 共の位ありまし

て、此彪 に防火監が

立っ て 居 り ま す の

で、共のf誌に共底ま

で燃えて来て 、是が

函館大火 ・四方よ り見 たる新 111小器校〈復興計E誌に依 る y ピックセ' / ? ' - )

完全に喰ひ止めて出 J ( 海経要塞司 令郊許可憐〉

ると云ふｾ犬態であります 一一そ れから 此庭 に画 館毎 日と 云ふの があります。是は後で寓異

を御覧願ひます 色分 りますが 、2 階 までは銀筋混凝土で出来 て居る相嘗なも のでありまし

て、 3 階をぱ後に纏ぎ ) E しにの1:: さうであります。是の部分が所謂はり lまでの ものであっ

て、完全 にやられて居ります 。 さうして是の梁が鎖骨の ムキ出しの梁でありますが、共の

3 階の床梁が上か ら!啓落して参りまして、 2 階の床梁へ落込ん1:: ので あります。それで 中

へ這入って見ま すと、 梁がすっかり折れて、二 目と見られない欣況になって居りますが、

是は上 の耐火構遣でない部分がやら れ?こ震 に下の部分 もお相{ 特喰った例であ ります一 一

此の電車通り に参りますと. 少し耐火的な構造を有つにものは大韓に於て 助 って居り ま

す 。 此の溢は月 ｽ ｲ 謂逆 風 でありま して、 蝕櫨で以 て 蛾まって行寺 、 此庭 に 消防 除が 陣ｾイ ｉｪｾ 、

てゐ? こので 、焼け止っ て居 る韓でありま す一一一瞬前か ら少し東に行つに遜は恰度風の方向

に燃えて来て 、段 k 先が窄って陪る諜でありま すD で、今度見まし? こ 中で竿焼 と云ふやつ

は此の過に けに在る のであ ります。此の溢の折れ曲りの部分は一寸火が引っ掛けて居ると
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. ・

云 ふ場所で . そこに

ｾ燥の家が残っ て 居

りまして 、他は全部

牟壊でなく 、紡毘に

函館大火 ・ 宥方に見 ゆる ｬ 土 ｬ 平 ｉ Ｇ ￭＿ｩＧ ｦ 女子 ｩ｜ＧＺｪ ｾ ｾＺ 小型校

砂山の溢迄燃えて来

て、 この湯1 ) 川行の

電車通りの二|じ ftWは全

〈完全に火を受付て

ゐないと云ふ ;u、態で

あります。此の溢は

時Ii ¥l i市にありますや

うに. 夜 キ の 1 時

頃か ら燃えて居りま

すが、此底は千代ケ

岱とエ辻、所でめりま

して 、こ〉に千代ケ

岱の z診療所がありま

同 1 ・新 J liI 'di 脊 l比獄 。 ポ ラ ラ 枚 木
Ull 純益. : ! ;，J)長叩 fiJ '-; ;- 前 "J 例 〉 すが . これと下電車道

v  8 6  

を距て〉北側jに ilt 縦二L: lli の交待問がめりまして此の二つは うと金に成って居るのでみりま

す 、 これは ｪ ｬ ｾ 火力［此の 二 つを越えて Ｑ Ｑ せんで 、 それから先ＱＩ方が民Ｎけに諜でありま す 。院し 、

焼り野原の 中に不思議に残ってゐるのは奇蹟的でめりま す一一此の溢が もう一つ後に焼け

てM りま すが 、 それは此鹿にl画(i fi 術事 とι云ふゴ ム合ffi 1 がめりまして . それ に引火 して それ

が西風に煽ら れ燃えにので 22 日の午前 2 時頃でありま す。此の点の方に 大谷ム・星第校があ

りまして、是 lま鍛hj〉混縦士の堂 -'< tこる ものでありま すが、殻らか高去に絞りまして. 市] も

火勢はゴ ム含祉から凹風でやってボて居 ると云ふ附係でありま すが. 女製校の下には相堂

宇焼の家があ りまし て、共の半焼J ) 家で漸 < I食ひ止って居 ると 云 ふj伏況で あ りま す一一I沙

山の方面にな りますと 、街路割の凶は非常 に立i1氏でありま すが 、家が非常 に疎 らな所であ

りまして 、共の篤 に止って居 るのでな いか と云ふ胤な感じがする ので あ りま す。

之 を約 めて '1" します と、今度の焼( 1 1とり と云ふ ものは 、第ーには消防隊 に依って焼け ll-:

っ たと 云ふ所は殆と無いと云っ たやうな諜であります。叉闘* - の大火災の時は地理的に、

例へば樹木であ るとか 、坂路或は j草地であ ると か l 去っ たや うな所で 、はっき り此廃 まで燃

えて米 て此鹿で 止っ たと 思は れる 所がめつ にゃ うでありま すが. 今度は さう 云ふ)iJf7'J ;非常

に少いので あ ります。大間風の思 』、{設に燃え て行っ て、風のフ7で! 司とも出来な い所 . 海 と

か 、2誌のない所で焼け止つに 、共Ji う考へる よ り外に考へゃう のないや うな焼け止りの欣dt



になっ て居り ます。

陥っ て其鹿 に耐火構

if ;があっ 1: 僑に完全

に 11:つ 1: と云 ふのは

見世 らなかっ?こので

あ ります 、一二 l卜. つ

ゐるのもあるがどう

もそれは矢張り共の

ｅ で 号 、ー ニ ム 同 ｾ守ー 一声 凋 園事 宅Ｍ ｾ

場所の風の工合が さ 耐州大火 ・残存せるクサ カリ 硯応よ り消防択の方向を望む〈湾側要望E司令7市計 可 済〉

う云 ふ風にな っ?こ筋であり まして 、あ冶 云ふ風に劃しては何 とも手が着りら れねのでない

かと 云 ふ風 ｔ よ感じに け が ｾｬｩ｜ くする のであ りますコ

チくに少 しくj ; 而 を鑓へま して、今度の火 災に針して私の参って居 りまし1: まで に於りる

救設や復興計 裂がどんな風であっ?こか と云ふこ とを一寸 lド上げ て世きま すo 是はさ.と して

都市計霊的 に見1: 司j.柄でありま すが 、焼けま しに 営時は北海道長宵 は上京中でありま しfこ

ので 、早速23 日頃師って参 られ まして、 直 に復興計裂 を考へ られにゃうであ りますP 而 も

今度の如〈非'常に速 く復興計誌を 進 め られにと 云ふこと は、是は最 も特筆 すべ き事柄でな

い か ｴ 思ふのであ り ます 。 即 ち Ｓ 月 ＲＴ 日 には 一 つ の告 示を ｾ ｉｉ｜ しま して、 ｬ 函館 の 大火 に 依 っ

て燃 え1:1哀制内では都市計義法に基〈土地の直制整理をや るか ら. 右完了 ( 約 6 箇月の橡

定 ) Iこ至 るま でJ 建築物は総て仮設建築物 の外建 築せ き? るやう すべし ‘ 斯う云つに や うなこ

とを明に して居ります 。此の 告示で特 に 自に若 い?この は. 右完了に至るまで と云ふ所 に括

弧を付 りて 6 箇月 の橡定と 云 ふこと を明 にしに ことでありま す、 訪 り之を 出します時 に北

海道長官カ :既に 6 筒月 の猿定{ f 以て土地 の直義(整理 をや るのにと 云 ふ腹を決められたので

ない か と察し られ まして、 非常に酎白 いと 思ふ のであ ります一一叉先程申し仁防火線に在

る建築物、 及び其の他に 相官被害を袋つ 1: 不燃建築物が在 るので ありますが 、之 に射しま

しては、 Ｓ 片 ＲＶ 日に 工事 若 手 ＥＱ に 北海道 長 官の許可を受 ば て修 絡 を し ろ と 云 ふ風な鹿 令 ｾ

mしまして、 之 に依って それ等の建築物 の修絡 に蛍っ て相蛍締迅ユ的に 之 を監仔する と云ふ

方針を決め られ1: ゃ うで あり ます一一向 ほ私は 28 日に彼地 を引揚げたの工であ りま すが、其

の28 日に は既に測1n:除が勢揃ひを致 しま して 、都市計笠の既定幹線を 此の際事業 としτ 賞

施すると 云ふ立 前 の 下に 、 即 ち先 の 告示 に あ る 土 地 の匡［ｮ ｬ ｾ 整理をや ると云ふ考 の 下にどん

どん杭打を始め て居 りま しに。 言台 り仮 設物 { f 全部共の杭 の内ら に引下げて建てさせる や う

に、 さう 云ふ風に手廻しよ 〈杭 を打っ て居つに や うに見受付 fこの でゐ ります一一共の他 新

聞等で既に御承知 にな って居りま す 如 し 計費の主 なる もの としては、 緑地帯を持つ?こ!資

路 の 新設 、 或は街路 の 匿制 鑓 足並 に 共 の 重量施 Ｎ 土 地 ｾ ｩＱ ｾ ｊ 整理の 施 行 Ｎ 防火地 医の指定 、外

務の群.立一一ぞ れは此成であ ります。此 の大森海岸 に近〈に曲儲女子高等小早険 と云ふ の
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があり まして、 新川小皐授と同じやうな 3 階建の銭筋混擬土誌でーありま すが、此鹿 までは

与u立が1- 1明石まして 、此底に f{l( ｾ、道路を 挟んで公固と建築敷 地一家はま ｦＺＧ 建つては ゐませ

んが一一 Ｍ ｈ｜＾Ｇｻ ｾ て居る諜であります Ｎ 先から先は所 ＳＱＴＱ 普通の砂演 で あ りまして、 波が打寄せ

て3 f ( るのでありますの共庇 には昔ながら の低い防波堤の様 なも の もありますが 、此庇へ焼

跡の色々な時茨を全部持って来て 、 それを製立に[ 変はう と云ふ諜で 、共の鹿咲の拾場所会

ｴｬｴ の ｾｩｬｲｊ 11 から画館r k子高等ノl、製校の首ij迄の聞と云ふ風に市が指定い7こしまして、以て一石

二鳥と云ひますか. 後始末をすると同時に海岸の事H立 をしゃうと云ふ計婁でありますが 、

成人に聞いて見ますと 、どうもそれにげ のJA_次は無い や うであります o 併し兎に角計撃と

してはさう云ふ風なことを考へて居る のであります。叉郊外地へのilli 難連絡道路の敷設 、

走は都市計重の方で大関湯ノ川の方へ行〈迫路を考へて居りますが、之を更に将来の所謂

シヴ イツク ・ センターになる画館 の 中心地思ｾか ら民直ヤ に持って行かうと云ふ計 繋を して

居るや うであり ます。 Ｑ ［Ｇ， Ｑ 叉公閑均 ￍＡｊ［￬売を指 定しま して、相首廃場ｾ取らうと云ふ風なことも

考へ て鼎るや うで あります。以上巾上げ f: のが大関私の見ま しf: ところの道臆の計輩であ

ります。次に私は既ーに申上げもしまし1: が、私の羽U@; と巾しますか. 感じに一二の黙をば

ｲｬ Ｍｬ上げまして、御批判を仰ぎ、私 の ｆＮ Ｑｩｾ 終り＿こいと思ひます ｯ

m- ぺ主成場でありま す。 開場は常 に東京の被版版湖、に於りるがt 1n< 、結局多人数が集っ

て死ぬ場所のやうな結果になって居る のであります。今度の場合に於ても新川、 大森筒 、

此の溢一帯相官なZ宅地が在 るのでありま すが、此の過が非常に j平山の死人をH¥し1: 場所に

なって居るのであります。斯う云」、貼から考へまして 、l斎場と前場との問には必十相首完

全な: i 1! 栴道路を取って、 j世鰍の1. 0に備へなりればなら ぬのぢゃなし、か と云ふ風な感じをす

るのであります。橋は告Ａｾ論不燃焼の慌で、共の避難道路に封しては私は ｪ り「謂路線式の防火

地 院と云ふやうな ものは即ち斯う云ふilli 刻i 也路に指定して非常' に効果を稜揮する のでない

か . Wi う云ふ風にも考へる のであります。

叉一つには 、 一般に迦 ｾｾｉ に劃する知識を持及して世〈ことヵＺ非常に大切でみらう と思 ひ

ます。今度の火災に於きましでも 避難民の誘導を件察官がやっ て尉る のでありまして、誌

に斯う云ふことを戸: ' ｾ、 ＱＺ も のがあ ります。一寸読上げますと

避難民 に劃しては安全地帯を示して共誘導に努め 、特に危険医域を安全地帯と誤認し

世間 ｴ しにる 者もあり 、 之等に劃しては殆ど ｾ￟ｈｾ Ｑｪ的に避難の誘導を話せり。

此の内容は分りませぬが、件察官が相営働い? こ ことを述べて賠 ります。 ところが. 其の

後 71侍30分頃 になりますと. 即ち強火してから 30分ばか り後 にはせ子察電話が 切れてし まっ

て、間もな 〈叉電燈が消え 、女n何とも仕方がな〈なつ? こと云ふ こと を云っ て居ります。そ

れで拘i う云ふ場合には、経察官などは火を消すよりも避難民を誘導することに 一生懸命に

なることも必要でありますが 、 一般の市民も一朝災 害の時 に飴り狼 ｾＡｉ しないやうに平素よ

り訓練して置〈 こと が大に必要でないかと私は考へるのであります。

それか ら集図式防火地匿の: 必要な ことは先程鳥井君から織 k お話があっ 1: のであ りまし

て、私も全〈 同感であります。是は鳥井君の述べられに所に全〈同感である と云ふ こと を



申上げる r: けで十分であらうと思ひます。

ダ〈 に建築法規の窓にi t する 色々な規定があります が、是は見方に依りますれば 、建物自

慌が燃える こと は問茜でないので 、火を? 他庭へ撒 き散ら さなげ れば可い ともいへ ます。 従

来の例へば大阪大火に付て見ましでも、松ケ枝小撃佼が焼けて、それから念に火勢力; ひど

〈なつ? こ と云ふ ことが書いて ありますが 、今度の函館大火で も住吉小易保校が燃えてから急:

に火 勢力 Ｚ強〈 なつ ｲ］ と 云は れて 居 ります。 詰 り体染 病のパチルスを撒 き 散ら す 犠な仕事ｾ

大建築物がや るので大建築物と 云ふ風な ものから非常に火勢が強〈なって来るやうであり

ます。此の鈷に於て防火地区の耐火構浩 t 云ふものは 、火力 2来 ても、共の火を附近へ振 撒

かな いやう にする主 云ふ風な事丈り考八ればい〉、ぞれ自鰭中がやられることは仕方がな

い t いふ規定かも知れぬのでありますが 、 そんな事で窓が例へば 6 間離れて居れば、日 Ij

段防火戸 主云ふ風な ものを必今しも要しないと 去って居 るのか知 りませぬが. 是は自余程考

へものでなし、かと 云ふ気が しに のであ ります 。焼げでも可いと云ふのならば 、寧ろ 6 聞 と

云ふものも必要はない、ぞれが焼けないやうにと云ふこ主を考へるとすれば、どうも此の

6 聞 と云ふのは短い のでな いかと 云ふ風な感じが致すのであります。

要するに 、今度の大火は烈風或は腿風 lこ近い風の中で起きにので 、我々 の考 と致 しては

最志の場合に起き? こ やうな気がするのでありまして、私は災害防止とか災害防備と云ふ 事

柄は斯かる蚤惑の場合を考へて置〈必要があると云ふことを熟々と感じたのであ ります。

動も すると、折衷築主云ひますか 、賞一行可能案といひますか 、出来得る程度のなまぬる ρ

防備と云ふもので我慢をする ことに慣 らされて ゐる 、それは金がな い腐な のでありま す。

叉之の施設を念速に完備さす震に助成金をやる等の考を起こしても 結局金がない . そんな

自余分な金はな いとい ふのであります。例へば防ー火地匡の貰際的効果を張揮する 震には相営

之を 促進せしめねばならぬ、促進する震に金を出せ主大蔵省へ言ひ ますと、それはいりな

い、そんな金は無いと云ふのでありますりれども、 一朝 l 億 3 千蔦闘程使って何にもなら

ぬものに消失させに後には t立いて も笑つでも出きなりりゃならぬ、何千高か何百高か釘l り

ませんが金を園がHIさなげりゃならぬ。それ位なら災害が起きる前に 出しておりぱ i 憶凶

1，'r. は怖かる誇であります。 どうも子供の腫が丈夫な時にはうまいものを食はせないで病気

をして物が食へな〈なると、甘いものを食へとやかまし〈いふ、そして薬代が要るこれは

下手な育て方であります、うまいものは質津ぢゃない、柴養であります. 卒素栄養をよく

しておりぱ病気にならぬ、都市の栄養は. 災害の7象防であります、これに金をおしんでゐ

ると病祭 iこもなるし、 金も徒に要る 、仙ち災害に付ては最悪の場合を考へて 、成ぺ〈急: い

で、事前に之を防備すると云ふ こと が必要である 、それがどう も何と 云ひ ます か 、私のfI.尽

から見ますと . いつも平素は金をお しんでゐて、 災害の起った後から 金を出して居 りま

す、金が金〈ない語でない、そういふ金を事前に呉れ〉ぱ可なりな仕事が出来、従って莫

大な損害の 生する災 害 ｾ ｉ 象防することも出来る、折 角 出される 金なら 卒素に呉れるのがし 、

〉‘ そうでない主何? ごかっまらぬ金のような策がするのであります。

拘に粗末な取止めのない話でありまし? こりれども 、私の話は是で終ります。( 拍手)
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1 ・ 銀座裏街の被害扶況

市民館 3 階 より 銀 座街の東裏側 を望 む

2 ・ 大損害を受けたる耐火構造街 〈銀座街〉

右側 の 3 階建が クサカリ薬局

3 ・ 火炎より兎れたるクサ力リ薬局

v  9 0  函 館 大 火 書 報

4 ・ ケサ力リ 薬局背菌防火扉の詳細を示す

内部 に土議日| 戸 、外 ]¥11は セ メ ント モ ノι F ノL

を援り 付 けたる銭製扉

5 ・ 市民館と銀座曾館との外面

市民館催物の布切 と合倣の修理用足代が少

しも火を受 け ざ りし: 有様

( Jl Wf.日九 年 四 月廿八 日津経要塞 司 令 部 許可済〉



12 ・二十問坂中段に木造建築物のー列を残す

l ¥向型建りて此のー列を残す 、背而は11ti かに焦 げた る程度 なり

13 ・焼失を免れたる松下毛皮庖

14 ・ 土葱造りの風月堂完全に延焼を兎る

v  92 
函 舘 大 火 書 報

15 ・ 五十九銀行左と株式庖右の被害比較

ー は完条 にしてーは 内日:11焼失、会鱗向合 l士属根、 内?沼木迩 なり

しため厳根 より 延焼

16 ・ + 字街武百E屋果物庖の被害

IE商欄聞 の被害を示す

17 ・ 今井百貨庖の被害

背面防火戸より; ) ( の侵入 を受 け内部焼失

( 昭和九年四月廿八日津怒哀霧司令部許可涛〉



6 ・ 銀座街梅津食料品庖の被害 ー

木泣の外部 vこ銭筋視綴二十ーを張り付け僅かに耐火構造 の資絡を奥

へたに部ぎず甚敷不完全なるもの

(  .  焼失度の甚しき梅津食料品庖の内面の模様

外壁の一部を僅かに残すのみにして焼失し且崩援す

8 ・ プ口、ソク構造の被害 ( 浅間病院 ・麗人固と〕

構造不完全なりした め内部焼失と共に尉捜したる ものなり

函 舘 大 火 書 報

9  .  煉 五這 3 階建の闘綴〈旭 自動車〉

l 階梁 、柱鍛筋 f昆凝二卜造 、2 階、 3 階 は煉瓦 1 枚積 l亡して内部

焼失 と共 にj誕捜せる ものな り

一! o_: :_! 銭 筋還凝土這の坦 里i 主止器!日iナj 寄席) -0--=.= .=. ，一一一

ぜり一裕訟 の不完全なリ L1誌に内部焼失 と共に 胤援せる ものなり ζ 手

11 ・ 二十間坂上より東灘町方面を望む

焼失区域と焼失を先れたる区域と の境

( 昭和九年四月廿八 日津軽要塞司令部許可済〉
91 v  



18 • 今井百貨底

21 ・ 20圃の防火壁の詳細を示す

画 館 大 火 書 報

19 ・ 今井百貨庖の内部

20 ・ 防火壁の震に延焼を免れた る木造建築陶

ＩＱ｛滋町 Ｗ ｾ ￯ｭ 合通上が防火Ａ笠 の た め隣家より の 火 を完 全に防ぎたる

もの

22 ・ 焼失せる新)11小愚校

( 昭和九年四月廿八日滞債要望皇司令部許可済) 9 3  v  



v  9 4 函 舘 大

/  

23 ・ 新 )II J j、

患校左翼 1階

のシヤ、ソター

シャ ツター の

前 面 部 の被 害

は如 新甚 しき

もシャツタ {

の効 果 によ リ

て 反 ｾ ｴ ＨｬＡｩｪ の 教

主 l土些 の損 害

ｾＮ＠ を も受 けず

火

25 ・ 新川小

畢校右翼 1 階

より 2 階 へ の

階 段

2 階 の シャッ

ター完全 に下

り居 りし然 、

l 階 焼 失 し火

は階 段 よリ 上

昇 せ る も ド ラ

7 ト付かず儲

か に階 段の木

mi を4長 したる

に止 まる

書 報

Ｒｾ ・ 新川小

事絞右翼 2 階

のシヤヴター

シャツター の

効 果 ｉ ｾ 依りて

損 害 を 完 会 に

分 ち た るJ伏況

27 ・ 新}11小

準設左翼を中

庭より見る

シャツターに

依り て火 を雨

分 し た る状 況

を外部より示

す

26 ・ 新川小

哨 畢絞左翼 1 階

のシヤヴター

の 効 果

〈昭和九年四月廿八日滞躯要塞司令部許可済〉



28 ・ 焼失せる女子高等小事校の外観

29 ・ 女子高等小母校左翼 1階のシヤヴタ一部を荒す

此 の シャ ツF ーは下 り 居 らぎり しも奥のシ ャ ツF ー下り居り し

震 ド ラ 7 ト付 かず延 焼 を弱めたる jf止況

30 ・ 女子高等小皐校右翼の外観

シャツ F ー下り居 らざる 首都分 を外 よ P 示す

函 館 大 火 書 報

31 ・ 女子高等小皐校雨天鑓禄堪の被害

32 .  火炎の中にありて蟻失を免れたる電話分室

ン y

33 ・ 函館毎日新調祉の被害の扶況

〈昭和九年 四 月 ｩ ＮｊＭ 八 日沖 極 ｊｬｬＡ ｾ司 令 部許 可 済Ｉ 9 5'  v  



3-l ・函館毎日新聞社 2 踏梁の大被害の欽況

3 階 の ビ ー ム 墜 落 し2 階 梁 及 床 版 l亡大型主主起を奥へ L ! {k況

ｾ Ｍ

36 ・ 北門銀行画館支庖の外観

鍛 筋 混 凝 土 建 にしてシャツ F ー を有 す るも 窓 枠 木造 な リ し銭 外

守 ｾよ ｐ の 熱 の ｾ に 火 を 呼び て 内 ｊＧ￭ ｩｬ 焼失 せ る も の な り

39 ・ 昭和橋際 lニ焼失を免れたる木造家屋

千代ケ 1.'i 診療1徒及院長住宅の 2 棟 が 奇 鎖 的 に残り しもの なり 、

需の老夫 に織筋コ :/!I 9 ー ト迭の交 番あ り 之 亦 焼失を 免 る

v  9 6 函 舘 大 火 書 報

35 ・ 函館貯蓄銀行の外観

島民筋混凝土迭 に して y ヤツタ ーを有 す る も 側 面 よ り 受け たる火

勢猛 烈 に して僅かなるシャツ F ーの際より 内部 に火 の 浸入せる

ものなるべし

37 ・ 画館商事ゴム工場の焼跡 ( 巴ゴム〉

此 の附 近 に於 て火 勢漸〈 表へかけしも ゴム 2士郎滋 1由の延 焼の た

め火勢 を:Jfl し此 附 近 を焼きたり と云..; . 、22日午前 2 時よ P の 火

災強火地貼

38 ・ 新川町保育院裏のポプラー並木

附 記 本音 ｍ Ａￆは ＪＱｾ r  Oi l館大火に於ける 不燃質建物の被害縦 況 j の

附聞となるべきもので 、併設は中海誠ー郎 氏 である 、被答軍事民は

北 海 滋線 建 築工場 課村 上幾ー技 師 の非常なる御高岡Eによ って中海

氏と御協力のも とに撮影 したものであ る。 か L る賞ll!:t.よる費料を

掲出 し得たるは金〈雨氏の饗なる ζ とを m飽してt . J.. ｾこ誌上在籍

P て特に雨氏へ深 謝す。 ( 鯛 終 〉

( 昭和九年四月廿 八日津鐙要塞司4 } 宮古許可済〉
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函 館 大 火 に 於 げ る 不 燃 質 建 物 の 被 害 概 況

中 津 誠 一 郎

去る ＱＴ 日 の ｎＱｉ［ｾ 舎 に 於 い てｉＺ ｮ に合は なか

った寓長を中心として 、布日仰を 怒るとと L

した 、重 複 する筒[Yr があるかも知れない 、

彼此御釣照願ふな らば苧 である 。

伶 本 稿 に1&<・るf J 反( P 90 - P 9 6 ) に就 い

て ｬ 士 、 北海道政技 師村上Ｎ 幾ー 君 の 御 ｗｩｦｈｾ

負 ふ とと ろ大であっ 7こζ とを 附 言 しfoiJii に

感 謝 の窓を去する 。

l 銀 座 荷

A. 沿 革

銀 政1行と普 j岳部せ ら れ て ゐ るのは 也 事交;01，';十

宇 街 の東 一 丁 より 市 行 す る 沼 市 訟 に平 行 して7! i 比

須町 、 Ｚ筆茨ｐｬ ｲ に 至る幅員 Ｘ ＱＺ日を 有 する ｩｾｩ ｬ 館市 中目

ｬＧ ｴ の 街路であり 、 其 の ＼ｲＮ も 町 ノ 股ｾ によ るとと勿

論である。

此 の遂 にま空間u: い ふのが主，るが お 問屋嘉兵衛

が 5 茂苅=の米 1. t を作 った 伐 に町名と なったも

のであるが 、今銀昨・1苛の招魂置I - jjj ( 銀月: 街 の

中 央少 し 南容〉 の 角 に ｉｈｾｭｾ 者御殿 の 遺跡地

と して石碑 を友て L 記念: してゐる 、1m此 の竣

一 帯 11古来より 1司官wに於 け る 終済的中心 で あ

っ た と と を 察 し得 る。

大i E I 0年 の大 火 に見舞ばれた然 、街 衡 を 整 列 し、

約 B 町 に亘 る甲額防火線 lて指 定せ ら れ不燃質建物

が初比する の現 在 に於 い て今回 の大 火 K 遭 っ た懇

で あ る。

防火 線 に劃しては

同|官官市 !主 此民主にt l ; 築す る建物 に;¥!:J して補助貸付

をや って災符防備に資してゐた ので& って( 末

尼参! 照〉函館市が大I F . 1511三迄 に出 した貸付令 翻

i!} Ii :次の如 く であ る。

防火線 家 屋m築i {' ( i ' f 付合調嘗( 大 I E15年 3 月〉

年 /Jf. 金 省i

大 正 10年 度 65，899

Pl 

11 71，203 

12 12，258 

13  3，649 

14 150 

昔l 153，159 

制限! と貸 付 は合約約 5∞，αXlIll I を略 切ζ!とした も

のであっ て、大淀川年 度 の

前 年繰越令は

81，776 

101 ，939  

.ftn'，;:i'W¥' に於 いて li!e lこ50苅闘 の内約30;1J t 闘を柿11)]

貸 付 けてゐ たので & るから 何 時 約 5 分 の 3 が 完

成 して ゐ 7こと 見て い L であらう。

災 Ｑ ｦ ｾ ＺＧ ，ｾＺ何年 の 記録 ｉｴ 今不明であるが現 ｬ ｲＺ 出来上

っ てゐ る虚 け略完成に近いといってよい。

布日比IJ1'f 付 rJ:i 訪舎 にl士間 I{J. なる 建 築 物の岡而を

添 付 すべき 鋭定で あ るが 俗りに 術 Ｗ 匹なるｾ充 分

tJ る務 査 を 銭すこと 悶煎で; : t，って従っ て如何な

る建築物が出来上る か見 常のつ かないもの で あ

った 、叉 現 場 には 時々 E主管 it' E が見る* ' i:な 〈

同{ 竣 liXVt 技 術者が名 ばかり の審授をな して ゐ る

に; 0¥ｾＮなか っ た様 な 持 で 、 防火建築とし て の 効

果 が充 分 に トるや否や常時よ P 甚 だ 疑 問 とさ れ

て ゐた ものである。

骨折J l)J 規科十て耐火構造なるも の を指 定 して ゐ

るがと れにも多少 不 備の蜘 が あ っ た 様 に 思 は れ

る、例 へ ば 其 のtfi 3  ｾ集第 Ｒ 鋭 、 官界 Ｔ 盟主 の 如き は

今 回 崩 捜せ るも の 弘主要な原因であった ので は

な からうか。

B . 被 害 扶 涜

火勢 は 市西 より の風 によ って 商事II Jが 街に平行 し

て 殆 ん ど同時 に焼 失 した絞であ るが、袋 失 時 間 帯

よ りすると 、f会科之民主で火勢を喰ひとめたとと が

知 られ る 、 例 、 此 の 街 の 表側と 、 ｾｴ イ ｉｉｉｊ とはそ の 扮

似 の皮 合の非常に呉る 貼 からして、築制l川 立ち主主

ぷ木主主一家屋の火 勢の然火力大なりし に拘 らず 、前

面は窓より火を吹き出す程度にて 、火 焔 の大 な ら

ざりしを想像するととが 出来る 。

(  1闘 は 銀 座 街の背而 の惨 欣

2 閣 は其 の前 面 に して電 柱、足代、其 他会

随 と して残 るも の L 多い の を見 る〉
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/ 招魂厳司Eに ある活動1

銀 座 街 に は不 燃質 家 屋 刊 第 民 館 錦 廊 館 を 合 む)

あ り 其の被 害 欣 況 を 分 類 す れ ば 下 の如 〈 で あ

る。

線 数 |無 被 害|叫 的 〉 同|殆 援|特

馴 I3S 1  2  1  1  [  22 [  S  ｟ ｉ ｾ＠

西側 130I  1  I  0-1 19  ｾ Ｒ＠ Iコ

C. 被害なきもの

構 主主 | 階数 (

クサカリ薬局 i鍛 筋 コ γ クリー ト治 |
3  

函館 信用 組 合 | 鍬 筋コシク Hー ト治 |
2  

梅 津 倉 庫 | 土 議

F サ カリ務局 o事長 2. 3.4 闘〉

大 正 11年 頃の建築 な るもそ の設備 は関東震 災

後 Yこ於 いて 、 その災1i・M況を 参 考 として完成し

た といってゐ る、 完 全 な 銀 筋コ γ ク P ート な る

上 に防火戸 は前 而第 q 皆シヤタ ー 2 階 以上綱 入

ガ ラス背面 は二 重 戸 とな り、 内部 l:i 厚 4 寸 の土

製 引迩 界 、外部は鍬g f ， ， ｾ し て 外部 に セメ γ ト、

モル? J / レ 1 寸 2 分 f立を主主 りたるも のである 、 而

も 之 にミ ｹ メパ リ をｾ し 、 ｴｴ に 完 全 な防骨 ｉｉ 振で

ある 。

函 館信 用 組 合

表裏 共 に防火扉あり 鍛 製 に 1寸 位 のセメシト

モル? J l I - を充瑛せ るも ので あ る。

梅 脅倉庫

之は翌: 来 よ りの土語更迭 であ っ て他 の多〈 の土

威主Eの残 存せ る と同 ーの欣況である 。

D. 牢 焼

市 民館'rO事長 5 闘〉で あ る、 鍛 i訪 コ シ ? 9 ー ト遺

3 階建であ る、第 1 階 は市場 、第 2 慨 は食堂、第

3 階 は ホー /l で あるが、ts 1  ｾ 告 は会 〈 内部鰐失せ

るも第 2 階は廊下 の 1 t¥lll 'こ火 煙の 入り たる跡、ある

の み、第 3 階 は完 全 に被 害 な し。

階1: : 1均火戸 な し、 第 l 階 には 出入 口に シヤ F ー

あれど も 、 窓 に ｾＮ しで はな し 、 之 ｾ ｬｪ ［ の シヤ Ｙ ーは

嬰 す るに防火 のf誌に非 ず して 戸 締 の科 皮 に考 へ ら

れJl1ひ られて ゐ るも の と見 た方が償っ てゐ る とい

へ る。
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右 の内土議 長Eは普 か らの ものであって 、防 火

線 内 には軒 高2 1尺 以上と しなけ ればな らぬの で

ある。( 補助規程第 6 依参照〉

尾 根床 、木造 の ものは全 部倭 失 して 従 来の煉

瓦慈 の火 災 に於 ける と同様の ものであ る。

俄 勿j コ ' ./? リート 迭と いふ も構造的 には甚 だ

如 何 は しい のがある が、 桂 と梁とが鍛筋コ Y ク

ロートで あれば之 を 同 様の名手露で括っ たまでピ

ある。

F. 崩 蹟 o客員 6，7，8，9，10 闘〉

崩壊 の程度 に依 9壁 の上部が尉れ下階が多少使

ひ得るも の を宇援とし、第 q 昔迄 も使用 に堪 え ぬ

もの を殆 援と し、外 壁金位 其 形態 を 止 めぬ 迄の も

のを金援 とし た、 そ の表 は 前 記 の;iI! りで あるが、

之 を構 造別 にすれば

! な援 | 峨 | 牛 援

木目メ F ルアスコ' . / I  2  I  2  I  

F リー ト外厳

鍛 筋 プ ロ ッ ク 1 2  I  

煉 瓦 鐙[ 1  I  

石
造 [ 1  I  

鍛 筋 コ シ ク ト ト造 | [  2  I  4  

此等 の尉援家厩は 殆 ん どす べて 屋根 、床等 が 木

造 であ P 、之が焼失する と共 に残 さるべき 外壁 は

それ自慢 と して獅 立 し得 ず、 又 は 梁の墜落 厩根 の

崩 援 に伴 ひ外壁 も自然崩援す るに奈っ たも の と思

はれる 、且 それ らの多 く は メF ルラス 、コ ' . /?リ

ート 斎く は 鍬筋 プ ロッ ク の 帳 ｾ であ る。

II. 末 鹿 町

A. 概 況

十 字 街 よ り二 十 問 故 に至る 、電 車 通 と其 の附 近

一 平野 を ま とめ て眺 めるなら ば、 此の越 は 所 訪 末 成

町 油 で あっ て、銀 座 街 と は 又別 な窓味でl i i . 袈なる



繁華街 で ある 、即 ち銀座街 は「さか り揚」であるに: るも今井百貨庖にi . ! 2 i られ道路面より煽られたる

比 し、此蕗は銀行合祉 の本支底空宇多( 経済 ヒ の窓 : 跡なし、前 市 、窓出入口 に防火シヤ F ーあ P 、

ｾ駄をなし 、 此れより以西 に 至れば 、 元町あり 、 :  京!日華 lこ到。しでは完まなく 、7字国 には 完 令 なる土: 磁

波 均支 隊、市公合掌生芋あ って 、函館 の中央商業広 j ありて之亦被告; . な し。

である 。今井百貨 j苫は 4 階建 のE 躯を以て鋒えて j 風月堂 m民 14 岡〕

ゐる 。 完全なる土滋訟にして前而には，> 心火シヤ F ー

二十問扱 の西側は甲種防火線 になってゐる 、此 ; あり 、i:'t而 には製築工場あり てな侵 せる が. 4:1;-

の溢ー幣は' i 'd llI iffi 以北は: z p 坦であるが 、以南は念 j の Ｑ 反合は せ は 二 重声 の 土蔵 ｾｲＭ あり 、 側而のｽｊ＿ ［ も

上放 になってゐるの であるが 、二十問: w. は名 の如 : 完 全に奏功 Lili Jl 俊を免る。

〈中目 前幅員が /Pi< 、?d; I ド滋以北では車道中に緑樹 i 第一司王十九銀行極l官官支応 Cfii;反 15 闘〉

特を現 し偉容を官li へてゐる 、大 正 10年 に も火筈 を j 防火シヤ ｆ ーあり て 完ｾなり 。

若草むった場 所 である。 ｃｾ 良 ＱＱ 岡〉

B. 被 害 状 況

火 は南 西 よ り来 り大 位二十，: 1 ] 以で喰ひ止 め た形

であるが 、恐 ら 〈此 の溢で風 の方向が西に縫った

録逆風とな り 終ｾ ｀ Ｎ したものであ ら う 、 ｊｩ ｬｬ ち こＭ ｉＭＧＺｬ ｊ

放 の電 車以 南に於いては束nw乃木造建物が大なる

被害なく 残 ってゐるととか ら見て考へ られる 、従

って 、仮員 の/Pi v、二十附』反その もの が大いに役立

っ た といふととは 此 の揚合い へ ない のであ らう。

( 1事長 12 闘〉

不燃質建物 の被害を表にすれば

無 被 害 7  

内 部 焼 失 4  

計 11 

C. 被 害なきもの

災害を免れたるも の を表示すれば次の如くであ

る。

建 築 名 m 構 迭 階数

松 下 宅 皮 j苫

俄 j筋 コ Y ク

3  

リー ト芯

長 橋 茶 自B 土 議 迭 2  

』邑 E重 土 談 話 量 2  

風 月 ｾ山正忌 ・ 土 減 量 左 2  

寺 井 雑 貨 倉 庫 土 厳 話E 2  

第五十九銀 行 函 館 支 庖

鍛 i妨コ γ ク

2  

リート 透

五 島 軒

鍛 筋 コ シク

3  

リート 主主

D.  内部 焼失せるもの

棒 主主

ムサシヤ食料 Ｑ［ｾ I棚 コ ' ./7 リー ト泣 | 3  

一 二以 ti Ht- JI5 I倣筋コ ' ./7 ト ト 必 |
3  

今 井 百 貨 応 | 捌 コ Y ク リート 必 | 4  

合 鱗 尚 舎 l糊コ' . / 7  V ート 治 | 3  

武議長屋果物底

此 の 建物 ｄ 梁 、 桂至る鹿 に平ｾ を ｦ 日ひた るが 、

必ずしも補足 の鋳と は考へられ ざるも 、多 少 裕

治 の不完全を考窓したるに非 ざ るか、 防火 戸4T-

な 〈自主程火勢猛 烈なりしか綱 入ガラス は飴 の刻1

くなってゐる。〈言語長 16 岡〕

一 一堂

建物令位に慾少〈一見 倉庫 の如 くなり 、前 雨 、

窓出入口共 に窓ガラ スの内部 iて防火1滋罪あるに

も係らず恐らく 出入口 の践問より 火 の入りたる

震か内官官は金銭してゐる 。

今井百貨底 〈篤良 17，18，19 岡〉

道路に而しては 防火戸 なく 、納 入 ガラス張、

? 宇宙には木泣の食堂と の廊 Fi1Eに詰ま には防 火 シ

ヤF ーあり 、此 λ〉背商の木 泣部分の燃焼心筋シ

ヤ F ーを歪ませ 、それ より火が入りたる に非ざ

るか、而して内部はまai:涜コ ンクリ ー トD 被 援 の

ｾ ｊ 再生 、 木賞部 の 完全燃焼 ｙｆｩ 徐程 火 ｦＯｽ ＯＩ 猛烈 なリ

しを忠はせる 。

ｾ鱗向合 Ｐ Ｑ［良 ＱＵ 闘〉

松下毛皮脂 ｃ ｾ 民 ＱＳ 闘Ｉ :  屋根 、床 木造な D し銭 普通 の煉瓦迭の建物の

火 勢 は談 背 後 よ !l 3! Oた る もの λ 知 〈、f旬、 !  類焼と敵 似 してゐる 、第五十九銀行と隣接して

風が西方 に廻 P て より 二十l切抜方面 よ 日来 りた j 良 きませJ!!lで ある。

9 9
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E. 防 宮野火 場

JI[ 吉宮町 に於いて防火墜といはんよりは防火塀と

い 』 、 方が Ｇ￭ｩ｜ ・ る燦 ｔｌ 堺の震に 類 僚 を苑 れ た Ｗ ｾｾ 合 副 ［

がある 。 〈窃 良 20，21 闘〉

煉 ] L堺ーは 1 枚 牛m高さ 軒上迄前而 にて納 を附 け

特 l'こ2 階 の百;115子で袖 を大 にして ゐる 、建物 との 聞

は 3 尺敵 L 、 ポール トにてつない でゐる 、火災の

み を考ふる時はい L 方法でみら うが地震 を考慮 に

入れ る時 11甚だ危険千国 といf 1 ざ るを得ない。

111. 銀筋コンクりート小接投

新 川小率校と |函館女子高々ー小学校は共 によぷ1官J コ

::-， !t リー ト治 3 階建 の相 似たる形態 をなし 、 内郊

の構 造設備も 殆ん ど同様 である 。

幻民 22- 27 聞は新" 1小 型校 で 28- 31 聞は女 子

高等小梨 校 である 、後 者の方 が祈I被容が大であ り

ν ヤターの効果 も前者に及ぼぬ1誌が多 い。

A. 新 川 小 象 校

位置 、新 川町 の南端、松風町 、千 淡町 に近 し、

橋治 、 ｾｻｕ ｩＱ ｪ コ ｹ クリ ート 訟 Ｓ 階建

yI' -r官 } t ::! P苦

|  ト 年 ｴｫＮ ｾ 矧 隊 、 て 哲 彦 羽 ･ 吠

lJI r  ｾ ｾ＠ ｾ ｦ 闘 に

被符1た況

第 1 ｾ皆第 Ｒ 階は岡中 ノ 、ツチ し たる ｽ部 分が告を火

ｌ 其 の 他は防火シヤタ ー の ｾ完全に残存 してゐ

る。

3 階 は全部被許な し。

百まに は|山火戸なし。

水品!ょ雨X 但H皐易 はi t . 旨; J . としてゐる 。

:B. 函館女 子高等小皐絞

イtl l l 大 森町 の南 端、祭町、旭 Il tJ に近 Lo

t忠治必i ' ( Ij コ Y クリ ート 溢 3 階i l i :

新 川小 事 校 と同様の僻泣 な るも防火シヤ F ーに

針 F る留 意が不足せしに非ず宇と 恩 はれ被告: 大で

ある。特にシヤタ ー を完令に下 してゐない箇ffr が

見受け られる 、英 の筒JjJi では 、 ドラフ トが起 らな

かっ た鎚か廊 ドの一部分 を鋭い たの みで 辛: 燥を 免

v  100 

れた部分 がある。

雨 天位{ 来場 は鍛 骨である が、小 経が逆に垂れ下

っ た ま L で残ってゐる。

IV. 英の他特殊のもの

A.  完全に洩 ってゐるものに電話分局(1事 長 32

間〉と ｉ ｾ ｉ 官官 公践女皐 絞 の 図書 館 と が ある 、 共に

鍛 筋 コ シク リー ト詑 2 階 建である 、電話分 局

は 2 階外壁慾 に シヤ F ーあり 、又 防火用水の

dt '/ !l を有 し、 2 階窓に7]( を流す装置あり o

B. 曲線毎日新聞批 ( 匁良 33，34 悶〕

。決i妨コ ::-，!t リート 話]: 2 階 建の上 lて 3 階 を木症

にて綴ぎ 足 した る ものである 、屋根は 勿論木

訟である 。

3 階 の床梁 1，こ I 型 銅を使用しあり 、之が墜

落 して 2 階床 の大梁を破捜 した るは 、注1立す

べ きであらう。

C.  ｾ公 ｩ 合コシク リー ト 訟にして防火 γ ヤ ター あ

り乍 ら内部を焼失せ しめた る例はは前 に も犯

したが〈一二堂 ) その他 に、函館貯蓄cm反 35

岡入北門銀行函館支r . sc篤員 36 岡) がある。

l函館銀行 ノコ易合はシ ヤ ターが外壁D 商に近

〈、ケース の歪める動から 見て シヤ F ーの施

行 にも・往15: すべき鮎が あっ た様に忠 はれる 。

北 門銀 行 は慾枠木必 の ｾＹＧ ト ｾ￬Ｉ 乃 燃焼 ｬＩ ｾ 火を

呼 び た るも のであ らう。

ｼ 末尾参考 ｾ __I 

防火線家屋建築費補助規豆

第一俊 本規 程= 於テ防火線ト稀スノι ノ、火災防止

ノ銭 ｩｬｩＺ 物ノ防火 構 造ヲ ｾ スト ｆＦ 、 ム ノ ι 地位 ［［， 7  11円

7  

防火線ノ、 rl' 在fil 土乙紐 ノニトス

11右火線」土共 ノ府1})IJ ノ、別= 之 7 ; lt 示 ス

第二俗 本主li. 径二 於テ防火 際法ト手i 1} スノい 、耐火構

品ｊＺＦｾ Ｇ ｜冊 ｬ ｪＨ ｴ 持 品 ｩ 7  ffl' 17 

第三依 本規 程= 於 テff i j J 火構造ト稀スノレハ左/ 各

放 ノー= 該11" スノι 緋 迩 7 前 7

一 、 繊 筋 「 コ ンク リ ー ト」治］シ テ ｬ ＧｊＧｾ三 寸以 上

ノモノ

二 、中塗鍛 i' M プ ロック j 造 = シテ以五寸以ヒ



ノモノ

三 、鍛骨造= シテm : 士官ノ厚三寸以上ノ「テス、

コ '/ >' 9 ー ト」若ノ、鍛網「コンクリート J

= テ構成セノレモノ

四 、外 面 = 石、煉瓦又ノ、人法石ノ類テ I日ヒ其

ノ厚七寸以上ノ モノ

五、土厳遺= シテ主主ゴ二漆 喰 等 ノ 似 合 計 七 寸 以

上ノモノ

第 四 佼 本規程= 於テ司在日耐火構 造ト平i 1} スルノ、左 ノ

各鋭ノ Ｍ ］ ｊ 主首ス Ｑｾ 構 造ＷＧ tlj '17  

一、 銀 骨造 二シチ外 部 ヲ生 子板 1長ト n シF ノレ

モ /

二 、鈴 'I ' j ・遊又山 木 造 二 シ テ 外 部 = 左 ノ ー ニ 玖

おスノ ｌ 被記長 Ｗｾ シタルモノ

ぐイ〉外 商 = 石、煉]L又，、人迄石ノめ17 用

ヒ共ノ j弘三寸以ヒノ モノ

Ｈロ〉光 ｊｉ ，ｾノ ｊ て ｾ ｲ セ メ ント 、 モノｾ 71 ル」塗

トシj手合計 一寸二分以上ノモノ

Ｈノ、 Ｉｊ 享 一 寸二分以上ノ「セメ ｹ ト 、 モノｾ 71 

ノｾ J 塗又>， ｲ コ ン クリー卜 ｊｾ

(  ｾ Ｉｲ セ メ ン ハモルタル 」塗 ノ 上 ］ 化粧

煉瓦貼トシw. 合 計 一 寸 二分 以 上 ノモ

ノ

( ホ 〉土蔵造二 y テ塗土 漆 喰毒事ノ j♀合計三

寸以上ノモノ

三 、 其ノ他 ｾ長］於 テ前各放ユ準 ス ト 認 メ ｆ

ノι モノ

第五依本規程= 於テ; . p 燃例料卜稿 スノι ノ、煉 J C、

石 、人法石 、「コ シクリー トj 、石材i 絵、光 、

<Q閥 、陶 磁 務、初 子 、「モルタ ノι J 、漆日食/ %i  

7' ｧＩ ｾ＠ 7  

第六依 巾額防火線= 於ケノL 建物ノ構治ハ左 ノ 各

続 = 依 ノι コ ト7 要ス

一 、軒 高 7 二十一尺 以ヒト然スコト

二 、 壁 ｾＷ 耐火構造 ト Ｑｾ ス コ ト

三 、 民根Ｗｩｦｩｈ火 ［ 傍造トｾスコト但シ不燃材料

ヲ以テ構成 シ 71 ｾ ＩＮ以一 寸五分以ヒ ノ 里子地

7 有スノι トキノ、此ノ 限 = 在 ラ ス

四、軒 、軒 蛇 腹 、 屋 窓、袋自'1; 塔ノ類ハ不燃材

料ヲ以テ構成スノι コ ト

五 、窓 1士山入口ユ防火戸 7 設クル コト 位 シ 区

長 = 於 テ 其 ノ 必 要 ナ シ ト認 ムル トキノ、此

ノ限= 在 ラス

第七俊 明極防火線 ｾｉｩ きケノレ建物ユシテ左ノ各放

ノー = 該? 吉スルモノノ、其ノ.床 、柱 2土階段 7 耐

火締治 ト ｾス コトヲ 要ス

一 、建築面積二百主F以ヒユシテ階段二以七ノ

モ ノ

二 、: ut 築而ff1. 百坪以と二 シテ附 数 三以 i二ノモ

ノ

三、 階主主四以上 ノモノ

第八依 rp主n防 火線 = 於ケ ノL 塘笠ρ 不燃材料ヲ以

テ僻 成 スルコトヲ姿ス

第九後 乙有II坊火線 = 於ケ ノL 姶 物 ノ構造ノ、 左ノ 各

君主= 依ノι コ ト7 要ス

一. 軒高ヲ二十 一尺以上ト篤スコト

二 、滋路= 商スノL タトm: 7 耐火構造スノ、 1¥' ;耐 久

構造トｾスコ ト

= 、尉 恨 ヲ耐 火 椛品縫主ト銭シ又ノ、不燃 材

テ滋泌EL卦¥: スノルι コ トf但旦シ4令詮属板 7 以テ被2磁量ス

ノ凡ι モノ=アリテノハ、不燃卒材材l ' ‘ 料ヲ 以テ傍成 シ

711凡L 厚一寸以 t ノ野士地也ヲ有セ シムルコ ト

ヲ要ス

内 ‘ 軒、 車干蛇版、E量窓、装 飾港 ノヂレ、不燃 材

料ヲ 以テ構成シ 又ノ、被援スノι コ ト

五、 耐 火構造叉 ρ 準耐 火構造 ト;おシ (l Ｑｾ 外Ａ塗

ノ窓 及 出入口 = 防火声 7 設クルコト但シ

匿 長 = 於テ其ノ必要ナシ ト認、ムル トキノ、

此 ノ 限 = 在ラ ス

第十佼 前四僚= 適合スノι 建 物 7 { ] l : 築スノ' L:者= ハ

官げがF- l Jn思統ノ純悶内= 於テ共ノ姑築費ノ

;，ii ヲ補 助 ス 但 シ官公街及梯込済資本1 i : ! -卜前仰|

以 Iニノ合従= 到シテノ、此 ノ限= 約. ラ ス

? f パー一俊 紛J ) } J飢ノ、左ノ標準= 依リ之ヲ定ム

一 、 ｲｰ 初 防火線 ］ 於ケ Ｑｾ 建物

建坪延ー坪ュイナ四十間

二 、乙観防火線= 於ケノι 建 物

外壁面一主 ｆｾ イ、 ｦ 十 回|

甲額防火線］於ケノ ｌ 建物ニ ｾｊ スノ ι 柿助額ハ一

戸= イナ二千四百聞 7 超ユル コ トヲ仰ス

第十二保 有日助 7 受ケムトスノL モノノ、一其ノ航空l=-

左ノ舎覧責決闘商 7 添付シ区長二徒出スヘシ

一 、設計普及仕様苦手

二 、建 物 ノ 卒 商 問 及 側 面 園 縮 尺 百分 ノ ー

三 、正tt 物ノ株主主間

四、工 程 書

縮尺去十分ノ ー

第十三保 1t!1長ノ、前後ノ設計書仕様普及悩i l W" ｾ年

ヨE シ不' I iIスノ、不備ト認、ムノレ トキ ノ、事肉ア示シ
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テ之カ嬰更 又 ハ 訂ｬｅＮ ｾ￟ サシ ム ｨ シ

第 十 四 僚 工事ノ設計 叉 ハ 仕 様 7 望号更シ若ノ、 工 事

ヲ中止シ. x ノ、駿止セムトスル トキノ、其ノ事由

ヲ具シ医長ノ ;承認、ヲ受クヘシ

第十五僚 工事= 着手 シタノL トキノ、遅滞ナク其ノ

旨函長 = 届 iJ : j ツへシ

第 十 六 依 工 事 ノ 施 行 ュイJ テハ区長又 山其ノ 委任

ヲ 受ケ ＿ｚ ｬ ι 匿ｾ貝ノ Ｑｦｴ 郎監督 ］ 従 Ｗ へシ

第十七後 左ノ各披ノー = 該設 フノL トキノ、直 長 ノ、

柿助ノ指令7 ' 1 I 支消シ又 ρ 其ノ僚件7' : ! i 壁夏 シ若

ノ、補助金 7 滅'傾シ又 ハ共ノ支給チ 停止 スルコ

トア ル へジ

一 、本規程又ノ、有fi 1!l J ノ依! 午若 ρ 之= 基キテ命

シタル事項 = お反シ 9 ノ川・キ

二、 工事ノ出来形設計若ノ、岡市］Ｎｾヒタルト

キ

三 、指定ノ期限内= 工事ヲ竣功 セサ ルト キ但

シ天災司王E塁失ノ他i盛F ヘカ ラサノL IJi - 由=

困ノL トキノ、 此 ノ限= 在ラス

第十八僚 工事竣功 シ?z l L トキノ、遅滞ナ ク共旨区

長= 屑出出来形ノ検査ヲ受クへシ工事ノ出 来

形 設 計 若ノ、岡商= 述ヒ 又 ハ綬庇アリト 記、 ムル

トキノ、区長ノ、期限チ指定シテ之チ更E セシム

ヘシ

前項ノ; 場合= 於テ J旨定ノ期限内= 之力更正ヲ

銭 サ サノレ トキハ第十七保第二鋭ノ例= 依ノレ

第十九傑補助金ノ、工事唆功検査ノ後之 7 支給ス

但シ竣功前ト 錐 工事ノ II:l米7彰カ総工費額十 分

ノ五以上ナノレトキノ、共ノ出来 形 = 議l・スル補助

額 ノ十分ノ八以内 7 支給スルコトアルヘシ

第二十俊 工事ノ竣功検査前天災事鐙J : t ノ他避 F

ヘカ ラサノレ事由= 依 P 工事材料又ハ工事ノ銃

成古草分滅失若ノ、段tll シタノレ トキノ、 七 日以 内 =

其 ノ 事l't ァ疏 明 ν F ル場 合 = 限 リ復活= 袈ス

ノレ工費ノ幾分チ 補 助スノレコ トアノレヘシ但シ復

奮］Ｍｾスル工費ヵｾ・初ノ工費 Ｇ 傾ノ十分ノ ニ以

内ナノレ トキノ、此ノ限= 在 ラス

v  102 

附 且IJ

本規程施行ノ期日ノ、凶長之予告示ス

|末 尾 参 考 21

防火線家屋建築費貸付規程

大豆十一年八月一 日

画館市告示第二十 枕

第一保 防火線 = 防火線家屋建築費補助縫程第六

依乃至第九俊ノ規定= 適合ス凡構造ノ家屋チ

建築ス l L 者= ノ、富該年度数算ノ i花園内= 於テ

其ノ家屋建築費ノ一部チ 貸 付 ス

第 二 依 家庭建築費ノ貸付額ノ、防火線家屋建築費

補 助 規程第十一候ノ例ユ依 ロ之チ定ム但シ家

屋建築1 ' ( ノ補助 チ受ケサ ル者= ノ、特= 二倍迄

チ貸付スノL コ トア 得

第 三依 家尾建築費ノ貸 付 7 受 ケ ン トス ル者ハ左

ノ事項チ具シ市長 = 申請スへシ

一 、伶 入金'傾

二 、償 還 期 限

ニ 、強保ノ種類及数量

問 、防火品目! = - 建築スル家屋ノ位置及構造

五 、共ノ他必要ナノ乱事 項

第四保家庭ｾ 築 資貸付ノ承認 ヲ 受ケ ｆ ノ ι 者ノ、市

長ノ指示スノL Ij}j" =- 従ヒ詮番; ! : t 他 必要ナ ノι 書 類

ヲ提出シ機保 7 提 供 ス ヘ シ

第五 ｴ 提携保ノ、 土 地建物及市長 ］ 於テ ｾｬｴ ト認ム

凡無記名有仮設空手 = 限ノレ

前羽織保物ノ権保問'傾ノ、市長之 7 定 ム

第 六t葉 市 長4羽田ノ 袋 動 = 凶リ携保= 不足テ生シ

タルトキノ、期間チ指定シテ之チ補充セシムヘ

ν  

第 七 係 市 長必要ト認ムノレ トキノ、保鐙人ヲ立テシ

ムルコト アノレヘシ

保 澄人ノ、市内 = 居 住シ資力 信用確貨ナノレ者 ユ

限ノレ

第 へ 依 貸 付 命 ノ キIJ 率ノ、年四分八鹿トス

貸付金ノ利子ノ、毎年六月及十二月ノ 二 回= 各

其/ 前半期分子仕椀 7 へシ但シ月 ノ中途= 於

テ貸付シタノレトキノ、共ノ月 ノ現 日数= 依 り日

制 7 以テ之テ昔1・i'1-ス

第九依貸付金ノ償還) ( l ] IL i J ハ二十年以内トス

貸付命ノ、大五十二年 迄 据E 大正十三年 以 降 元

邪j 均等償法ノ ;方法 = 依 リ毎年 六 月及十二月ノ

二回= 各ー其ノ前今期分 7 償 法 ス ヘ シ

第 十 保 家 屋 往 築 費 ノ 貸 付 チ 受 ケ タル者右手jJ ノ償

遼 7 怠 9 ?z ノレ トキノ、延滞日数一日毎 = 百 闘 =

付 図銭 ノ割合 7 以 テ計算シ F ル延滞償金 7 仕

挑 7 ヘ シ

第 十一 俊 左ノ各競ノー = 該 滋スノレトキノ、市長ハ

契約依: f i l ( 7' .J曾成鐙更 シ又ノ、期 限到来前 ト雄元

剥ノ償還7 ' 1 : 事サシムルコトアルへシ



一 、本規定叉ノ、契約依項= 君主反 ν タル トキ

二、防火線家屋建築費補助規程第十七依ノ島

分 7 受ケタル トキ

三 、市 ノ債券 Ｗ 詐ＱＮｾスノ ｌ 行ｾア ￐＿Ｇ ｬｉＭ トヰ

前項ノ規定= 依り期限到来前元利ノ償還ア然

サシ ムル 場合= 於テ Jt ノ償泣ヲ怠 リタルト キ

ノ、前係ノ例= 依ル

第十二俊 防火線 ｾｕ 在建築資制収 ｊ 規程第十二依 Ｗ ＧＱ

歪第卜八俊ノ規程ノ、家康建築資ノ ;補助ア受ケ

スシテ其ノ貸付ノミテ受 ク，. 者= 之 7.!! 修用ス

第十三保 本規程= 定ムルモノノ タト家屋建築費ノ

貸付= 闘シ必要ナ凡 Z長項ノ、市長之チ定ム

附 貝11

本規粍ノ、大ｉｆＮ十 Ｍ ＦＱｾ 八月 一 日ヨリ之 Ｗ 適用ス

防火線家屋建築費貸付手絞

大正十一年八月ヒ日

1"iJi 1官庁市告示釦二十九銃

第一保 防火線家展建築費貸付規程第三官長ノ申罰I

舎ノ、別記第一披様式= - i/( l I - へシ

第二依前後ノ申請合= ノ、捻保物1" 目録ア添付ス

，、 Z〆

鎗侭物件目録ノ、別記i : jsニ紋様式= 依 P 調成シ

不動産 7 捻保 トス 1. 場 合 = 於テノ、主主詑簿ノ謄

本チ添付スルコトテ要ス

第三後建築! f 1 ( 貸付ノ承初、ァ受ケ F ノι 者 ρ 三日 以

内= 借用詮書 チ提出 スへシ ii' ¥) IH登舎ノ、成規 ノ

方 式 = 依 P公澄人ノ作成シ担ルモノ ナ1. コ ト

ヲ要ス

第四後 不動産 チ挽保トス/ 1 - 場合= 於テ丹市長 ノ

指示 ス凡 所 = 従ヒ抵笥・権設定/ 登記其/ 他 =

闘シ必要 ナル書類 7 提出スへシ

建物 テ捻保トスノL 揚合= 於テ丹市1攻ノ外市チ

保険金受取人トナシダノL 火災保険澄努 チ提出

ス ノ ι コ ト Ｗｾ ス

第一銃様式

家殿建築設貸付巾市庁舎

一、借入金似 合 問 也

但Ｎシ建坪ｾ坪合 Ｎｌ ｊ 一 主 ｆｾ 悶

自 年 月 日

一、償還期限 箇 年

EE 5，: : 月日

一. 挽保ノ種類及扱j j l : JJIWt 目録ノ 抱

一 、建築家屋ノ位置i : 2k . t 1号法

位 置 函 館 市 町 番 地

構f . I 括B :t 平家( 叉ハ二階家何奇〉棟

間口 問 奥 行 間

二階 flO日 間 奥 行 間

此m: 珂2延 j iF 合 勾

一 、防火線家厩建築資制助規程 = 依 H補助 111部I

ノ有無有( 無〉

右大i E 十一年八月一日

布 告 示第二十銑防火線家居建築費貸付先児

科= 依り中部候也

年月ご口

函 館 市 町 番 地

申請人 氏 名 印

画 館 市 長 氏 名 殿

第二披様式

撚保物件目録

一、 ニ1--地ノ表示

前官f市 Plf 番地

宅 地〈又ノ、問 、畑、可1Hffi 地〉坪( 叉ノ、 反別〉

此 ノ 見 積 時 慣 合 開

一 、建物ノ表示

日iげf{ 市 mr 祷地

土遊( 石造煉充浪凝土叉ノ、何 々迭〉卒家〈

叉 ノ、何 )々 一棟

m 坪 坪 合 均

二 階 坪 坪 合 今

此 ノ 見 積 時 使 命 関

一 、図廠債券( 叉ノ、何々 設券〉岡空宇自然娩 枚

至宮持 続 R  

此ノ見f定時 使 命 岡

以 上

右ノ沼

年 月 日

函 館 市 町 番 地

氏 名 印

防火線' * 厨建築費総綴貸付= 闘スル件

大A 十二年七月 三 日

l到館市告示第七十三披

大夜十一年 l函館市告示第二十焼防火線住築費貸

付規程= 依ノ' t Ｚｴ ｴｾ 悩・様ノ目的 ｆ ノ ｌ 家鼠チ ［［Ｎｲｩ［ シ タ

ノL 者 = 到シテノ、償還残年期間 = 於ケ ル貸付命チ

綴縦貸付スルコトチｾｾ Ｎ 位シ 此 場 合］ 於ケル貸付

手gi ノ、| 功火紛家屋建築設貸付先H ¥l テ泊用ス

103 v  



曾 員 の こ ゑ

合 員
佃

十 俊 : 宅害 総費の許す限り 1宝行致 します。

聖子 賛 大 村 柴 太 郎
波主主橋より見える 朝 日ピルの窓に 「建 築 資 料 陳 列

揚 」 と 舎かれたる文字を tr. 桜 替に改め て下さい 、

星野術図鐙に於ける舎式は左横 舎 を泡? 苛 と思はれま

す。

答 漢 字 な る に 依 り 方 獄 舎 も 差 支 へ な き も の と 認

めます。

合 員 津 島 英 太 郎

合 誌 の 充1x と向ヒとを 切 望 致 します 、特 に 潟 ift 版

の主長官 ｦ を［ｦｵＮｾ夜します。

谷 合 誌 の 充j ' t と向上 とに閲 し ては具位案の御提

示を駁ひます 、1 %反版の帯主加は編斡' i d 事者トも希望

して居まして経授の許 す 限 り 貨 行 致 して居ます。

合 員 池 田 宮 彦

質問事 項 東 京 市 在 住 の 合 員 は地方 合 員で す か ? 東 京に於てヰ日 常大なる建築の竣工した る場合其の

御 尋 ね しま す 。 数E草に建築 皐合E 合員を招待参翻せしめらる軍司償

答 ｊ ｊ ｾ 阪市 Ｑ Ｑ 以外の合員 は地方 合員ですか ら 東京市 ［に し て 色々 主 主す る虎多し 、 之れ は 恩なる披鍔と云

右: { 主の方は地方合員です。

舎 民 後 川 隆 一

弗々見嬰季節になりました見準大いに願ひます。

答 出 来 得 る 限 P御 期 待 に添』、様致 しま す。

合 員
岡 村 忠 一

出来る ちたけ多 〈見祭合及講演舎 を御願 ひ致 します

答 御 主 意 に添』、核致 します。

舎 貝 松 本 儀 八

1. 京 都、利戸 方 市 の 「地 方 J 合 員 の鴛めに 京 都

又は紳戸な どで講 演 舎 の様な例合 、又は見事合空宇

を開いては如何。

令 員 増 加 を 闘 る 窓味に於て も斯様な 1mしは窓義を

なす もの と思ふ。

答 寺普議 の上可成御期待に添ひたい と思 ひま す 。

〈終?t'( J..k定款〉

特 賛 松 井 邦 彦

存

放

と

す

甚

で
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雛

ば

軍

下

は

。

被

事

す

入

る

で

記

す

の

御

行

い

も

励

た

刻

に

け

時

際

砕

一

定

貨

を

致

は

入

舎

刻

記

閉

時

の

は

の

刻

〈

合

時

ベ

関

定

る

。

抽

出

な

候

公固

に

普 賛

日時演及参考映 t ! l i の舎は誠に結構な型金 有隆 盛 綴 綴

を祈 る。
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』、意味にては無之一つの建物が峻 工する迄には: J ; t

の地方の建築家 に直 接11T接 に 多 大 の 後 援 を 得 て 居

るものなるが散 に共 の努を 到する 意味なり との ζ

とに て甚だ 良さ習慣と思 は る、大阪に て も質 問J 舎

の合 貝の み に 限 り此 の企をせられたく希望す。

答 非常に紡将I ; t . よる御提案です 、将来是非出来 る

限り御希望に添』、機努力致します。

績 事 校 建 築 園 集

各方面の桂力を得て最近二三年間に竣工

し仁摩校建築の費料を克めその 中から大

・ 中 川 、 ｾＱ 校の 代 表的の も の ＴＰｦｴ 全校を極め

て編纂刊行し に、 内容は 別項合告を参m
1
，

本書 は前回稜行 して非常な る好 評を得て

三版 ｾｭ ね ｔ こる ものの姉妹編 で あ る 。

1 . 大き 四六倍版 2 0 0頁

1 . 定慣 1 . 00 圃 送 料 1 4銭

日 本 建 築 協 曾

( 大阪北匡朝 日ピル)



建 築
札

】

喝

守材

-<-

J 、

l 都 須 賀 商 舎

大阪市北ｷ［公品百 ｾｩ ｩｉｊ 4 l " 目10帯 地

( 市ru : 中之島線〉 企 ｾｊ［ 大 橋停 ＧｎＱ 所

玉江橋停留所 中央川向ヒ

r 1 1 5 7 1 1 5 8 1  

電話 稿 烏 (45)i i is 9 ;457t 

取 締 役 駈 長 須 賀 藤 五 郎

常 務 取 締 役 工 祭 士 中 島 彦 六

取 締 役 内 閲 成 之

技 術 f . il 工県土 足 古n ｾ ｉ ｦｩ 男

同 工 率 士 今 村 治 夫

同 コ事士 郎 中 将 久1i 41

同 工ｩｽ ｾ士 宮瓜 ｦｾ 夫

同 工i }H: 山 内 武 雄

応 東 京 市ZE続 区銀 座 8 丁 目

<< Ｍｾ ，＠ J; 註 市 西 m; 西 柳 町

陳 場 記夢IJ

技術部 に は ｊｾｪｾ 況なる経験を有 す るプ 三塁 手及率 ｐＧｊ 製校

出身者 が多重量勤務 し、設計の優秀器具の紛新縮工

の懇切 に遺憾 な きを期すると同時 l亡其他各部門に

百主主十< < のnU占 員と 参百数十 名の従業員を旅し て、

各専門的に事 務 を分権し工事設計旋工は勿論外国

の取引其他一切の機 側 が完備 して ゐ る。

同 社 の 光 策

明治 36 年目 録敵役の際 l亡段 、畏 れ多( も明治

大 帝の大本管であった fPHH皆行枇の衛 生 、給水袋

ill 施 工の恩 命 を辱」、し 、更に昭和 3 年 11 月に は

目前古の御大典に際し大正 4q三先帝御大mの際に於

ける と同様子主に再 び左 記工事総 工 の厳 命 を杭 内省

内匠f ，f 2士大競使 から拝受の光 祭 l'こ浴 して ゐる 。

l  京者f御所 御湯殿及御胸衛生 、給水 、目t湯設

脅1i工事 一式

1. 大笠 宮朝泉 所 術生 設備工事一式

京事t 市下r ，Cl !lK烏丸 iiII 松 原下 ノL 1. 第一 、第二朝集所共他衛生設備工事一式

市 ｬＧ 戸市前 ｬＧ 戸 匹 北 長 ｾｕｩｬ￭ 2 丁目 白 1. 大町御所御湯殿格設給水 、給湯工事一式

前 岡 市 上 小 111 町 L 京事 ｾｾ 御所内 皇 族街周衛生 、 給水 、 排水設備

出 ｾｊｩｦｲ 兵庫県ね ｬＺｊｪ Ａ ｊＺ郡住吉郎 前 工事 一 式

兵庫[ I孫 西 宮 北 日 中 風 闘 1 . 畝 傍 山 御 休 所、京 都 際、ニ俊雄宮内務殻倒

神戸市街師事区天利1 町 五 丁 目 I 工 事一式

管業課目 水 道 、衛 生 、1i1房 、冷房、換 気 L 京都御所内御用 、銃 其他上記諮設備用器具

湿澱度官民整 、病院r Ant宵春、蒸 . 一 切 供 給

f' ¥炊事洗沼11え乾燥並 に汚水蕗翠P.

言者援匠

f自I最 近 悶 粧 が宮宣言「及施工 し?とる主な る工事先 を

みるのに 、

千 闘

右 設計 施 工 同 献 恭兵直総 入 製 作 白似l護 市 宮披際 総合 消 火 給 水 給 湯 衛 生 35，4∞ .CO

阪 賢 . 石之修市 日本赤十字駈宮城支部病院

須 賀 商 舎 の 沼 輩 をみるに :  rAf'¥t妥房給f ' ¥給水排水衛生印，171. ∞

明治 24 年合主故須賀ff 治町 民と n弟の則合主 ・東 京市 来 京 文 型 科大 祭 恭r'¥1i1房 41，329. ∞ 

須賀藤五郎氏と の協 同 創設に係 り、私設水 道 の布 I 間

設11<. 之 が岐 管 工事に伴」、一般建築 物の康 内 給 水 術

生援匠の設計及効1工 の業を開始してゐる 、之れは : 肉

食に本邦に於ける斯撲の附矢であっ て、時代 の主主

連に伴ひ大i E 8 、9 爾年度にZ王り合主は親しく欧 。問

米 の斯界を観察し、餓朝後卓越せる専門外 人 技 術

者 を 傭ｾ守し て、 爾 来 一 日 も研鈴を怠らず大正 14 : 同

年 8 月K 合主病波せしため即j合 主 之 を 綴承 して 、

悶年 12 月組 織 を株 式合世に夏め資本合 50 7JI. 闘 : 同

〈金 額排込〉と なし現合 主藤玉虫11氏彪長に就任し 、

東京住友ピルヂ イ ング

蒸r " t 援房換気 64，220. ∞ 

東京地方事J 1 : 局業平ヱ揚

ｔ ｬＮｾ 調装置 64，683.∞ 

小 倉石油株 式合 従 混*t安房換気

給水給湯消火排水衛生 40，530. CO 

雲路加 図際病院

消火給水給湯衛 生 121，32 1.∞ 

連路加図際病院

消火給水給湯衛生第 2 期 102，215.∞ 
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同 ヨE路 加 閤際病院看護婦撃校消 火 給 水 衛 生 汚 水野 化 59，041. ∞ 

給 湯 衛 生 排 水 107，236.∞ 同 日本赤十字紙大阪支部病院

同 米 図 大 使 館 給 水給 湯 術 生 瓦 斯 北 病 陳 及 炊 事 場

105，295. 0J  PAi"'i.ii1D.i 換気給主主給水給湯防火 術 生

同 賀来新議院本官庁 消 火 衛 生 129，448.CO 器 具 排 水 排 気 汚 水 汚 化 相 143'; C∞.∞

同 銀座ビ ル ダ イ ング 大 阪 府 住 友 ア ノL ミ= ウム株式合最上ユ = ツ ト

消 火 給 水 給 湯 術 & 23，628.00 ヒ - f l - 妓1Jj. 八 尾 工 場PAft 援 房 15，666.∞

同 日i i ! f 生 命 館 I 大 阪 府 弘 済合 山 岡 事 業 所

消 火給 水 排 水 給 湯 術 生‘ 70，563∞白 t変房換気給水給湯衛生 92，αYJ .∞ 

同 日 本 銀 行 本 底
大 阪 市 野 村 澄 努 株式 合量1: ｽＧￃｾ援 ｦｪｽ 消火

同

同

同

同

同

問

問

新 潟市

給水平行生ii1/J;. 改 造 33，9 12∞ 

鈴 木三祭 ビ ル デ イ シ グ 同

給水排水給湯術生 77，075.しO

海 軍 経 理 製 校

給 水 排 水HI &

内 務 省 新町長会

1: 行 生 段 骨 1 i

明治生 命 保 険 株 式 合 艦

19，531. 00 :  w. J  

59，652.CO w. J  

給湯消火反主主掃除草ｾＡＨｴ 124，085.CO : 阿

東 京 焚 塚 劇 場

給 水 給 湯 消 火 排水 衛 生 53，αYJ .CO : 同

日 本 銀 行 衛 生 設 備 285，∞0. 00

軍 人 令 官 官 給 水 給 湯 符 生 63，975.∞I 同

新潟県系隊合

消 火給 水 衛 生 汚水 滞 化 60，061. 00 : 同

静 岡 市 日本2赤十字経静岡支部病院

消火給水給湯給ｾ汚水野化 同

病院治、務総具炊事i ! t 預 60，642. CO : 同

名古 摩市 三 井 銀行名古 尽 上 前 津 支庖

消 火給水給 湯f野生即11筒 排 水 55，791.∞ i 悶

同 日悲ホテノレ 給水給湯 1:甘さ左 11，6CO.CO

問

問

名 古・震株式取引所市場 換 気 15，0∞.CO  同

名古 原 市総 合 }'Ai"'i.ii1v.; 換 気 給 湯 給 水

防火術生t J l'7.K 188/ ∞.CO : 同

京 都 市 日本赤十字 紙京 都支 部 病 院給 水 衛 生

将1化抑 制，850.∞I 岡

大 阪市 日本赤十 字艦大阪支部病 院

中 !iAj胤及分以J合 同

蒸気媛房給戸1換主主消火 給 水 給湯 1:i' I生

汚水l ' i J 化パキュームクリーナー 同

給水給湯衛生汚水滞イヒ村i 40，182∞ 

大阪 女 子 高等 密 接専門拳絞附属病院

ｰＮｾ汽 ｩ￭Ｑ 房給 ｒ 換気消火給 水 給湯

1:j' :I 生汚氷河1イヒ炊事洗沼 52，199.00 

= 井 銀 行 大 阪川 口支出

消火給水給湯術生汚水深化 46，283.00 

三井 銀 行 大 阪船場 支 庖

消 火 給水給 湯衛生汚水路化 50，154.∞ 

日本生命保険株式 合 従

消 火 給 水 給 湯 衛 生 汚 水 滞 化 23，184. 00  

斜l 業 合 館

消火給水給湯衛生汚水湾7化 32，896.( 0  

大 阪 市 中 央 卸 賀 市 場

Z室井給水

靭日ピルデイ y グ

10，960∞ 

消火給水給湯衛生汚氷河? 化 85，∞O.∞ 

大 丸 貫工IWJ 油、火 給水給 湯 20，OCO.CO

大 阪歓 舞 伎 座

消 火 給 水 給 湯 衛生 汚7J<浮 化 45，8E6.∞ 

阪 念 r 百 貨 庖

消火給水給湯汚水源化 46，288.∞ 

日 生 病 院

消 火 給 水 給 湯 術 生 汚7ド湾?化 53，092.00 

大阪 市立 商 科大串

消 火 給 水 術 生

伊 藤 71r. 商 庖

2 1，480 ∞ 

泊、火給水給湯1: 行生汚水路化 42，751.∞ 

大阪l ¥1折株式 合 従

消 火 給 水 給 湯 衛 生汚 水 路 化 201，768.∞

新 大 阪 ホ テ ル 1:行生設 備 352，9∞.∞ 

177，960.∞ 利戸 市 市11戸中央韮IJ 賀 市 場

同 日本赤 十 字 艦大阪支部病院 I  給水排水術生附!筒援房換 気 98，423. 00

理ま談古Ir - 寄宿舎並洗f召集屍主 兵 1110隠 山口吉郎兵 衛氏 邸

蒸 R 媛 房 給ft 換 i反消火給水給 湯 消火給水給湯 1者生汚水滞イじ 47. 698.00 
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顧 問 市 九 大 盤 撃 部 1 . 2. 3. 内 科

給 水 排 水 衛 生 汚 水 浮 化
49，270. OC 

兵庫勝、 阪市1
1競馬倶楽郡揚主主71<設備

給 水 衛 生 汚 水 静 化 82，950∞ 

大 阪 府 刀根 山病 院 術 生 設 備
70，500.∞ 

71<ia術 生 媛 房 工 事 と 云 へ ば須 佐 を 、須 賀 と 云 へ

ば Ｗ Ｑ＼ ｩｬｬ 衛生ｾ房一工事を聯想さる ｌ 裂にＧｬｩ￬ ￭ 祉は一般

に熟知され て ゐると自負してゐる 。

製 品 に 就 て は 同 紅 多 年 の経 験と 、最 新 の 科 事 と

に よ り 最 も 戦 新 の も の を 供 給 し 又 常 に 改 良 研 究 を

怠 ら な い 、現 在 同 世 の 有 す る 特 許 品 は2 ( ) 数件を算

へるとと が 出 来 る 。 本 陳 列 場 に 出陳し てゐる品は

特 許品2土特 種 製品の 一部 で大 便 器 用 、小 i史吉正用 =

ート 各積フ ラッシ ユパルプ 、 自問定泣栓、71<石鹸

定 泣抽 出容器等の特許品 、各組フk 栓 類、化 粧 集浴

空宇u目器具等 で ある。

上記エ ート 7 ラッシユパルプには 、 ノ、 y ドル式

足 踏 式、埋込書世ノ、; / r" ル式 、坦 込 型 開 ボ タ Y 式 等

があ り 特 に シ ート ア ! l ! / ヨシ式( 洋風大使器使用

後 自 助 に 洗 糠 ず る も の〉 ド アーアタシヨ Y 式 ( 公

衆便所等g r ，の開閉に従ひ自動的に洗1保T るもの〉

l % は小便器用は優秀なる機構 を有する特製品 でも

ある。

2 . 高松菊治郎商庖

大 阪市南区 四 ツ 精 東 北 詰 ( ?L話 純 場941)

創 業 明 治 元 年

瓦 商 庖 と し て は 大阪 市 に 於 け る 最 古 の 商 庖 に し

て 共 管 業 方 針 又 竪 賞 味 を 以 て 知 ら れ て ゐ る 、其 得

意先を見ると 、住 友 家 、三 菱 家、大 倉 家、山 口 家

貝 島 家等 財界 並びに 、主主家. 大林 、 清 水 、 竹 中等

一流請負業者凡てに交渉してゐるばかり で な〈 、

九 州 四 国 に 於 て は特 l亡業界に於て高松商庖の名を

知らない者がないと云はれるほどであるとい』、か

ら高松商底の信用有るかを知る ζ とが出来るので

は な か ら う か。

何現在庖主高松平太郎氏は主主築科出身で和歌山

脈緩和歌山市役所に永竿ｾ築技術者 とし て 量 存続し

た経墜をもってゐる 、特に建築と叉; とについて災

地 に研 究 な し 現 在 日 本 瓦 は 申 す迄 も な 〈 各 種 洋 克

を一 手 に 引 受 け 其 業 界 に 致 し た 成 絞は相'll¥' な もの

で ある 。

術 関 東震災 後 昭 和 瓦 を 護 明 特許 を 得、最 近 各 地

袋 産 地 に 工 場 を 建 設 して 、 最 近 の 賀 行 は 瓦 業 界 の

主 位 を 占 め て ゐ る と 噂 さ れ て ゐ るが、 その成績か

ら考へられるとと は 、共 特 長 の 如 何に1: r 質的なる

かを ＳＲＲ 登するＪに錫着するとｾ￭Ｂｉ苫で は 朗か に語 っ

てゐる。

次 に昭 和 花 の特 長とすべきは 、優良粘上高熱1 %; 吉

成品、荷 霊 Ｔ 霊 ｩ 成 、 耐 震 機構 、 形態 合 迎 、 ￭ｙｾ 絡 ｩ ｬｬｭｴ

主主上官 ・張、 滋賀弧線 、 雨漏絶無 、 Ｑ￯ 二 ｩ ュ 不 ｊｈ ｾ ｲ［［ 々 、

だ そ う で 今 後 盆 々主主展のほどを祈る。

3.  大理石工業株式曾杜

本証上及工場 大 阪 市 絵図高 尾 町 1 丁目 17

cm話 西 8 0 3 7 6 7 )  

東 京 出 滋月rr 東 京 市 小 石 川底 竹早阿f 3  6  

Cf. l 話小石 川 6 2  6  4)  

資 本 合 10つZ自由l也

管業節目 大斑! 石其{ 出銘石ムテ ラゾー加工 、

阪 夜、工事; 請負

治IJ 立 期 大 i E 8 年 11 月

エ揚; ot 世ii 商 談 599 坪 除 切 断 機 15 蓬

研磨機 Ｗｾ ｪ 彩 ｾｊ ｕＡ 9墓 其 他

主 嬰 業 総

白 木 尾 大 阪 支 j苫 高 島 屋 長 』 属 医

松 竹 座 堂 島 ピ ル デ イ y グ

野 村 銀 行 本 底 力u J:1i 銀 行 本 底

大 九 幾 何i 銀 行 本 底

日本銀行l函 館 支 庖 東 京 朝 日 新 聞 枇

三 井 銀 行 小 織 支 底 川 崎 第 百 銀 行 大 阪 支 庖

大 阪 鍛 滋 局 愛 媛 j際 総 合

頼 関 安 岡

ピルデイ y グ

阪 念 ピ ノ レ デ ィ y グ

内 閣 総 理 大 臣 官 邸 明 治 生 命 保 険 株式合 枇

/fJi 島 支 信

組n守ナ ν ョ

耳T 京 米 穀 商 品 取 引 所
銀 行 大 阪 支 底 • .)r... / I' ;:cx. rr:fJ Qu .lj..o¥. ' ] I J  

三 愛 銀 行三宮 支 庖 大 阪 t白 書t 局

東 京 劇 場 東 京 熔 物 館

朝 鮮 忠 白 ! ? 南 道 総 合 姫 路 公 合 堂

語11' 戸 商 業 大 準 大 阪 商 科 大 築

其 他

材 料 陳 列 揚 に於ける同長士出品の大理石の配列を

みるに

同国 I  ｴｾｾ［ｾｾ＠ 11 ｾ＠ ｾ＠ 11 ｾｾｾ＠ I  

lat ］ ｉｉ ｾ＠ ｾ ｉｉ ｾ＠
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さ 一一 一 一 一 一

fa 1:  11 叶ド" 説11叶|ヨ

:::'i l l "  "  "  "  "也
実日韓H 航 H桜 H綴 H 坦li1

五百に配列のものは何れも最近の採協に係るもの

で 、 此内で も賀ＱＶ＾ｍ［は 岡山 ｾのお 『止 直径探捌にか

L るもので 、従来にな い紛新な色彩を有 L ;模様一

定し 、鍛大なるものも容易 に取揃へること が出来

る と のとと 、 主主腸石は沖縄県果、産にして今 ｬｵｬ 新規ｾ

兄したもの で 是迄の琉球産トラパ ー チ ｾ ｊ Ｍｴ［ ｦ 也 に｡Ｑ ￬

を見ない横断層 を有 す るｾｴＡｊ ｊ とある も の で 、 一見伊

太 利ｾトラパ ー チ ｹ に 比 し遜色を見ないと ｉ ， Ｎｊ 肩上 で

誇ってゐるもの L 一つであ る。

共 他 界施 、 飛施 、 彩雲 、 土佐捜 ぺＺ ｾ ｾに於 ても従来

の穴理石に舎で見ない各 々特長を有った色彩のも

のであるから希〈ぼ 、 出品貨物見本に付いて御高

貨 の 上 御 批判を賜 りたい。

4 .  内外木材工事株式曾社

本証I : : & . 工場大阪市大正直千五占師r 6  

来 型主皮剥; 員を米図に汲し金閣優秀ヱ湯量主十 ケ腕 に

付 き全地研究 した結果を規準と して更に進歩改良

せる mfJ: の木 工場を建設してゐる 、共後も引絞き

今日に至 るよ迄絡へ ずがf式機械の設備 を怠らない の

で 現工場及材料Rj: 政I f r 共他建物の延主F 6∞0 鮮 、

従業員 Ｒ 土滅工は常時 Ｕ 百人を ｆ らぬＧｴｦ ｾＡ Ｑ たである 。

木 工郊に於ては弟識経験に l.' ，む専 門 技 術 者 が 直

接指導の下に専属験工の熟練せる技工 と最 も 遊 歩

せる木工機の l@mとによって数量の 大 IJ、を問はず

汎 〈 江iMの嬰:』7に感じ 、品質品f立に於て は舶来 品

に比 し優る とも 劣らざ る純国産建築用品H/ f 、m具

Z主家具類を約巧敏速 に製作し而も低限なる侭絡を

以て版賀 して ゐ るから 日々 大方の御讃僻を君主ふし

て居る と。

然るに線近各種建築] E に船舶 1t: !鰯泣1' f 建 具、家

具等 に Ｓ 討するｾｾ［Ｚ要 ｪ 曾力 ｈ せんとす る ｪ 伏勢に鐙み盆 々

施 設 機闘 の充貨を計 P民 〈江市j の21j 要に 相互E し皮

〈昭 和 6 年 10 月 1 日株式合壮 大林 組 より工作

所 の業務 淫t ! ' を緩7T( して濁立の管業機関と して設

立 せ られ たも のであ る、而して阿佐新設のJ f r 以は

専 ら 事 業経 径の統制を凶 I) :f'l. 機関 を してー厨J f r J!Jl

の目的を注成せ しめ んが: ! i Z め役員斡1;11の大部分は

(1昔 話 襖 川 7  6  0  )  ・大休組の役貝に して鋭意繭祉の鞠係を 持し専らーI!!:

直径 販 貿 信 林 盛 大 阪 市 京 区 花田J 3 ノB

( 1s 話 本 局 3 1  1  6)  

東京出政所 東京泊町医: ; I L ノ内 ('1'28骨足首Ir

管 業 目 的

1. 木材の製作加工並 にペ = ャ 製 作

? .  建 築、船 舶、111側 、共他各種木工法

作並に建具 、家具類の製作政資

3. ｾ 主内装飾ＱＱ＼之 に ｰ ｦＮｪ隠する 一切刀 τ ｬｾ 業

合 従設工E の迎! 由

官l・最上設 立は 昭和 6 年 10 月 l 日であ るが 、今

その沿 革 をimるに従来大 林Ml エ作所として lリJi 古25

ｾｲ の自ＱｊＱ Ｇ ｺＺにして大 林 正 ｊｴ の 補 助機闘 と して夙に製 材

'，11<:' こ木工に闘す る方而i に従事し数演にI[ り工 場 η

I:rJ - 般の (日夜ーに隠せZ らる λ 次 第 であ る。

同I止の製作納入に係る主なるものには

船舶にあって は 、照 凶 丸 、 却 Ａｩ ｾ Ｚ［ｉ ｌ の重 ＱＱ 品。 Ｑ Ｇ［Ｑ＼ 洲町 ｌ

路 の ものを始め 、大卒洋航路の優秀加である浅 111]

丸 、背fi 回九さて は、 リオデ ジヤネ q ロ丸 、 プエ ノ

スアイレス九等 7) JH命を受けてゐる し、建築制係

として は、長〈も 、朝 香 宮 御殿 をはじめ、;)/と 1"司大

使館、初1王寺陀公使館、三井本官官、明治生命等 々を

主主へる ζ とが出来る 。

昭和 7 年 秋の近畿地方 に於け る陸軍特別 大慣習

の際 には 必くも 、 侍従御差 Ｕ 立の祭を ＱｾＱ Ｚ て 同長上で

は 常にｾ Ｎ ｾｾ長里子を誇ってゐる。

最近に は ｩ 前滋合量土から 木 ｾ ＱＩ 造的Ｚに闘し百歎 ー Ｑ ＼ ｬＧｩｬ ｩ

の注文を 受け て、 非 常に多 忙を [ 泊め てゐ る らし

弘主ＺｩｴｩＺ ｌ 土谷級機妓 ｬ 没侃 ｬ の改善 ｊ ｦＱ殺を計ると共Ｚに ｚ ｊｾ ;ft し

v 。

の段 々進展するに従ひ大正 10 ｾｦ ｾ ｻｬ ［ 地 に Ｗ Ｑ＼ Ａ主 主歪ｻ史 ｾ￭ｓ 程 、 剣 官製家具から暗示を ￎｾｊ ・て新らし〈考ー奈

の地 Ｒｾ 除坪を卜して現化の工易を新設し谷間多［された 、 ペ ユヤ 板の 凶木 に よる家具 の 試作に成功

様 の 進 歩 した製 材 機及精巧な る木工機械をwlイナけ j して日 F 新案特許申請 中との ζ とであるが 、低 成

之れ に 饗する電力も ω ∞ｽｾ力を使用して居る。なｻ賀 憾 で一般家庭を は じ め各 ｽｦｲ に喧保される日も

;QX' I' 木工製作上最も緊要なる木材の乾燥法 に就 j 宇が てのとと で あらう 。

ては卒先して熱管式乾燥雌を設備 し大 正 13 年 以 i 折角御秘蹴を祈 る。
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5. ベ = ヤ 商 曾

大阪市西広西長期市 ｾｭｾＧ［Ｇ ｉＧ 図巌筋商詰

( 電 話 新 町 4 1  5  1 番 〉

最近ｾ築界の寵 児とし て、 ベ ］Ｍ｜Ｇ板 を数へる と

とが出来 る、共 用 訟は次第に 政i箆闘に 沙 り建築材

料、主主1' f . 或 は家 具 材 料 として lfi .授がられてゐる ζ

とは今夏いA・迄もない一般周知lの 事1' tであ P 、且

つ乾式構築 の 喧 し 〈なった 今 日に於てペ ュヤ材 の

用途は一歩 を 減 ず るとともあ るまい。 日本 に 於 け

るべ = ヤ工業 を 蹴 る と 最 近 7、8ヶ年の内 に非常 に

褒達して 、 現 M 主の製作工場は、30 ヶ五rr を数」、

るに歪 p 、現 在 では英 市場を氏〈海外の天地 1'':::: 求

めて感に検 出せら る l. ｾＮ仏 況で、 25  "1三前北 欧 瑞 典

か ら初 め て総入せ られた常時には君主凶 に 於 て其朋

訟を 知 らなかっ た とい』、話を 思 ひ III して 、 時 た 今

昔の感に土佐へないも のがある 。 ベエヤ 板専 問 の ペ

= ヤ尚ー舎で は今 宇 斯 界十こ雄飛 して、 その版路 l主園

内から海外へ と鍛大 されてゐ る、同尚舎で は、 肉ー

品を変 るよ りも 信 用 を 賀 る と とをモット ーとせら

れてゐるら し〈同商 舎 へ の照合I反容| は貌 切OJ 略 で

あるとと は 誠 に 事 ζ ぼ しき 事 と い わ ね ば な ら な

"、 。

ペユヤ板を 主材と してゐる3 i d包の各種 の ドアー

が最も 多 〈 使 用 せ ら れ つ L あるが、 勿論製作方 法

も各 種 各 様で あってー様 ではない 、材料の甲乙も

相 ' おあ り、其工 費 に も和i 々のEEがあ るのはい』、 迄

もない。

問問舎で は如何援の製品 に も御則命 に悠 じ て 造

るIJj: 7) ;: 1l 来 得る との惑である。

アラシユドア ー 〈太放強 り戸〉スラ プ ド ア ー (

太 鼓 磁 窓 付戸〉バネルド ア ー ( 庇戸〉等を は じめ

其{ 也間前舎の製品 lくは象依加工、昭 和 型 製 凶板

内地杉張天井板 、 フロアリ y グO ir矧 床板〉、寄 木

床板、 エン ポス ト玉体模様君主ペ = ャ、カープペユ

ヤ等 に 渉 って相官種目を取扱ってゐ る。

更 に 同商舎工作 ｝ ｾＩ 特製守』 と して 、 美術君子張ペェ

ヤ兵他 床材( 地板主主捌天袋地袋) ｾ［特種工作品を

作って好評を博して居るとの ζ とである。

勝来一居の宣草炭を希望 して止まない。

6. 大 阪 伊 丹 商 庖

大 阪 市 西区初 中 iffi 1 丁目 20番 地

( 電 話 土 佐 射 2 4 1 7 脊〉

一 ｃＱｽｾ 長 ｾ ｈ｛ 目〉 ー

給 機 律 * 板

問 .IJ 要初 目

同 | 寄木' *

I司 1'，伊丹 式 アローリ y グプ ロック

向 上 伊 丹 式 パ ー ケ ッ トリー ( ー名簡易寄

木 板〉

各 都 浪 釘

大 阪伊 丹 防 庖 の 略 彪

苅IJ.1'7: "1:: 月日 大 IE 15"F 4月 l 日な る も' 1i i! 苫の前身

lよ明 tt. 43 'o1:: 依自主市浅 間町に於て 野瀬製材 rfr を開

設事ら 検 出向衝 材の製.j;J' J !<. 版' /. ' ( をな l 共 後明治

44 ' 0ド横並Ht 悶貿易株式合 in.J:製{;j i l 1l とイT 併の _L 総

出向納. { yj ・の外 槍床板 の 製 造 販E置を なす

大正 9 ｾｉ ム Ｕ 月合主主舎 最 上伊丹 ｩ ｴＧｦ ｪｬ 苫 士 才黄色互市中匹南

吉岡 ｾｉｲ に創立し街襖 床 板初回板 Ｗ ロ ーリ ング プ

ロッ ク苦手の製造販E置を な し以来 ' i i ¥' ・底は同合資 曾

副: 伊丹前jf苫の大阪管業所として よ聖公 L 大正 15"1三

4 月 1 日早 に大 阪伊 丹 商 庖 な る個人 Rii !苫に改 め

経1J ' し現在に至る 。

大阪伊丹 ｒ￬ｩ 信販斑給 Ｒ え襖ＧｬＧ ｕｾ Ｑ 付

グラ y ｾＮ テピ ツド 式乾燥 床 板に就 ν 、て

木材を使川するに乾燥の必要なことは今更巾す

迄もない 、 ｊｴ内 で も給 ゃ 機ｾ［ｊｬｉ ｊ ち Ｑ 開業倒 に 腐 す る

もの は特 に入 念 の乾燥が必要であるから ( 1) に 天

然 乾 燥 ( 2) に人工 乾 燥 、3) に加工となる 。

主主虞で乾燥法も木材の I日訟によ り色々 星空悠せ し

めて行〈のがき妥協・だと 思 はれる。1i _ 1; 応 の取扱 っ て

居る ｩＡＮｾ Ｑ 葉樹の床板殊に楢 ゃ 拠の様に多 世 の丹 ｅＵＱ を

合 有す る木 材は天 然乾燥 を な す ζ とが最 もnf いの

であるが此方法は共乾燥期 ｮ ｾ が 非 Ｑｩ ｾＧ に長 ｪ 切 に 王 ｌ る

:It 純 済的 てない から 矢張 り 人 工 乾燥 法 を 施 し、従

来比叡木材床板の 乾 燥 は単に水分を除去 して木村‘

の牧絡を防 けば可なりとせられてゐるが '6_: ; 応で は

床板の総に潟気 に接崩し易 い 場 所 に 使mせ らる L

もの は前記合有丹空声 が化準 作用に l到って酷E空母: に

袋 化 す る際生 ずる 菌 絡 の : I t に腐蝕を早めら れ るか

ら乾燥の際此の短所を 除去すると とが大 切 だ と 考

へてゐる、グラ γ ドラピッド式乾燥法と云』、の は

是 等 の 短 所 を 繍 ふ べ 〈 採 用 さ れ た 乾 燥 法 で あ っ て
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共概要を申 述 べると

第 ｬ 工 程 … ・空 気 と 熱気と 蒸 気 と の交 流 せ る ｾｬ￯ ｽ

中 に一定規格の 木 材を一定 の ｮｾ 隔にＨＩｴＧｴｩＧｉして樹

液 を除去しつ L 丹率を抜取る

i:!'i 2 工 程…・ 一空会t と熱紙の主主流によ りて水分を抜

]1;': る

ｦｦＭ Ｓ 工 程・・・・ 大気中の終｛ｊ，ｴ と ＺｺｰＮ均せしむるｾめ少

抵の依然を合ま しめて温度の 乾 燥による木村民

j 日後の膨脹を防( '

即 ち以 上 の 3 工 程によ り腐蝕を防ぎ (111絡 を湖町1

した製 品を 作 るのである

以 ".1，!吃燥 につき 述べしが此乾燥を完令にす る と

云 Ｔ 、 ｾ ｊ ｈ ￬ 此 叡床板の生命であって床依 のｦｊＧ ｻ 絡 を左

右す るも のはーに か込って此 乾燥の先令不完全の

如何に よるの で ある 。 乾燥JPJf li] の長短によ る!L'UIJ

の羨 Ｑ 抱 Ｑｾ は些 々 たるも のであるが 恐 る べ きは 此 乾

燥中 に生 ず る飯の癖即 ちまEひであ って、l!nち乾燥

家 内で板の狂 い 丈dE はせて仕舞 った後 此lEった部

分を 切捨て残 のdl : はな い部分を 以 て加工する J ) で

ある 、是 に反 し乾燥を 板 のfE ひの i且ない 内にJI め

て製品 を法る な らば 同誌の Mi まで iliJ の 場 合 で は

l∞ 主F しか出来ぬ時後の場合 では 130主1;位出来る

結果から其1 f 1債 は極 端な相迩 を生じて来るの は 自

l児の翠Eで ある。

是 丈 入念 に乾燥 を施しで も原板 を個 々に駄検 す

る と、 木 理の相違に mって又や11純 正容が [l i1って居る

か ら 加工 の際に或は ｾ ｅ ひ止 を附け Ｎ 或 ｬ 立 膨脹調節

の殴間を 取る とと にし てゐる。

官t 庖の 取扱 」、床 板は長 さが 3 尺 以 ヒ l 寸 じり等

と 云 ＮＮＱ ＭＹ ド 常な冒 ｌｊ ミで あ るた めに 、 ｾ，ｦ［Ｑを 川ひて ゐ

るかの 用 に 誤 解 され るが、決 して左様な官製ではな

い らしい 、ヤ ー ドに政んである時のIlk ll.li を御覧に

なれば 、大 位御了 解 を得 らる L と主 渡 してゐる 、

原 水は 8 尺か ら18尺迄の ものを製材するの であ る

が約半 歳の野 績 と前 述の乾燥を施す 間 に皆 狂 を 生

じてj京形 を止 めぬ迄にな る。

その 板の内か ら正品の 部分大 を切取 ってもl!JFl す

るために 、新傑 の賃L尺も の となる ら しい 、然 し是

れは、四方 に3主知|を 付 けてあるか ら使用」二には 少

しも不便 のな い様 にな って 居る 。

6589 1  

特 許 162451貌 伊 丹 式 フローリ ングプ ロック

プロックの元組と して笛庖がプ ロッタを創作 し

て以来銃に十有五年今宇 ftJ る民主の混凝土建築物の

v  1  1 0  

床に採用せ られ其 の虎用 の燐 大せる とと陥| 止の感

があ る。

然るに近 年多額多様なるプ ロッ 夕方:続出 して 何

れも それ相 首の長所 があ る様なれ共多 〈はJfl .ーに数

個の 木片を 組合せ 之 を単 な る命共 を以て級合せる

ものに 過 ぎず して 裟 耐 卒な る木片 にlよセ メ Y トモ

ル タノι が絶位 1亡密渚せ ざる原則を波 1'P し木 片 lよ硬

化モノι F ルの問 に空般を生 じ絶 て 部分的に浮上り

溢 々床面に 波 及して共生 命 を短縮 するに 31 る軍事で

ある 。

官i' f，s の プ ロックは大正 10年創 作以来与迎と '民験

とによる 研究をあt みlIJl( 列1'l 1坊のプ ロックの 知 〈裏

面1のM足 以 il¥'f.2土凹iJJ に注入 する 「セメ Y トモ ノ" !J  

ノι 」 に依り て混1.¥1U 二床 阪 と能〈 回策するも がHi tii 貨

を!Plす る然 に各木 j十lよ!践活;i¥lJを以 て結合併 成 して

ゐる か ら純工 後 浮上る恐なく ｾ に 鬼 に合下率 的 のプ

ロックだと 宜ii 苫で は自慢してゐる 。

'w. {¥;;il! 築 に中日! 恋しき床敷 と して リノ リウー ム紋

郎などと共に 耐 久 力又は 術生上の 見地 よ り そ の 俊

美にして I切るく! J ft数に 7:fめ る寄木! Mn; 同様にf P i <

事: ばれ てゐ る。

常 広 は槍偲1墜 木 *板を 専 門 に扱 ひ居る闘係仁完

全 に して隙ゃ狂 ひの生 ぜ ざる 寄木 を: i ! H壬を 以て提

供 致 して居る 、1省寄木 強 の良否は ( 1) 完 全乾燥( 2)

材 料の 正 硲 加工 ＨＳＩ 施工の技 Ｑ 雨で 比 三 品 ｾ子 が 鍋 っ

て とそ完 全な る寄木 張 が仕 上 る認である 。

官t 庖の寄木 に用」、る標準材料縮機チー ク盤 地 、

線 、 織 、 ｭ 相 ｩ 、 紫段 、 ｭ ｴ ｾ ｬ 、 市 ＱＱ Ｑ 代 海 写の各廊にし

て常 に1r:/ilI 1長官で あ る。

伊 丹寄木 張の特長

A、 寄木 材は 凡て原 木 のJ l l 材よ ワ特別 に柾 目授

に製材しー天然乾燥数 ヶ月の後 更にグ ラ y トテピッ

ト式乾燥法 にて完全乾燥を施し後初j 巧な る機 岐 に

て加工をな して ゐるから各板の接 着 を柄引伐にし且

拾数 年来 養成せ る熟練工の 入念細工に{ 1< ｾ総 工後

殆 ん ど[ f を生 ず る愛ひ がないと 主張 してゐる 。

B 、 十数 年 来のtl 験に依 り多方 面に巡す る新 柄

の図案を坐 伝 に準備 してゐる 。

C 、 施 工方 法 ( り本君子木 張 野床上 にj立正3分

の寄木材 を以て現場主IJ 付 の上修 付限釘諸 施工を な

し表面鈎掛及 ペ ーパー 掛仕上 げ とする 。

( 2) 準 寄木張 本書子木援と まもなる 民主は厚 5 分 の

材 料 を周ひ脇付をなさず草 に陰釘付 にて縮工する
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一 主w- I 特 徴 I m訟 の 抑

+音"7分5庖!美淑 耐 久 力 l:t 他 の針 工 場 用 、兵合朗 、倉庫用

ｾｊ ＢＶ 分 Ｕ 厘 ｬ 楽樹床板 の ｝ ｪ､ｾ と ζ ｼ 床 、 与校雨天強操場 、 基 Ｑ
ｾＢ＠ 5 分 !ろにあ らず |務 所 用 、住 宅 、病 院、小

-} "  3 分| 博 校 、努 約合 廊下用 、Z

|  宜: 強 化 粧f目、寄木援用

ｴｧＭ ＱＱ Ｗ 分 Ｕ ｊｩｬｬ ｬ 此 床 板 ｬ ＺＮｴ ｾＪに し て 「
級 事!I 交 鮒 し餅 拐 少 ( 1工 場 j 日、1 } 紡総電力合

耐 久 力 松に比 u径か阪空Fの床j 日

十J"6分5厘 |に{ 変る |  

|  帥 j足場畑 、 日本位宅紘!

|其繊 維の 交錯 及 磨 損 伸 則 、

{ %"7分5鹿|に強き ZiL L  
|  除 場創 泊 揚 床

ぽ"6分5胆 !被 に 比 して 和柔 し じ

ｉ ＧｾＧ Ｍ ＭＭ - - '' ' M_  - 11千工場床に過す

l:k与L校小早校f生球 場 床

， ，凡て おl脊而引 に 加 工|

御希 望 油 13 吋 Ior' - . IT' "_ ' l rt l. I'L: 頗 る仮契 高何で;; 1
腰 羽 目 板 |給 及 捌 り切線の 13 吋 宇 1

8分の 3
吋 |る

ノ|挙 校 事 務 所 感 接気等 I日

」納入

1
目 目

格 | 品 種 |

Ｚ･ｩｾ＠ '-1" 
、J

名

長 l 働 者 巾 l

本' l ' r 何|及

板 柾 目 込

3尺 以 上 2  11ナ 4三

総 手 附 給 12 尺 迄

3  11ナ

床 板 I 等 iT1

1寸」二日

備し尺 3  11ナ 4ド

本 Ｑｾ 知ｼ及 i泊三身勝

総 手 附 白太交り 同
上 Ig吋 吋4ミ

機 床 板 l 等 品

本 質 勿1 ，及

総手 附 ｼ 赤白交ｾ ， ｉ 問
l 蛇=i)-" n口"  

上 3 吋 牛

持 床 板

l給 機 楓

;;j 正容 木 E昆 |チ ー ク

|輸 防lに は

施 エ 共 同 t の外

紫粁i黒h.l

草11
1
代 杉

黒柿奇宇御

ｾｔ による

特許 ｴ ｦｾ 660 

89並足

伊丹式パー

ケッ ト リー | 檎

( 簡易寄木)

阪材料

特許第6589

1DJA同62451

密主 フローロ

y グ プ ロツ | 橋

F コ Y ? 9  

ート 床 板上

に張込み

官 ｉ 応ＺｑｾＱ￯￭Ｚ
の1f 木 |尚l

而叉 11. 純

主 御t:( み

の御殺到

間百iiiI1 ｾ＠
施 工 す

特 lこ乾燥力11工完会: f . 1I

冗 よ|貯 接:ri 、王子滑

る材;j 'Jf ｾＱ 証 ＺＩＱ｝するた ｼ

8分の 3吋 |め施 工 制 時 どな LI 食堂 、銀銭停 に 過 す

仕上り ｼ 飽 ｾ ＢＵ たお向 に 仕 ｈ ・
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砂i館 市復 興に闘 し;本協合 It 下記 の泊 4 月12 日mt'1

旬、i主に よりt r ; 議を な したり

画館市復興に 隠す る件

去 月 2 1 日商 館市大 火 に5討す る附 F の御 心5F iI 多

大 な りと存 し透 か に敬 意 を表す ると共 に夙 に之 か

復 興に主主して 絡段 の施 設 を 議せられつつありと PIJ

き 邦家並 に 市民 の ｾ 御 同 腹 歪 般 に 存 依

i/&"去 の災 ti の獄 況 に鑑み防 火地 図 特に相 '1:;j 厚み を

ギ了 する ，m閉式防火地区の 必 要 なる 1t級 めて 明瞭 な

り と 存 依髭来 Ｚ し 之 を 閑 却し Ｑ Ｑ Ｑ Ｎ に 路線式防 火 地 ｉ ［ｲ ｲｾ は

民 路、公 開 、道 路 の新 設披 張 のみ を以 て彼! l lJ の骨

子 とせ らるる こ とあ らは: rrひ同級 の災符 をtc起 す

るも f，i< ｌ 革 Ａ ￊ 告 に イ ナ 、 ｴ 限 ｅ 耳昔 ｾ ｾ ｮ ＺＱ こ ｴ［ ｴＺ リ て ＱＱ シ ピ ック

セゾ Ｙｬ Ｍ ｝ｊｌＮ 中火酪 ｪ 業区 に Ｑ Ｇ｝ し て 数ケ 所 の ｾ ξ Ｑ｜ ＧＱＱ 式 防

火地阪 を設 定す るこ とを以 で災ih・防備 I) .j't子 とせ

きる可 か らすと存候

限｝ 下 に 於かれて ｉ ｪＺ ｾ に 充分 なる 御研究 の ｊ Ｚ ， 右 に 針

す る 施設 御 言問 ｅ 中 の 司 王と 存 候 Ｑｾ ｊ 共 ｊ Ｎｴ の 必要 性 と重

大 性 lく鐙 み此段及建議候也

昭和9 年4月12 日

nH:図法人日 本 ill 築 協合令長

工事博士 片岡 安

北海 道総 長官 佐 上信ー閣下

f量 員 曾

報

1 塗 接競技合 に審査員選出方 の件( 可決〉

1 グ Y ロツ 7 5盤訣株式合枇工場 見与 の件( 可 決〉

1 春 季大1予報 告 の件( 可決〉

l 雑 誌 印刷契約 に闘す る件 ( 主計 ・編純 一任〉

1  mr : 討伐告募集 に闘す る件〈未決定〉

Ｑ 家 具［ｊＺｾ飾 設 昔 ｼ 肉 祭慰 ・ＱＺＱＺ ・募 集に 闘 す る 件Ｈ 修疋未

}j .と〕

1 合 員詮 衡

報 告

1  2 月分 合 計報 告

l 恭 季大合委 員合 紹過報告

1 互 の家設計懸r.t u;. n案稼査 報告

l 建 築材料陳列場 幹 事合終 過 報告

1 合 貝委 員合委員長 1土幹Zl Ht，、喝 の1' 1'

l 匙 築 集合寄 贈 「閤立公悶 l てmつは11I、庭」 のまE築

設 計 四 家集 のf't.

常 務 曾 ( 第 7 凶〉

日 時 4 月2 口午後6時5分 一7時30.i}

舎 揚 : m築倶集部別案

出 席 者 銀事 片岡 、u野 、松祭

!ii t弔 問対l

常務 井 ! 、Tl IJ7j(、 平 塚、新お

議 事

常 務 曾 〈第六凶) :  1 陳 列場 幹 事舎 に於 て 綜合瑚録作成計 需 に闘す る

日 時 3 月19 日午後6時 15分 - 8時30分 j  件( 可決〉

合 場 : m築{ 兵築 部別 $ ( 得、政幹事長 出席協議 jlleに報告〉

出席者 王 里 ｮ ｾ ｵ 野 、 松ｾ ;  1 建築 倶築部維 持 に闘す る件( 再考〉

政事 阿 部 ( 岡郊代表者 設 明〉

常 務 今 林、 粉 、中部 、清水 、鈴 木 、:lji ;  1 材 料委 員合附託 の塗 装 競技 合 符査 員殻選 の件 (

塚 、秋問 、新名 、小笠 原設備否n長 j  可決〉

議 事 1 終 身 1'i D)J 員桐回登 氏死亡 に付問 賛助員を桐回商

1 コ y クリート l'i e給 設備研究 の判〈可決 ) ( 提案者 : 合名 義 にて綴綴 方願 出に仰 す る回答案 の件( 可

小 笠 原鈎氏出席説 明) 決〉

Ｑ 大美野位 宅博 に 付関西 土地 合 最 上 より 出 品者 に ｾｴ :  1 敦化委員令よ り座談合開催 にイサ絞 資要求 の件 〈

す る米 協合 IC闘す る件( 可決〕 再 考〉

ｬ 災 符弧皮 委 員合 より 要 求 に 係 る ｾ ｮ Ｑ 名東京へ ［ 1 材 料委 員合よ り材料貸 地 見 撃 に付怒 v ( 要求 の{牛

涼 泣 の件〈僚 件付可決) :  ( 可 決〉

l 災害 強 度委 員合 より要求 に係 る委只J8貝方 のn 1 函 館市大火 災に付災筈温度委 員合よ P 妥貝' e f 地

( 可 決 ) ｾ＠ 汲芯方要求 に闘する件( 否決〉

v  1 1 2  



1  "  r市街地建築物法令J 第 4 版刊行の件〈可決〉

l 藤山工業阿害官官より「叙位宅問家集 J 1 部寄 贈

FiJi 出の件( 勝入方 に霊登夏〉

1 合員詮 衡

報 告

1 術品質却 の件

l 災f引足度委員合要求 の委 只 l 名東京 へi民治の件

常務曾 Ｈ封 ｾ Ｘ 凶〉

日 時 4月11日午後6時20分 - 8時 10分

合 場 建 築 倶 楽 部 別 家

合 場 建 築 倶 楽 部

出 席 者 伊 藤重雄氏外 76名

l 午後 6 時 15分松室則合長閑舎 を宜し講演者京都

子育園大事教授工事博士天沼俊一段を紹介し間滞

士は左 のl's(題 の下に室生寺に歪る 行路 より設き

すiTめ詳細約 2 時r: nに立る長講演あ り〈 出席合員

に参考問問付〉

右講演舎を終り質問 の後松家高IJ 合長より謝僻あ

り出 l宿舎貝一同 拍手を以て謝窓を表 L散舎を告

げたり

函 館市火災視察講演 曾

出席者王' l ! $ - Ｚ￟野 、 松ｾ ! 日 時 4月14 日午後6時30分 - 9時20分

常 務 今 林、弁 1-. 、浦 、中湾、清水 、鈴 j 舎 場 建 築 倶 楽 部

木、平塚 、秋田 、加藤、新名 、鳥 ; 出 席 者 荒 尾保衛氏外43名

井都市 昔 ｉ Ｎｾｦｴ 委 員長 1 午後 6 時30分開令松笠間合長より只今か ら函 館

議 事 。 市大災Ｇｊ［ｾ地 親密集の講 演舎を関〈旨及預て御 ｩ ｩｉｩ 知

1  ｩ＾ ￭ｩｦ￳ｲ 市街興 に闘し 北海 泌総長ｾ ￍｦ に 建設 の 件Ｈ修

克可決〕

1 都市武装促進委員合委日 J 仲良の件( 可 決〉

報 告

ｬ 建築材 料陳列揚給ｻ士 ｬ 名採用の ｦｾＡ

l 南側市大火災1宅地税務3阿部合問 1111の件

1 都市武装促進委員合事務分携帯i 告

l 支の家設計闘案懸賞1JJ*悶!J i ! の件

1  3 月分合計報告

3 月 例 曾

日 時 3 月20日午後6時30分- 9時

令 場 建 築倶祭部

出席者 松雪量重光氏外40名

午後 Ｖ 時 Ｓ Ｐ 分 開令先づ松ｾｉｩ｜ｉ ｊ 令長より開舎 の 鮮

として防火 に闘 し筒恕な る意見 を述ペ次で小笠原

創氏よ り講演者能美 総一氏 の自在隠 より 斯界権威者

なるととを紹介して愈々能美氏演担に立ち左の演

題の下に 1 時間牛後 の長調理獄あり

ピル内 の火災報知機 に就いて

附 自働火災軍事報装 置

右終りて松室 高IJ 合長 よりWrl i演説I紐の挨拶あり次

の計時前者巾 の'D:; 士阿 :ifx- 氏 は病気 の気之 れを かL

〈旨を述 べ鱗百賞者鳥井信氏を紹介す

同氏 l"t i在にl'sI岐 に立ち左 の演題 の 下に詳細熱心、

に青持続のｪ［｜￭｝ｾによりが ， Ｒ 時日 ｴ｝ に亘る講演 あり て

降壊、額々 の質問懸主宰の後退席せらる時に午後

B時20分

函官官大火災1聖地視察談

都市計強大阪地方要員合技師 鳥 井 信 氏

1 * で 5 分間休E自の後松霊前j 合長・より中日程誠一郎

氏を紹介し! 司氏は鳥井氏講演以外の視察談を試

みたき旨を問l i 1 { に迷ぺ是亦熱心なる親祭及感想

に付て鱗蹟ありて降壇質問ｾ答あり時 に Ｙ 時 ＱＰ

分

函館大火災3型地視察談

大阪府建築課長 中海誠一郎 氏

Ｑ 右終って松 ｾｉｩ｜ｉ ｊ 令 長 より謝僻あり一同拍手を以

て之 に 和し滞在定者 に封 ｌｾ 射程 の 窓を表し松家耳 ＱＩ

令長閑舎 の 旨を告げ散合したり時に午後 9 時20

分

( 本日 の罰事前は速記したるを以て後日首協合後

行 雑誌にて liit 表の玉虫定 な1) )

で活動潟民 のI!J住民 に移り 波 館、客 側、世界一周等 i 都市計童委員曾 〈第 7 回〉

の政認の後松室Ii¥I J合長よ P 閉合を告げ i放令 した り ! 日 時 4月6 日午 後6時20分 ー7時30分

時に午後 9 時 i 合 場 建 築 倶 築 部

室生寺に 閲する議演曾 ; 出席者 委 員 長 鳥 井

日 時 "4月10 日午 後6時 15分 一同8時 j  斡 本 二北 塩
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委 員 事 多 村、得、政 、戸書夜 、f宇野、爾

凸

・.
IY I  

l 函館市大火 ( 3月21 日午後6時勃災〉に 付鳥井委

ｲ ｵ ミ ｾＱＧｬ 地 路査 の 結果次のＧＱ ｐ ￭Ｇｬ に イ 、 ｪ 務りた し

4袋9耳に闘 し北海m艇 に (f< つ J 起案 きれし pj 火施

設は言1<11l: /.;- 係 りに決少 に L -7 今少し術大さ れし

案を研究して成案 を収録め道線へ建議 す る こと

来る 13日( 令〉迄に 草案〔鳥井委 員長持参 の筈〉を

1  ｾ｝ て 協 議す る こ と ｌ す

緊急都市計釜委員曾 ( 第 8 白1)

日 時 4月 10 日午後6時 15分 ー7時

合 場 建築材料陳列揚別室

出席者 委員長 鳥井

幹 事 伊 東、北沼

委 員 1*{ 政 、戸塚 、伴野

1 午 後6 時 15分鳥井委員長座長と な り開合

l 鳥井蚕 員長よ り函館市大火災 に付今回官命を帯

び1'1: 地 視察したりとて大火災!Ik況の概略を話し

就 ては該 市の彼輿雪151Eに付' 討委員合より日路 に

建議すべ き要を認、め其往議案作成 I亡腕し緊急、賞

委員舎を 防j きたリ とて 倒合理由 の旨克 明あ日

l 次 で 同委 員長起案に係 る建議案 に付協議 の上別

紙 の沼決定 し令長に報告する ζ と，と な る

都市計重委員曾 〈完 ｾＹ 凹〉

日 時 4月17日午後6時20分- 9時

令 揚 建 築 材 料陳列揚別室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 北 垣

委 員 喜多村、株原 、得、E士、戸段 、吉岡

1 午後6時20分鳥井委 員長座長 となり 閃曾

鳥井妥 員長より次 の報告あ り
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前 回安員合 lく於 て決議 したる l平1'171'(市大火災 に闘

し其彼興計部 にH北海道総長 'lf にill 議 乃件 /t 常

務舎 に報告 し該合 に於 て月IJ紙 プ'.) iffi 修疋を加へ直

lこ潟 反電報を 以て不取敢 ili 議 をγ したる こと

l 次 に祁市武技 1: 闘し今日 迄研究し たる 下記事項

/t 今回協 令に都市武装促准委 只合が特設され た

るを以 て該合調ヨ' 1: 1:11に号i綴 ぎをなす よと i 決定

ｬ 防 火防ＦＮ 住者 ｾ ＢＩ 促進助 成

l  防火地1&の術 大

l 避雛設備 lk避難道路 ノノ選 定次設位

1 環欣放射公間道路の設置

l  従っ て委員舎 は 7 月 下旬 IfJj g ) i 慣習終了: i %はち理後

事項 のな き限り休合す ると とを申 合 す

! 大阪際前整理事業促進 に関 しては早速具偲案を

作成し釘局へ隙情す ること L な り委 員長手許 に

於 て起 案し閥ｾ ti!iJ 'r 行 に付て l士号5員長、幹事 lて一

任す ると とに決 定

向 )Jij 主主 に右陳情案に3討す る世論を 喚起 すべ < J民

方 法 も考慮す るこ とを申合す

i金制委員曾 ( 第 5 凶〉

日 時 4 月 19 日午後6時30分 - 9時30分

合 場 建築材料陳列揚別室

出 席 者 委 員 長 湾 問

幹 事 玉 置、.ltp井

委 員 石川、武田、 氷瀬、山 口

1 委 員長 より前々合〈前舎 は流合〉の経過報告を な

し; 本夕 /::: 狩ii!J/. M臣、京都府よ り夫 々送付あ りたる

m築 代願人取締規J ¥IJに千j 研究す るこ とλ し協議

に入 る

1 長時間に 亘り 種々意見 の交換を なしたる 結果此

の問題 は遺て機合を見て更 に研究す るこ とと し

一先づ此依保招ず ると ととす

1 1; トI司法規研究 の鴛分科を設く ると とを申合す

分科委員 の人選 は玉置幹事に一任主決定

ｬ 質疑ＶＡＡＮ｜答問題 Ｒ 問 に到 して は例 Ｑ ｾ Ｑ ｴ＼ り府 の 建築

課に御願ひす る ζ とと す

教化委員禽 ( 第 2 回〉

日 時 3月29 日午後6時30分 - 9時50分

合 場 建 築 倶 祭 部 別 室

出席者 安 員長 古字 問

幹 事 姫 野

委員酒 井 、 ｾ ｾ干 、 篠原 、 ｩｦＺｪ 木 、 永津

l  午 後6時30分古宇問委員長 座長 とな日 DlJ舎

ｬ 昨年 来 ＿ Ｚ Ｑ ・ ＱＺＺ 員合に於 て詞 ｾを進めし

女子中等諸232校 の家事科教材中 r {主肘」 に

仰すゐ 問題

/'1 各製校 の凹終; も蒐集 したるに よ りがI進んで診:

微 i;;r t1: t11Ii とのr4t 談合 開イIII 計負 l亡付協議を な し;嬰

JT U u) 油決定 す

時 期 5月6 日日限日

案内 1比五主主主允

母島 校 範 園 前 に 照 合 し た る 107校全部



午前に於て 貨物住宅( 大体義雄氏$ ? ) の・ 1 1苫委員舎 の既往遂行未途行研究事項調表: 'L"t本タ

見母性 各委員 に ｉＧｩｾ付す〈絞席者にな附 のこと 〉

午後に於て 沌談合開催

経 費 概 算 総似合60却 の王監定 材料委員曾 ( 第 2 回〕

以と舎長に要求 〈別紙 のi血〉す るこ と

其他 の計盤は幹事に一任とす

姫野、本l同幹事、i l ' i ) j : 委員 の 3 名 により 成案を

なす こ止

成案次第賞受員 合 主聞く 4 と

i 次に今秋暴行計王監ノJ 文部 省主催 。l ' t 業教育50周

年記念事業に闘 L 高木委員より tl 業率務局長 の

談主 して針重大綱 に付報 告あり

本伴に就ては幹事 :1 ｾ無論 ｄ こと 各委員 に 於 ても

考慮せられたく委員長より希望あ り

1 銃往 に於 ける本委員合 の遂行事項 に付 ては 之 を i

謄 it の上各委員に町付 し研究事項考般に参考と

なすニとに 決 定せり

事主化案負曾 0 &3 回〉

日 時 4月 13日午後6時30分 - 8時30分

合 揚 建 築 材料陳列場別案

出席者 委 員 長 古 字 国

幹 事 姫 野

委 員 伊東、篠原、永樽

l 午 後6時30分古字国委員長座長とな P 闘曾

1 前問 委員舎 に於て 決議 の上常務舎に報告湾要求

したる伎 に闘する中等程度女暴校家事科主主師座

談曾開催計食に付常務曾より具f量的提案方 回 答

あ りしを以て之が具位案其他 に付協議した〈本

日臨時委員舎関合したる旨委員長 より説明あ り

i 夫より協議に入り先づ西谷書記より常務曾の怠

織 を聴 取 したる 後協議 士進め姫fl・幹事草案 の下

に 別紙 の 通常ｾ合 提出案 の 成案 を得た り

伶右提出家は姫野鈴事常・5事舎 に出席し設明 をな

す ことに決定せリ

l 次 に中等程度女拳校君主4i-科 の使用 せる教科 書に 。

イナ調査す る必要ありとて在来寄贈 を受けたる 敬

科 書に付制査を進 めた る結果汎〈 語文科書>u: 泉 の

上調査するとと ｌ なｾＡｬ運行所に望号して寄贈方を

申込むことに決定

( 強行見fr の取調べ は昨年撃絞凶谷;に よる 、こと〉

伺現在寄贈ある数科書 4 部 11各委員持ち織り取

調べ の上次回委霞舎 に持寄る ζ とを申合す

日 時 2 月7 日午後6時30分 - 9時

合 場 建築材料陳列揚

幹 事 松久保

委員 楠 瀬、作! 旬 、南'i JN; j ，諮 問、吉本

1 委員長東京出援 ノコ銘紙席せられ本年度 D 調査 研

究方針空F香 き主主られたり

1 松久保幹事座長 となり 開合

先づ木材の市初寸法調査 より 着手す ることを 巾

合せ右に闘し;節 窓々見 を交換した る結果依頼放

を各関係方面に後迭し木 例・市場既成品呼務:tt同

寸法、品等 のま見絡書 士取り纏め其 の上 にて 更 に

研究す ること L す

本委員舎 としては 「日本態築協曾規|各番J とも

云」、べき ものをj J ，iJJ e: し凡 てを 統ーする迄 に主主み

皮き考へで相' i ! i ・図憾なることは濠怨せ られるが

委員舎として は主主慮迄ゃるのが理想 であるとの

意見一致せり

1 鳥取l隊、笈 知県革、兵庫l際、和歌山県長、岐阜l線、

北海道 .:t U に木 材の; 綴絡寸法 を制定し居れり

以 上は楠瀬 、 滋回附委員に於て府の庶務課 担 ｾ ｊＱｴ

採に付調査を依鎖す

材料委員曾 〈第 3 回〉

日 時 2月2! 日午後6時30分 - 8時 10分

合 場 材 料 陳 列 場 別 室

出 席 者 委 員 長 池 関

幹 事 松 久 保

委 員 楠 瀬 、 阪 口 、 作 問 、高問、 道図

吉本

l 午後6時3: : 1分委員長座長となりて開 合す

1 先づ前回 D 委員舎 のヰi 合 せに 依り各方面 に後 逸

せし依額I f *に翁し本日 j主に迭付あ P たる夫 々の

規俗書 を凶貨 に{ j キせり

l 以上規 陥書 士参考 として従来用び られて居る市

場木材 '/) 稼呼並寸法等 がよ艮たして食際 に!l[lして

遡嘗なりや否や を研究す る三と L し大荻省管鱗

管財局 ノJ ものと 大阪府告示 。木材正量検査規. f ! ll

とを ｾｴ 照して制査 に 完苦手することにして は 如何

との設ありしも爾者 の務呼に非常なる相逮あり
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全国的統一を計るを以て本委員舎 の最 後の 目 的 ! 慈 し( 出帯 無き 531百四 !て引僚主道問委員作成乃

とな す も賞初 よりか L る計鐙をな すは中目嘗困難 ; 案 に付 協議し修正 を加へたり

に付先つ関西方面だ けで統ーする ζ と L す 1 来る 4月7 日ダン ロッ プゴム株式合員土工場 。見 撃

l 依って大阪府のも のに付最初研究する ζ と L し ; を申合す

本委員合中 に小委員合 を設け詳細 なる調査を 依

ti1する ζ と L し下記 の 3 氏 に委 員長よ P 依 頼 せ : 材料委員曾 〈第 6回〉

ｾ＠ : 日 時 4月4 日午後6時30分 - 8時

松久保幹事、高問委 員、諮問委員 ［ 合揚建 築 依然 Ｑｾ 告 別室

ｬ 的第 Ｑ 回 の 合合 の際 申合 せたる 泊りｾ腐ｾ 、 ェ・出席者 委 員 補獄、小西 、高問 、諮問 、吉本

レク ト ロ ー ド に 闘す る翻査研究も 次凶 より 開始 Ｑ 本タ ＱＱ 委 員長幹事共 に 欽ｊｦｦ， のｾ め議 ｾ ｬｾ を 進 め ず

す るとと L せ り :  種 々意見 の交換 に止めたり

l 次 凶定例日に は大阪材木尚同業組合より役員の

材料委員曾 ( 第 4 回) ｾ＠ 方 に出席 をJ邸ふ右京松久保幹事 に依 ti i ナ る ζ とを

日 時 3月7日午後7時 - 9時40分 a  申合す

'st 場 建築 倶楽部別室 1 前凶 q:1合せたる ダンロップ談談株式合長1:工揚見

出席者 委員長 池田 :  撃 のイヰは常務合 に報告 し其 の7jl( N辺、を 得 たるも先

幹 事 松 久保 j  方 の都合にて 20日以後にせられ たき旨 M谷あり

委 員 楠 瀬、正: ，問、 治問 、吉本 ;  たる事を設記よ D報 告 し這て先方の部合宜しき

l 端柄材寸法改E の希望 に闘し大阪材 木尚 同 業 組 : 日に見撃を なす惑を申合せた り

合 より一皮然る百J き人 に本委員合開 !1ft 日に 出席

を願 ひ種 意々見 を求めでは如何と の窓見一致 し : 材料委員曾 〈第 7 回〕

同組合に依 頼放 をき豊迭す るとと L す ; 日 時 4 月 18日午 後6時3C分 - 8時50分

1，'，Y諮問委員作成 D案 を本安貝合 の家として協議: 合 揚 主主築材料隙列易J) IJ室

するｾ本夕 は 先づ 該 案 に イ 、 ｪ 研究 をな す ・出 席 者 委 員 長 池悶

l 滋 而 工場見J :T-' /J 計輩ありし蕗来る 17日(. : l ..) ; ¥' ; づ: 幹 事 松 久保

第 1 凹としてぬ回硝子工場' ; ) 見墜 をな す こ と を ' 委 員 ノj、凶、阪μ 、作 HiJ 、高閥 、治! 日

申合せ たり ;  吉本

( 17日午 後 2 時匙築倶楽部参集一同揃って 出 : 大 阪材木前向業組合 :#1，野 、木 本

畿 のこと) 1  6 時30分開合委員長 より先づ本タ大阪材木 尚!iIJ

ｉ ｾ 湾総督府管 休 ｪ 斤より迭 付あ りたる 規絡ｩＡ ｦ ， ょ予 ｦ j  業組合より本委員 舎に御列席 を願 ひたる森野、

nU! にして各委 員に送付す る ζ と i  木本爾氏 に封し謝僻を主sべ同時 に本委貝台本 ;1三

皮 の調査研究計: i l l 2え希望書宇 土説明 し供給者 flllJ と

材料委員曾 〈第 5回) 需要 者。 ｉｾ と の 立場 に 於 ける Ｑｍ Ａ 蹴Ａ尽き意見 の 交 換

日 時 3月22日午後6時 10分 - 81時40分 }  を希望ナと のili J提 の下に懇談 に入 る

合 揚 建築材料陳列揚別室 l 委員 側の質問 に封ナる組合 sIIJ の凶答汰夫れに側

出信者 委 員 長 池田 :  聯ずる種々な る設明は大略別記 の1r I ! り( 池問委

幹 事 松 久 保 I  員長記J

委 員 楠獄、阪口 、向問 、諮 問、吉本 1 種 々懇談 の結 巣市袈者側に あ る各 有力 なる倒的.

l 令長 より 本委員舎 に釘し附託されたる塗袋競技。 が格 1乎寸法空宇土 充分 に研究し たる紡泉之 を決定

合審査 員選定 の件 に闘 し協議の結果下 ii B 'つ;rI! 15 :  し夏めて 材木尚同業 Ht { S と協議士重ね 相方が歩

氏 を選 定し令長宛報告す るとと A せりく略) ｾ＠ み寄り結局に於 て一致駄を 見出す様努 力す るコj -;

1 本 夕 大 阪材木商同業組合 より役員 の方に 出席 を : が最 も泡'iii" なる方法で はなからうかとの紡 論 乞

願 び 種 々打合せをなす官級定なりし慮先方 の都合 i 得 た り
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災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 3 回〉

日 時 Ｔ 月 Ｑ Ｒ 日午後 Ｖ 時 ＴＰ 分 Ｍ Ｙ 時 Ｓ ｾ 分

合 場 建 築 似 楽 部 月IJ 宗

出 席 者 委 員 長 波 江

幹 事 銀 問

委 員 佐 野、谷 . 鳥井、 三浦、矢印、

山田

l 午後6時40分 波 江 委 員 長 岐 長 となり UM合

l 型 枠に潤 しては 各 委員 ノコ拠出諭 え を取 縦 めるこ

止に 決 し三 浦、篠 原、雨委員 に於て 数百n反酒め

ること L な し今日 迄 に 蒐 集 。論文: ;よ 協合より前

記璃委員 。手許へ主主附す ることとす

l 石垣 ノコ炎 料 [土次 I!! I委員 舎 に持 ち 寄 りを ヰl 合 ナ

l 近畿 防ZE演 習 に仰する 木 原大尉 ノコ講演巾要項を

.s. 委 員 に配布す るこ と

l 前年皮研究辺自コ y ク リー ト、鈴 接 ごう吋 しては

i逐次 研究 を進 める 4 とを 申合す

1 作I古r委員合 第2分 科 〈地盤修E曲、 防空演習〉

奈 良 中 左 記 委員 は未 だ 都 市武 装 促 進 委 員 合 委 員

に あ らざるに付 依喝方を問委員長 に要 求 す るこ

とに決 定

三浦 向 史 氏 、 山 国誠氏

l 本夕佐 野 委 員 より分娩 の 「型枠 D 存琶湖I l i JJ 原

稿鉱山 あり j溶箆の上各委員 に配付す ること

主主傭蚕員曾 ( 第 5 回 )

IJ 時 3 月28日午後6時30分 - 8時 10分

令 場 建 築 俄 然 部 別吉区

IH席 者 餐 員 長 小 笠 原

再 委 員 酋 村、信 井 、政 l湖、村 悶

l  午 後6時 30分 小 笠 原 委 員 長 座 長 とな り闘舎

l  昨 年 l 月7 日設備委員舎 に於 て決議 したる 研究泡

目の中下記 の項 に付 研 究 を遜 む るニと L し研 究

に入る

〈ロ〉リベツ チ y グ、 ミキサーJ t f也工 事 ヒの騒 音

防止 に閲 す るi設 fili

1 先づ工事に於 て駿音を生ずるもノJ は

ミキサ ー、 杭 打、リ ペツ チ y グ、 ウイ ンチ ー、

の類なり

此 の騒 著 防止 は如 何にす るか

l  ミキサー は 会 部 を 適t吉に被覆するか

一方に コ y タ リート 配 給 所問題解決すれば自

然消 滅 す

2 ;抗打 は 目ド の島 良 法 な し

3 リペ ツチングはポ ーテー プノι ノ〉 ノ、イドロロッ

クにする か大 位 今 後 はf記録鈴接にす れば.tえい

と思』、

Ｔ ゥヰ ン チ は 泡 ￭ｾ ｟｜Ｂ なる カ パ ー を 設〈 るか

大位以上空宇の方法 よりなしと 思 はる L が更 に次

1" 1に引絞 き 研 究 し革JJ 論を 得 る絞に す るよとを 申

合 す

段 備 委 員 曾 ( 第 6 回 )

11 時 Ｔ 月 ｉ ｉ ＱＱ 午後 Ｖ￟ｾ ＳＰ 分 ＸＱ 寺 ＳＰ 分

合 場 建築材 料 陳 列揚 別主主

出 席 者 委 員 長 小 笠Jh[

幹 部 伊 東、松 井

委 日 西 村、格J I -

l 本夕 は 出席者少数 /) 潟 確 定 議 を得ず骨子商 工、1i- に

腕す るf ! ( :々 金見 。交換 をなしたり

l 次 I!! I更 に協議をなす ζ と λ し各員 に) Mし沼知欣

を護 送 す ること L す

l 西村委只 よリ 「峨矢板と ウオールケーソ y との

場 合 の償給比較」 表続 出 せら れたり依っ て之 を

育? 事長 とし各 員 に配布する こと L す

l 次 凶 委 員 合 ( 4 月25 日〉に は臨時委員 、並 に1接

面l合最l の方 々にも Il:iJt を願 ふ とと

設備ｾ員曾分科曾 〈 第 Ｑ 回 Ｉ

日 時 午 後6時30分 一 同B痔

舎 場 建 築 倶楽部 別家

出 席 者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 噌 井

委 員 西 村、政 問 、加 藤、黒田 、阪口

志 岐 . 鈴 木、森 01

l 午 後6時30分 小笠 原 委 員 長 座 長 と な り 闘 合

先 づ小 笠 原 委員 長 より

本 夕 は御多用中 の蕗 繰 合せ御 出 席 ドされしこと

を謝 し混i疑土 配 給[fr 設置 に闘 し研究 を進めたく

嘗 分 科 舎 を設け ました

本 分科 合 は設備委員 舎 に於 て 工 事 現 場 。滋 普 防

j トー問 題 にイナ研究 に際 し混 凝 土の配 給 所 設 置 必 袈

問題が起り最早宇都市 の工 事 場 に於ては か L る

設備 の 必要切 なる 宇 に 思 は れたるｾ早速常務 舎

に 提案し て 其 承認 、 を待て ｾ ｉ Ｚ 遁 Ｒ 草分 科曾 を設 け ま

した次第で 研究 の結巣によ り可成実現 さし た く

f  17 v  



五互 にI昆凝土士一番多〈 臥リIJ す る 請 負 業 。御 方 で

1'1: 地経 験 に言f む方々ノノ御 研 究 主躯1ひた 〈千村立 に

御 Ｇ［Ｚ ｉｉｉＧｉＺｾ 与を劇ふ次第で あり ます委員中に は ｩ 徐程研

従 きれ て居 らる ｾ }j t 九り ます から 其 /) 御芯. 見

士 聴き日干う ｾ ＲＺＺ 主主 めれい ｌ イＨ Ｍ じ ます

作 f)'[ ノ2 御 意 見 土手|総 し /二 し

I K委 員の意 見

現 在 に於 て iニliPキIJ 等 法 総 ぷ り_[ .tト1- _: 支障多〈 経

済 界 ノe>! f k 態と共 にl甚だ凶っ て居る もの で{ 廷でコー

恨 1-_ 無 到が生 ず る次第で此 心配 給Jfr /コt主現す る

こ止 は1主に著書事 。王里恕であ り又 建 築 界 経 史 的 に

革命 で あ る と思」 、 、 自分 の 考へでＮ ニ 品 ｾｩ 負業者 に

は 恐 ら 〈反封す る も ＰＱＱ 少 なからむ 、 ｾ するに

結構 な こ ルで謹 んで委 日舎 に出 席 し穴る 次 第で

キJ る

大衆的 に 長 ｾｉｊ に 研究し ｴｴ 引 させ たい と 思 ＮＮＮ［ｾ

f，'，j各委員ノ〉意 見 渡ヨくありて大位 1- 於 f 全 委 員1'r

現 賛 成 設 なリ

l 次 で森山委員より別表〈掲載略〉ノJ セ メ 〉 トi史外l

ii!: に付 設 明 あり

件J l 也間宮彦委 員 i土出席不能 に1ナ香田Iに て:怠見提

出 あ 1) しを以て委員長之 士、Fl A告 す

ｬ 次 ｉ て Ｑ ＭＧ 記 乃 ｾＺｉ ＮＺＧｉｩ に ｻナ Ｚ ｾ見 交 換あり て 次凶持寄リ

円決 定す

ｬ 供 給 を受くる大阪市内建築ｾ揚ｊｩ ｊ の 泌磁 土 総

抵 の調 査

( 次 I!!I 委 員 合 .こ 作委 只 持寄り のこと 〉

2 次 1[ 11委 員舎 に は向一機 1; ，氾D 問 題 を研究する

乙 とを 中 合す

経聖子即 ち配給Jfr 設 ill. / ) 利吉; . 附 f>tミ を支 に 研 究

すること

1  1: ¥"分科D 定 例 合合 円 士 1; ，i1:l ノ' ) !1f.J ｾｉｬ 合 せ を な す

者手迦 令限日午後5時半

敵備委 員曾分科書 ｾ ( 第 2 回 〉

日 時 4 月 13 日午 後6R:f 3 0分 一同 B時4 0分

合 場 建 築 倶 楽部別 保

出席者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 伊 東

ヨ 委員政問 、 村野 、 ｷ｡ 握、知 ｉ￟ 案 、 ，ｾ悶

阪口 、芯自主、永 湾、 森 山、

浅野 セメ Y ト合枇只

l 前 位l の Et 合せに依り 大 阪市内 の ill 築 現 場 に使用

す る コ './ ? 9 ー トの総祉に闘し 二三 妥 員 よ り 淵

v  1- 1  e  

査報告あ りたワ

1  ｉＧｩ ｾ 給 に ｎＮＺ ｴｈ す る トラックの問題 に 付 ては〈 現 ＨＱＺ

l  ト テ ツク が Ｓｾ 絞め るも の ー と す れは Ｓ 合のコ

〉タ リート しか述 搬 出 来 ない〉般 に 1 日約20主ド

除のコ ン? 9 ート 士必要と す れば共 D 際 トラッ

ク 士連 総 (I"J Iて( 8i Hl l位毎〉連判せなければな ら

ない結果と なる

ｬ 税 扱 ＱＺ 於 て Ｔ Ｕ 切 を 打 卜 けるに ｾ す る時 ｉ ｬ 日 は約 Ｖ

分 なり 、 I比主鈴 lにこは 6 分 y乃b至 8 分 毎 に ト7 ツF の

j到到到可IJj荒音 を3嬰zす且 つE税k見v場易lにて l口t ト? ヅ夕 の l出H入に キ相目訴

の揚A所1庁「 を主袈Eす

1  1 日に使用するコ ンク リート の量生 15つ立併と

して トラッ ク l 廷 が ! 日 12回運搬す るもの とす

れば約 12忍 士要 す

l 材 料 !5 日分 ノコ ス トッタ に 必 要 な る 地所 は約

Ｓ ， ＰＰＰ 主 ｬｩ ｾ ｾ す る 砂 、 砂利の コ ン ビがうま 〈 行 け

lゴ多少主F数 .1減少す るかも知1れない成る ベ 〈狭

〈高〈設備す る要 あ り

I *. 凶の研究問題左 のj[J

( 1) 運搬 j 目トラック は如 何 なるものを使用 す る

が泡 常 な るか

( 2) 配 給 所 の 敷 地 rllJ 題 に付 て

( 3) コ ンクリ ート の ミキシ ングの方法に付 て

設 備 委 員 曾 分 斜 曾 〈第 3 回 J

日 時 4 月2 0日午後6時 5 0分 一 同9時

合場建築倶楽部別ｾ

出 席 者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 { J f );j[

委 口 裕 勝、志 岐、森山

1 午 後 6 時 50分 小 笠 原 委 員長座長となり捌曾

委 員長より本タ は出席者 少 数 な る は 甚 だ泣憾 な

るも 前 | 叫腕従事項 に付 再 研 究 をな し都合により

ては術 進 ん で 前 l叫li1題 の 研 究 事 項に付 研 究 し た

しと前提し研究 に 入 り し が、ilii 血lの研 究 事 項 再

研 究 に終り散合したり

l 次副首分科舎は 5 月 4 日( 金〉凶舎 のこ とに Ftl 合

す 、何 某際 鈴木 委 員 には是非出 席 をil ! i ">、と と

住 宅 委 員 曾 〈第 4 回 〉

日 時 4 月18 日午 後7時 10分 倒合- Ifi J 9時 間 合

合 級 建 築 倶 楽 部 別 市

出 席 者 委 員 長 武 閉



幹 事 小 川 傷 、 滑 山

委 員 赤 松、 小 川 、 問 本、 問問 、 小 林

三 木

Ｑ 午後 Ｗ 時 ＱＰ 分武悶 ｾｮ 長座長と な り附合

l 本 委 員 舎 は '，;:¥''W) よ日座談合 の形 式 で 住 宅 に 闘 し

研究を遜め令只にも随 Ｚ む参加 を ｾ裂す る旨雑誌

にも合告してある関係 ｬ Ｇ 此 のｾ絞 Ｑ t雑誌により

後 表 す る 必 要 J ' 、速記者似: 川 企殺事者合 に提 案 す

るとと にfj ，とし早速手綴 をとることとなる

i 次 に本タ主題「防鼠』の研究に入リ Jt 方 法 、f簿記去 、

設備 、 器械ｾよ ｄ 順次各只のＺ￺Ｚ見後手 ｡ 研究 を

なすＨ合誌にす Ｑ 納古車表のｬＡＡｾ定〉

( 特 設〉建 築 曾 鎗 委 員 曾 ( 第 3 回 )

日 時 4月9 日午後6時 10分 - 7時

合場建築材料 陳列場別ｾｾ

出 席 者 委 只 長 安 井

幹 事 阪 口

委員竹版 、 ￭ ｾｴ 敬 、 ＱＱＡｩ江 、 森本

Ｑ 牛後 Ｖ 時 ＱＰ 分安井 ｾ 只長 ｄｩ ｪ 舎 を宜 ｌ￐ｍ 合す

一 同 食 堂 ( 朝日ピル 10階ア ラ スカ )1亡至 り舎食

l 同 6 時食事を了り朝日倶楽部月1] 気 ( 朝 日 ピル 5

階〉 に入り 池 m委 只 長 座 長 の F に号悪口合を 閃 合

先 づ ';1T日jl より汲泣乃 木 原大尉: 士「都市防主主主建

築 に就 いて J の iiil 題 の F にた 詑 要mに付 間去 に

より計中川内J史的 市，VNU( あ り 午 後 8 時30分 終 f

Ｈ ＱＩ 近ｾ防 ｾｗＨ 習の一般紙念

( 2) 最 近 航 空 機 の 波 注 と 爆 郊 の 威 力

( 3)  ｬｬｩ 築物乃ｾ級 、 擬 ｬ 度ｾ Ｍ に イナい で

( 本部演は速記したるに付雑誌/ え，、ンフレツ

トにで後去の漁定〉

ｬ 次で［持航行にｹＭＮ，ｪｌ利 々 ＱＧ｛間態ｾありたる後滋 Ｑ 仁

日 ｉｊ そ ｈＱ 長エ￯Ｎつ ず 都飢 え何十こ諮 ｊ 僻を述べ 、 Ｑｾｊ 引絞 ｩ き

懇 談 の 後

( 1) 務毒事分挽のイ午

( 2) 幹 本 選 fil の1'1'

の Ｒ ＱＧＱ］あるも本夜 ｉ ｾ 時 ｦＱ ￟ も倣 程終過 せるに 付ｾＨ

凹を日舎にて議することｾ L 閉 合 を 告 げ 散 合 す

時 に午後 9 時50分 なり

1 先 づ 竹 腰 委 員 よ り 前 年 皮Tこ於ける本妻貝舎 の 将 ι 者rr古武袋促進委員曾 ( 第 3 回 〕

過 を大田任説明し協議 に入る ; 日 時 4 月6 日午後6時20分- 8時 30分

l 志li局 本 委 員合 l士前 年 の 委n合 の言 ! 鐙案〈収支致 i 合 場 建 築m終調l別 家

ｩＱ舎〉 を共催般 的す る ζ と λｌＱ 千只 ｉｌｾ 主計 ｬｦｦ 案 ｪ 出 席 者 養 只 長 池m

に合 致 す る様な 問 題 を勉めて狼へる事を申 合 す j 刷 安 只 長 滋 江

依 って良き機令あ らlず直ちに委只舎 を招 集 Li ih i  委 員 秋 田 、井 上 、浦 、 落藤 、 加 藤

議をなすと主を 司1合せたり j  ｾｴｪｪ￯Ｎ 清水、篠原 、 新名、徳

1 収 支激 鉢 案 は 前 年 度 委 只 舎 に 於 て 承 認 併 の も の j 敬 、 鳥 井 信、 鳥 井 捨、 内 藤、

にして本年度安只令も彩; 案に依ることを申合す ; 中様、本多、本問 、三橋

( 特 設〉都 市 武 装 促 進 委 員 曾 ( 第 2 回 〉

日 時 3月27日午後5時 15分 - 9時 50; )

合 場 朝 日 倶 楽 部別 保

出 席 者 講 演 者 陸 銀 技 術 本 部 員

委 員 長 池 川

副 委 員 長 波 江

こr.兵大島J 木 版 友 二

委 員 秋 111 、井 l 、伊 藤 、北 町 、黒 川

告lf7J( 、篠 原 、寺町名 、鈴 木、 鳥 井

内藤 、 郷里 Ｑ ・ 、 藤 μ 、 本多 、 本 ｮｾ

吉m

高IJ 合 長 蕊 野、松 策

l 午 後 5 時 15分 本 日 の 都 航 者 木 原 工 兵大 尉 と 共 に

i 午 後 6 時20分 池 問 委 員 長 座 長 と な り 関舎

池 ｮｬ Ｇ 表日長より ｾｮ 長就任の挨拶ありて直 に 協

議 に入 る

1  ＭＮ￭ ｴＺづ幹 τ ｬｾ の ｽｩＮ 選 を 行』、 ことを 提議 ｌ 該幹事 ｬ Ｚｬｾ

員命令 Ｚ仰の Ｇ［ｩｪ Ｇ司 ｌ なりや叉部望 号 を定めよ ｴｾ 係長と し

て の ｫ Ｇ ｾｾ 球 に 於ける幹事なりやを幣 ｐ 毛布 々 の意 見

ありしも事Jf 局Y: i 1! R を左の 8 郊に分つこと L し各

部 に 幹 本 I :t， を附 す ることに 決 定

ｉ 庶務 ｽｾ￮Ｉ

2  Jl I務1;1;

3 調査1;j l

4 23「体 部

5  Ｑ 詫Ｇｉｬ ｾ ｩ ［

6iiii 脅 rff;
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7 記録官官

S 合 計 部

f古I幹 事の 選 定 11委 員 長 一 任 と 決 定

ffi 加 委員 も亦委員長一任 と決 定

l 次 で今度の事業: /;1耐 火 建築を 古・侮 す るのみに し

で 他の ｾｉ［ 治せる す Ｉ｜業即 儀 ｩ 及 Ｔ Ｑ 三に イナｬＢ ｬｬ 想案を建議

す る等共他のヨト lて手 It イサ け ぎ るや宥 にj ; ] ' L綿々

のｾｊｩｬＮ ， ｴ リ逢 に 全 般 に Ｑ ＱＺ る Ｅｕ ￬Ｎ の ｩ ｈ ｾＮ ｾ をなし 之

を綜合 す れば建築家の本筋と して

i:I1 1  バ ン 7 レツト ( 内容 I::. t市奇あるが〉を 作 1)

王監督1t知1殺 を奥 へ るこ と

第 2 論文の懸賞募集をｾす と と

'ffi L論 文の項目 l士額々 に分 つ とと

ｾＳ＠ 良質舎を閃似する と と

展 覧 合 の 材 料 を懸T-l: 募 集 よ り 採 る とすれば懸

賞 募 集 は 最 も早 〈決行する こ と

ｾＴ＠ 展 覧 合 間H![ のHりg W1!f1火 作 制 をな す l 週

r:りwJ なるとと

釘， 5  木 原大 闘 の 紡1筑速記 をハ・ Y 7 レツ トにし

て阿 時 に懸 賞 募集を決行 す る こと

但L ; 合速記の前5!? きに協合の: i J . 見 を記載す る

ζ と

ｾＶ＠ 財 務郊の 前例を 即j 1JI l J I ひたき と と

1 次 に雑 誌 のE運行及座談合 5精瓶、映f J t J 令 BM1! l l 期日

に付 目寄り次の預定 に決 定

( 1) 粥f誌護 行 It 7 月

( 2) 座談舎は 6 月

( 3) 務 古賀及映宿舎 は良質合開期の中主主及同合開

令 前 に 検 舎 を見て闘世!l

1  l'前館市大火災視察耕m合 開 催 に付常委員舎の提

家 と し て 大 々 的 l亡早 急ー決行するや否 に付協議の

紡 泉 今 回 は協合 l亡任 せ 内部的褒表する と とに決

定 し:本講演舎 は他日 に諮るととと な る

1  1:i. 委 員 合綿 橡i?:中 に協 合 支 出に付 委 員長如、案を

述 べ 協 令主 計 に希望するO i ありたり

都 市 武袋 委 員曾 主 催

都 市 武 装 に閲する 座 談 曾

日 時 4月 16日午 後6時30分 - 8時30分

合 場 建 築 倶 祭 部別室

出 席 者 都 市 武装 促 議 委 員 合 委 員 長 池田

同 副 委 員 長 波 江

同 幹 事 清 水 、 中 棒、竹 腰

V .120 

同 委 員 浦、落 藤、加藤、 黒田 、 新

名 、鈴 木、姫 野、本 多 、 問

問、玉置、坪井、永瀬

ii¥l J 合 長 松 室

評 議 員 池 問 、伊 東 、阪口 、酒 井、

{.:j 問 、谷 、 松久 保 、矢 m

l  午 後 6 ｾｾＳＰ 分池 問 委只長司令の下 に 開台 、 先づ

池田委 只 長 よ り開舎の挨wとして

来 る 7 月下旬近畿大防空演習怨行 さるるに付

償 協 合 は 之 に参 加 し 建 築 方 而 よ り 大 IC 主主偲 努

力し たくま ｾｉ 亡 者 ｩｾ 市武装促遜委員合を特設して

市制 ｉｊ 中でありますが之れが濠備のｾ去る Ｓ 月

27日にl土m撚 よ り 木 原 大 尉 の 之に閲する講演

を聴き今夕J l ! ; 1 次の座談合をD i J き防空 に闘し

各 只 の終験すまj'l 見談共他腹惑なく御放を願ひ

たき次第であります

l 次 で委 員長よ リ竹腰幹事にn見 談 を願ひ同 氏 は

二 十 &1=HIJ llf，l i 洲 大械をFの際i度隊中にて Jt 際 に於け

る茶園ＺＦＮ 伊 太刺 、 ｆ 話 ｬｾ 当 ＩＱＺＮ 他 に てのｾｬｐｴｊＧ ｬ 見 言去を

累々 述 べ られ次で永時;Jt 4: 員の I 海 部聖書の際親戚

の ｾ Ｑｦ手￭ｔ ｦ 々 人よりの 爆撃以況 の手 紙 を 朗 談あり

質問 l主総 後 し 談 はなかなか輩 きる模様 な か り し

が午後 B 時30分池問委 員長閑 舎 の 挨拶ありて 荷主

令 したり

〈本夕 の座談 は慈 記 したるを以て後日印刷滋 表

の漁定〉

曾 員

舎 員 動 静

轄 勤 韓 居

液量量 ZjS君 尼 崎 市 竹谷 町3 ノ 127 ノ2

守 谷 茂 君 大 阪 市 西 成 匹 千 本iili5 ノ 7

楠 TE己君 大 阪 府下泉南君s貝 綴 町丘十三日ヰ 150 大

日本 紡*1t工場 建築 揚 竹中工務庖 出

張 所

徳 永 隆 俊 君 市iJI 戸市主主合区熊内町4ノ62呑 摩 敷

地方曾員

山岡 芳雄君 山口県草宇部市宇都 セメシ ト含量土銭

高組出張所

j¥::j 橋 君 三 君 宮 崎 蘇 宮 崎 市 御 錦 町35郡是製糸g

事 所 宮 崎 支所 建 築 揚



田島市兵衛君 熊本軍事、芦北 郡 袋 校 建 築 事 務 所 市役所管総課長〉

竹 谷 徳 治 郎 君 大 連 市 東 公 悶35大林 粗 大 連 支 応 内 1抗野慶太郎; r ， 北河内郡四僚畷宇! 大 字南野40<'( :; ，

1&村 武 宏 ｊｦｴ ｊｾＨ 市 Ｎ ｉＡｉＺ岡谷 ｶＮＺ［寿司級 木町 ＱＷＵＳ めりか尉〉

小 林 麟太 郎 君 京 妓 府 市 大 門 jiIJ 2 ノl 日本生命ピル
τl '図 利子、 ;fl 大A 阿 南 泉 尾 町2 / 74 ( イ7利 業 ドl

大林組京披出i J R 所
1': D  

Fllrl' ｩｩｴ 君新潰市 ｾ￟ 見区生装町腕 Ｚｎ 罰ケ五 ＮＮ Ｑ ＹＸＰ
特 別 賛 助 員

> 1 壬天市背楽町 41大林航空t ; : R 常 設 出
佐 々木 i原之島}J ;p，' 西瓜京町指ト iiII 3ノ22( 土 木 建 築

張 所 話 ｾｴ 負業 〉

中堅7・釘君西[ . l I ; 北郷江沼2 ノ2 (:1- 木 建築諦 負，

普 遜 賛 助 員
業〉

大槻 貞永ー君 f品百H図新京国公開南側 関東軍司

級問秋之助n 兵 litfl 隊川溢君日ノj、田村次屡買反問 l

令部隊令建築工事大林組問! 疫所

13 ( 開 問 ペ イ y ト株式台紅常務取

佐 藤 佐 七 君 鹿 島 阪、佐伯君|りj、方 村 宇 下 ノ 町

締役〉

千￬］ｦｾ対 Ｚ 幸対 ｩ 君 股x! ; 車芸術]劉君11三原 町 布:閥 人 絹 株

善 運 賃 動 員

式合組1 : 三原工場立築事務所工事係

制川 V'r甘1京 市11戸市林 悶悶TI Jm;w7ノ80帯用車I

建 築 部

〈長谷工事害賠〉

lfJi 1t: 阪威子! 大 阪 市 東 成v.r :It 佐野町 1ノ63

森 本 i原it :rl 府 下 山 rl
1
松 ケ 枝 沼 126( 大阪 三越 投

石升 7:f 百r;p，- J X者f 府絞都内新松田r20

計部〉

松 111 愛 三 君 大 阪 府三 品罰1>7，':j 槻田f 釘1紡r . ;j 槻 絢

苦納蒋ク、祐子t r{F下三 ぬ郡岸部村大字小路 60ノ l

糸工易建築揚竹中工事害賠出直: Uj f

( 大阪三越設計 部〉

吉岡光太郎君 Ｑｾ Ｑ 蓬 市南町 ＶＷ 大 林 組1111護径三業所
川添貞 一郎君 京都市東山区今熊野安荻町62 (重量

和中 in一 君 尼 崎 市 中 大 物 町48
ヲ↑ 向官接的l部 〉

早 川 健 次 君 大阪市 北区中野町5 ノ8
中 "1 了 女 震 ｾｴ ｬｩｬＧｦ西寺町 Ｒ 岡沼蹄院Ｈ中西建築

問中 重量雑煮 鳥取市歩兵第4C聯 隊 内 第 10師四位

事務所〉

理書名古貴闘所

111合 安1f . 索、 西淀川w ; 滞江北 1ノ126 ( 中西建築

森 歓 之 助 君 千 葉 県 草 松 戸 町 毅 斜UEf rJ t隣

事務所〉

近 藤 保 君 京 都 市 来rr 町沼松原南

堀白 書幸吉君 兵庫県草川溢郡小回村杭瀬今繭松ケ

披戸 クt 君 名古屋高等工業態校助量生授建築科
下43 ( 大 阪府立西野田職工率絞殺

教 室
富島〉

奥 保 忠次 君 大 連市蓮室町 腐 小 路 宗 像 建 築 事務

: m松停三郎君兵庫I t . 物語E村打出下央川 4( 三 機 工

所

業株式合長士大阪支医長〉

問中響 久 雄 君 京 税 府 中 郡 篠 山町泉

曾 員( 地方往住〉

戸 図 利 夫 君 央 市 本 語 10丁目 8 ノ7 本 川方

岸 田 林 太 郎 君 奈 良県系吉野郡 上市町〈察良隊立吉

松 本 正 香 宏 大 阪 市 天 王 寺 匹 谷 町9ノ 15 天 野 方

野工業撃校〉

入 曾 者 退 曾 者

曾 員
曾 員 長谷川熊吉宏

杉 悶 貌 厚 君

勉 弁 吉 一 君

旭区今市町975 m野建築事務所) : 普通貨助負 服 部 保 君

武庫郡良元村史探34 ( 亀井建 築工

務1苫〉

鈴 木 孫、市 君 北 直 員 砂 町41松下 由 綴 方 ( 大阪続

AIJ 監督 局 管 絡 掛〉

三 橋 図 太 郎 君 ー京 都 市 上 京 区 紫 付 初 管 町91 ( 京 都
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( 昭和九年〉
員日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委

量士閣

法 人

失

球

吉

三

郎

夫

厳

事

史

出

限

時

尚

吾

材 料 寮 員 曾

池 図 官 守 彦

松 久 保 敬 三

楠 瀬 激

小 西 一 良

阪 口 芳 三 郎

作 fm日 出 生

高 岡 奥 三 吉

古 縁 1 E 派

諮 問 看 幸 治 虫1¥

吉 本 政 次 郎

災害強度重E員曾

ｾ員長波江悌

幹 事 黒 岡

委 員 務 藤 族

同 佐 野 俊

同 篠 原 太

岡 谷 僚

同 鳥 井 拾

同 中 島 智

間 三 浦 倫

同 矢 田 餓

同 山 間

同 渡 部 圭

委 員 長

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

問

問

般傭ｾ員曾

ｾ長員 Ｑ Ｑ 、笠原 銀

幹 事 伊 東 宗 太 郎

岡 松 井 清 之 助

委 員 西 村 安 彦

同 鳩 信

同 滑 井 敏 克

同 政 問 基 次

岡 村 野 藤 吾

同 村 岡 11、一

同 八 木 虚 ニ

釦

助

郎

克

彦

吉

二

茂

郎

京

士

ロ

尾

一

彦

忠

次

吾

廿

川

否

情

晴

之

太

敏

官

勝

目

以

三

・知

品

将

来

殺

安

基

藤

監

ま

・

河

原

品

川

宗

国

芳

子

4

j
井

岡

藤

藤

日

[

回

岐

木

潟

村

E

岡

野

山

部

曾

笠

井

芹

制

小

松

伊

噌

池

一

治

加

閉

m

阪

芝

志

鈴

永

西

牧

政

村

森

波

情

長

率

舎

事

員

官

員

科

委

幹

問

分

斡

零

問

問

問

同

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

建築材料陳列土E草寺事曾

幹 事 長 徳 政 合 否

幹 事 石 田 信 夫

同 阿 部 品 真 如l

同 阪 口 芳 三 郎

同 須 川l 廉 太 郎

問 中 西 六 郎

I建築と id. 曾」編結 軒 曾

鯨 斡 部 員 間 関 孝 男

同 桐 本 有 者 雑

同 腹 見 情

問 内 藤 亮 一

問 中 西 六 郎

同 本 多 正 道

問 吉 岡 信 武

「建築事柄 究」編精 霊員 曾

幹 事 棚 橋 銭

悶 吉 岡 信 武

委 員 伊 東 恒 治

問 1;1;里子 J I l ・一郎

同 新 < < 額 失

同 湖 湾 民 弓

間 藤 井 厚 ニ

問 横 山 主聖雄

委 員

都 市 計宣 委 員曾

要 員 長 鳥 井 信

幹 事 伊 藤 和 夫

同 北 極 熊 之 介

委 員 蒋 多 村 義 雄

同 椎 原 兵 市

岡 徳 政 命 苔

同 戸 塚 良 人

間 伴 野 貞 三

問 問 宮 廷 ? 合

同 吉 田 信 武

3金 制 委 員 曾

努 員 長 湾 問 敏 錐

幹事主怪ｾ次郎
問 調i 弁 誠 一

雪 辱 員 石 川 究 _ -

同 工 車 葬 祭 治 郎

同 白 川 雄 一

阿 武 田 純 一

同 永 瀬 徒 三

間 宮 脇 晴 美
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編 輯 後 記

口本月披 は「住宅 とアパ ー トメン ト」を中

心とし? こ特輯披 とする珠定で各方面 に御依

頼 し1: 所 . 幸 にも 多数の御賛同を得編輯の

ご予 に 集 つ Ｑ Ｚ 諸家各 ｰ 設計の性宅の富例 Ｑ ｾ けで

も、 猿想 に 保 す る多数に及ん Ｑｾ 。何れも相

営の大邸宅で あり 、選定せられ1: 潟員亦そ

の各部の詳細を網羅して後すところがない

全 〈諸家の御霊力に依るものとして多謝す

る次第である 。

口が、恰も 3 月 21 日函館に大火があり.

本協合合員中にも慰問、調主主等の目的を以

て、現地に赴かれた人 k 多 数 あ れ ぞれ等

の人 k の調査報告を得て、 事11m火災のM，態

を 知 札 者II市の防火施設 lこ闘する費料? こら

しめることも、亦大 いに 時を得1: るも のな

るを以て、 菰に取り あへす' 鳥井氏、中津氏

に御依頼して賓AA調杏の一端を掲載するこ

とにし1: 。

口 その震に、住宅の質例の 1 部とアパ{ ト

メン トに 闘する 全 てを 6 月競に廻して、同

慌を「イ主宅 とアパートメント」瞭とするこ

ととし. 本月暁は寧 に 「住宅」 蹴 とし? こ 。

住宅の質例をお世話下さ つ?こ一部の方 k に

この瓢御諒解を乞ふ次第である。

口それにしても 、懸賞「夏の家」設計首選

闘笑の程表もあり、画館火災の調奈報告を

も如lへて、本月披は堂 k 124 頁の超増大蹴

となっ 1: 。多数窮虞版の挿入 を惜まなかっ

? こ総買って貰っていい。

白馬J J i t 版と言八ぱ 、去る 3 月蹴よ り大に印

刷屋 を鞭健して、特に第. 版印刷の鮮明を

期して居る。成績未 Ｑｾ 充分ではないがア ｻ

ト紙の潟覧版 に就いて御比較を乞ふ。

口本合から「市街地建築法令」第四版、ま

1: I節感鞍建築協i案J が相次いで出? こ。充

分の確信を以って推 Ａ｜ ｾ［ ｈＱ 来得ると思ふ。

口本誌の原稿締切を毎月 ] fi 日に繰上げに

( 新名)

窟 築 と 紅 曾

第 11 輯 第 5扱

1舟 .50関ぐ郵税 2 銭〉

毎月 1回 1日澄行 定 償 12舟 6 ∞闘( 同 24 銭〉

昭和 9 年 4 月25日印刷昭和 9 年 5 月 1 日護行

言行占領賢 鷹 取 陽

西宮市今海町津門字費浄605番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内 諸島路 町 1丁目 7番 地

強 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区 中之島3 ノ3朝 日 ピ ル

ｾ話 長本 局 ＨＲ Ｓ Ｉ ＴＵ 町杏 ＨＶＩ

街替口座央阪39.975番

特 約 版 貿 信 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京町堀羽子板燭北

電 話 土 佐 堀 2440番

鋸替口座ヲミ阪加84杏

禁 鞠 載

本誌に錦織せるものは、一切 とれを無断にて

嶋載し又は車行本に上梓その他の複製行袋を

なすととを禁ず。

鹿 告 掲 眠 料 金

嘗 15.00 通 I 1 頁 I 1 回

m

一
側

一

側

一

号

一

問

一
一
一
喜
一
一

一…
表 紙 3 I  1 頁 I 1 図 I 45. ∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 | 釦.∞

建 築 事 務所録 I 1 欄 I  1 回 I  1. 加

(思築潤悟園陸者案内) I  1  欄 I  1  回 I  5. ∞ 

御 注 文

御 注 文はすペて前金で本曾直接叉は特約腐へ

獄替貯金叉は銭答で御f申込を甑ひます郵多代

用は-i l J 場、代金引換はお目前 P 款します。
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